
医土三竺三戸十一続・昭和十年十 一 月- 1，

同 日 第 三 種 郵 便 物 院 音1 ・ 昭 和 十 年 十 月 三 十 五 日 印 刷 納 本 ・ 昭 和 十 年 十 一 月 一 日 置 通 行 ( 毎 月 一 回 一 日 蛮 行

滋 ｓ 裁裁滋部崎鋭ｾ喜

己ー土二五十F ーすーτ，



潟 虞 ハ 最 近 竣 工 ノ 大 医 そ ご う

弊 庖 ハ 媛 房 ・ 冷 房 ・ 衛 生 水 道 ・ 気 迭 装 置 工 事

其 他 施 工 ノ 光 柴 ニ 浴 セ リ

施 工 村 野 建 築 事 務 所 殿

設 計 大 倉 土 木 株 式 含 j詑 殿

諸 建 築 材 料 及 附 帯 設 備 一 式

設計監督・工事請負並材料販頁

三機工業株式合I f r l : 大阪支底

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁 目 ( 大阪三井ピ ル内〉

電話土佐堀 (44) 8365(3)  1776. 3103 

本 庄 東 京 市 麹 町 医 有 楽 町 ( 三信山内)

電 話 銀 座 ( 57) 51 4  Q.  5941(9)  

支 庖 f大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 幅 岡 ・ 大 漣 ・ 京 城

出張所 l札 幌 ・新 京・ 奉 天・ 憂 北 ・ 庇 島

工 場 東洋鋼材株式曾枇川崎工場… 川崎市渡田

取扱庖 三 井 物 産 株 式 曾 社 各 地 支 庖 出 張 所

( 型鎌贈呈)
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日英米特許 三ー 佃・ ｽ ｾ JM新案登録ー六三個併肘

ス野認に陽火捲 ｌｾ ケ戸
(特 許 大 野 式 シ ヤ ヴ タ ー j

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ 、 ソ タ

大 野 式 J L ー ブ JL シ ヤ ヴ タ

大 野 式 融 金 付 自 働 閉 鎖 戸

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 穂 子 入 紬 箆 ・ 戸 車

大 野 式 廻 鴇 柚 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉 ・ 銅 製 建 具 類

磨 、 用 特 殊 機 械 類 設 計 製 作

一 … … … 一 一 一 … 一 … … … 一 一

日英米悌掛特許三 七個・ 賞用新案登録八四佃併用

特 許 木 こ ガ.'yシ

合 資

曾 枇

東京市大森直新井宿七丁目

株式合 枇不二サツジ製作所提携

大 野 製 イ乍 所

東京市芝直三田四園町二番地・電話三国間園芸員;

取付出* 員詰J 1r ・大阪市此花底上繭島中二 ・電話 諸島(45)五八八

居資 3  



曾枇築建 乞

昭 和 10 年 II 月 竣 行第 18 輯 第 11 競

停 車 場 建 築 |

衣目

市 ( 25 )  ｦ ｩ，ｾ＠見大停車場の計責- と大阪降・ ・・・・・ ・・・ 1酉

野 前 庭 場 に 就 い て ・・・ ・・・・・・ ・・・ ・・遠 藤 金 之 助 ( 30  )  

郎 ( 36 )  念田欧米に於 ける 停車場本 屋 の 現 況 ・・・・永

雄 ( 66  )  鎖本名古屋停 車 場 に 就 い て ・・" . . 一 一 坂

夫 ( 69 )  和藤
地下鍛道停車場・・ ・・. . •. •• •• . . ・・伊

大阪陸前都市計毒事業 ↓  

に就 き技 術 的 一 考 察 み

次 ( 89  )  長田

吾 ( 86 )  

一 ( 92 )  慶

竹

古

停車場と百貨居・・・・. . •. •• •• . .・ ・佐

明治初年に於け る京 阪 神 間

の園鍛建設工事費 に 就L、て" ・・・・佐

言( 98 )  

種

孝

名

田

下呂・高 山 紀 行 J ・・ ・. . .. •• •• . • . . 新

岡

停車場建築駕異・・ ー

株式舎枇そごう新築寓其・・. . . .  .. . .  .. . . ・・・・・・・・( 105 )  

闘 際 新 建 築 ・・.. •. .. . • . .  .. .. .. .. ..・ ・・・・・ ぃ ( 117 )  

建築法規 に閲 する 質疑肱 答 欄 ・・. . .. .. .. . . ・・・・・・( 104  )  

- ・・ (  129  )  報
合



園有錯道関西線奈夏器本屋外観第 1 期完成

圏有議道明買線奈夏韓本屋慶闇屋緩棟飾

• X I  
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固有鎮道関西線奈

夏韓本屋鹿間天井

国有鐘這関西線奈夏寝

本屋慶潤及 2 等待合室



第 1 期 完 成
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固 有 鎮 道 関 西 線 奈 夏 韓 本 屋 1 階 平 面 圃
国 有 鍛 造 関 西 線. 奈夏 韓 本 屋 2 陪 平 面 圏

第 1 期 完 成

他
主

(

計-
三九

日又の屋本騨良
ズ: c

71三

良日

奈良隊本属は 現 設の閤有鍬泣に 於 ては ｉｾ ， ［ーの特災な建築 物であ る。

奈 良勝 はシー ズ Y によ る内外糊光治:Ffr 詞囲恒治: 以外の乗降容 11 問 題にならぬ程少ない。従って卒面

すl nE とし て 11普 通 の中 都市騨としても平凡なも の に過ぎない一一新」、訪ふ種類の線には一般待合室と

問也待合案とを分けて 、 しかも 適蛍にそれ等を コ y パ イ γ す る事が使用上及び建築物保忠よ粧 ま しい

守1 J . ではあるが、一方事fi 々の難里占も ある 此 種のものは最近一つ貸現して見る積り で苦心してゐるー一一。

2長名:勝 本E置の外1臨もその都市に中日8!E しいものに段計す るのは望ましい司王ではあるが 、図有織選では

閥有鍛治である事 と矢張り官艇式珠算に縛 られる事とで却々恩ふ様に は 出来ない 。

妻美良腺本屋は現在に於ては多少ともさ う云ふものが 出来 た唯一の もので ある。あの外線 が千年の古

都察当理に良に相躍しいか どうか は設計者の私にも断定する事は出来ない。

中都市以上の隊 本 屋 に は 私 が 必 須依件だと 思考する鍬骨餓筋 コ' / ? ロート 主主で. そ して多少在来の

もの と極を具にして ゐ る に 過 ぎないかも 知 れない 。 しか し幸ひに今の蕗好評を博して ゐる ので喜 んで

ゐ る。

同l 残念なのはま象i1の捌 係 で全部を完成する事が出来ずに草壁な民主で打ち切 らな ければな らない惑で あ

った 。以 上の寝良 はその中途宇端な第 11初完成の妥である。来年は何んとかして次頁透視闘の 様 に 後

を完 成 した いものだと 思 っ て ゐる 。

口給軍善良の最後の頁 ( 21・22) にある様に私の管内に は まだ まだ改 築すべき津山な型軽な線本屋 が残っ

てゐる 。此奇宇の 軍喜良 は私が出援する折に鯛れて スナップ して来た もの L 中から吉 田信 武 宏が見 苦 し く

なささうなも のを 撰 ばれた の だ。

その銭ばれたのがこの有様である。他の非遣さ加減が推察され る と思」、。田舎は回合の様に 、 小 さ

いもの は小 さい依においおい良い もの に改良して行きた いと 努力して ゐる。

此 の民主非常に多忙 を縫めてゐ るの で紛 糾 者の御課題に謝する責任を果し符ずとんな文章でお茶を濁

きして: l l ' i って心干すし く思って ゐる。次の機 舎 に 何 か を一生懸命 に舎 か して貰って御 詫をする事とし 度

四田柴

3 則
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固有銭溢開否線奈良察

本屋透視圏・ 第 2 期

完成場合

固有銭溢関西線奈良穣

本屋 1)階及び地階平面

園 ・ 第 2，期完成場合

回有銭i I 関西線奈良蹟

本屋 2 階卒面圃- 第

2 期完成場合



固有鎖道東海道線名古屋韓本屋透視園

固有鎮遺東

海道線名古

屋騒鳥眼園

坂2長銀雄氏 9 名古屋停章場に戟てク本誌解説参照 B 矧

-<  
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固有鐙道東海道線名古屋韓毘線圃

名 古 屋 拡 宰 吠 配 線 圃

ョ 4 ...l... i

名 古 田 幽 幽

回目白明闘

ｨ ｾ 腕

XI 6 坂本舗雄民ク名古墨停車場に就てク本語解説曇.寝

固有鐘道東海道

線名古屋韓本屋

第 1 階平面圃



大阪電気軌道上本

町襲外観

大阪電気軌道上本

-町農コンコース

7  X I  



( 10月4 日午後 1隠50分撮髭〉

- Ｍハー ｾ
計、. . . - . : ， .-' .. 九ｾ Ｍ Ｍ

(  10月4 日午後 1時55分 撮 影)

川 8

京阪電気鎮道

天神橋韓外観

京阪電気鍾道

天神橋罷鹿間



阪神電気錯道

大阪寵外観
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阪神急行電錯

梅田韓外観
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( 10月 4 日午後 5 時撮影〉
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南 海銀遁汐見

橋韓外観
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固有鎖道城東続

鶴橋麗本屋鹿間

国有鎮道片町線

片町鹿本屋外翻

旬 開 恒 - "  

1; ¥1 

'-' ¥'， 

F ・J . - _ ¥:  

' "f 

( 10月4 日午後 3 時 損 影)
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宅:-. ，'、

15 X I  



離4h醐MW

蹴

量刑諮問毘珊紙同時国

器示制

M

背離ロ園小

【岳寝捌羽媛

Mm
抑制叩同時園

1
.
0
 

珂

(明晒幽再々

O
円品川

Em怪HrzmROC

(明刷出事令

O

惜E-

糧庁回寸-Ro-
〉



固有鎮道東海道線

京都韓本屋外観

京阪電気鎮道京阪

京都韓外観

ててこ二

一一一---

_..---

17 X l  
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( 10月14日午後 1s寺30分撮影〉

( 10月15日午前w担O分撮能)
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阪神電気鎖這

神戸轄外観

京阪電気錯道

四傑韓外観



固有鐙道東海道線神戸

鐸本屋貴賓室

固有鎮道東海道線神戸

韓乗降毎待合室

固有鎮道東海道線神戸

韓本屋洗面所及び便所

19 x.  



X I 2 0  

固有錯道東海道線三ノ

官接本屋鹿間出札口

固有議這山陽線兵庫器

本屋手小荷物受渡場

阪神電気設道神戸騒改

札口



固有銭滋字和島線吉野生察本屋 固有銭溢参宮線山田援本屋

固有銭溢楼弁線主主{ 発援本屋 省管パス雲葱線三刀屋喜重本屋及率庫

図有銭溢高知線高知痩本屋

固有銭溢山陽線短路援本屋

21 X I  



圏有銭溢紀勢西線自涜号車本屋

図有銭溢王量殺線高松藤本屋

ヲー

国有銭［ 益 王争 ｾ ｴ 賛 線 松 山 桜本屋

固有銭i益百主i葱線昼昆陸軍$"E量

X' 22 

自演譲渡き

高松楼償き

'  .. 

固有銭溢重量讃線丸勉緩本屋



大阪地下鑓 ・淀屋橋停

留場プラットホーム

大阪地下鎮 ・心粛橋停

留場プラットホーム

大阪地下鎖 ・本町停留

場 出入口上屋

今 己士 一T

ラ三_ - -ごR

2 3  X I  
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ロンドン市のマノア ・ハウス ・

ステーシヨン( 地下鎮)

大阪淀屋橋停留場河岸出入口上屋

地下鎮梅田提附近透視園

ロンドン市のウッド・グリーン・

ステージョン( 地下鎖 )



大 停 車 場 の 計 董

沼

(  I  ) 停 車 場 の 種 類

IJ? 

tー
大 阪 騨

見 佐 可I

停車場叉は騨とは1 ' Uj: i i . h ' : 車の如き軌道上を走る交通機胤が作中をして放容の乗降貨物の

砧却を? なす以内「を云ふのであって、政客: 及小荷物のl ) . { f . j : 及ふ牒を? 般客瞬、荷物のみを? ぬふ

騨をｾ Ｑｾ 物騨と僻してゐる。旅客騨には大躍中騨小牒と分刻することがあるが是等には ｦ 必然

Ｗ こ る 医 別 があるわりでな い。 即 小 騨とは回合えは 中 Ａ 日 ｬ の Ｑｩ￭Ｇｪ ｗｬｾ よる躍で旅客も貨 物 も共に地

ふものであっ て、 電車騨の主n< 乗降車人員多くとも共作業のj ' i 1 J 単なる躍は矢張/J、曜に l泌す

べきものである。相営なる都市に在り乗降車人員も多 < 51. . . は主要紘の接続黙になる騨を中

騨と構すべ〈之も主に放容と貨物全雨方扱ふ場合が多い。此彪では一部列車の始設終着を

や るがf誌に 、従って線路もノl 、騨のtcn< 上り下り棋のみでな〈刈中の留世棋とか Ij 1上がli とか

貨物側線など紘路も複$11: してゐる。仔IJ へ(; ; ( 奈良岡山 11岐阜豊僑静岡の如きものである。大騨

は大都市に在り放客: の乗降数故も多〈この場介には;校容と貨物 を同ーの騨で扱ふ事は者11市

の ｉｾ Ｍ ｉ 心地に非常に大なる用地を要する の と ， ｩｩｾｩｾ 路が 複雑になるが痛に貨物を分離して般客Ｚ

専月j 牒とし別 に通蛍なる所に貨物専用騨を設りてゐる場合が多し、。東京大阪京都榊戸描出

1'， [ l 干屋の如きものである、ス米原の如I ( ，線沿: の乗降少きも騨の作業の複雑なのは大停車場

に属すべきものである。

騨をその線路の位置により分げると地平式高ｾｾ式地下式となすことが出ｾる。地卒式と

は線路が路面{ と同高又はそれに近くあるもの. 直j栄式は線路が路面の上にあり街路と立時

交叉しにるもの 、地下式 iま路面の下にあり街路と立間交メせるものを? 謂ふのである 。中小

騨は地卒式 が多 いが大騨は大都市にあるが活 者 Ｑ Ｑ 市交通の陣容を挫げんがｾに高製式 コ えは地

下式になり叉なしつ〉ある。我闘に於ては都市 の 地Ｉｾ上京 京を始め 大騨は殆んと高架式が

多〈採尉されてゐるが 之は糾路が主に海岸 ￭ｾｪｾ に近〈之と平行して走って居る震に古ｼ叶 ｩ の

近〈に於て大なる JI Iに直角に交り地下式の採加が凶鰍でめっ 1: 捻であると思はれる 。lI [t火

王寺 騨 の みは 地 下式 の珍ら しき例でゐるが 、 ＧｾＪ騨では東京の御茶の ｊｋ 市ヶ谷凶谷目巣等

を数へる こと が 出 会 ｾ る。

叉之を線路の型式上より分類して通過騨、終端騨 . 緩続轄と謂五、 E がある。通過騨とは

或紘路に沿ふ瞬 、終端騨は或棋の終端に' u f . する騨で媛組騨は紘路の分岐又は篠絞す る所に

在る騨で あ る 。 我園 で は 園 土が 赤 Ａ 日長〈者 Ｑ Ｑ 市が 一 列に位す る ｾに 終 端騨は少〈通過 騨援 組 瞬
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が多いりれども「アメリカ」の主n ｾ闘上が隙〈 都合が散布し Ｎ叉錨道がｾｾ の 合祉に 分 れ

て居る所に於ては大轄と云へば終端騨に pl{ らると云ふAA態である。

騨の位置 に依っ て弐の ヒ極の型を考へる事が出来 る。( A) 側面型 ( 町線路上型 ( C ) 線

路下型 ( D) 頭端型 ( E ) 挫頭型 ( F) 島型， Gノ模型である。此の内 我聞に多〈採用されて

ゐるのは主にA . C.  D. で他は殆んど無いと云つでも よい位である。
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(  2  ) 大 停 車 場 の 構 成

停車場と云へば抜客が乗降する所であるから如何なる大なる騨も締路と「プラッ トホー

ム」と 問札 。改1・U :有れば事足りると考へらる〉も 併し大停車場 となればなる fごけ内部機
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成が複雑多岐に介れ大脱税なる設備を要するのでめる Q 先づ「プラッ トホームJ 1.1特乏!:乏l

行主主:長:列車が停車する篤少 〈も十五桝分即 300 米以 k を要し 巾 も10米以上 fより . その数も

上り下 りの外に電車のある場合は電車ホ ーム及び始稜ホ ーム到着ホ ーム等のみで 、市'1' 戸航

部の二本東京の四本大阪の五本の如1< 大騨と鰍 bl'i ii 翠である コ。! こし大騨に於ては列車の始

濯格着があるが先づ「プ ラットホーム」は特急: 、急; 行等の長列車が停車する 1誌に少〈も十五

輪分即 300 米以上を巾 も 10 米以上を要し共数は上り下りホ ーム外に電車ホ ーム 始瑳ホ ー

ム到着ホ ーム 等!刷阿佐要する 、叉手小荷物積込の震に別に荷物ホーム数本を附隠せし めな

げればならな L、c

騨構内では線路が多岐に渉る震に列車の運行も 叉頻繁只複雑である。之等の列車が安全

に且迅速に移動し得る篤には 完全なる保安設備を要する。 之が口に大轄に於ては その見通

しのよ〈利〈場所に高い信蹴扱所を建て此虞にその放を＿集中して所 ｾ ｉｾ i ワンマンコン トロ

{ ル」をやってゐる。

騨の本屋は大停車場に於ては前にも述べ 1: 様に是非貨防を分敵 して専ら旅客専用騨とし

なければな らなし、。騨としては按客に直接必要なるも のは1 j I 寄成田1. 待合室 、H-¥札. 窓

口、改札 口. 集札口. 手荷物引受づ| 渡所等. 騨としては騨長室. 助役室 . 休養室等は大騨

にも ノj 、騨にも必要欠 ぐべからぎる要素である 。大瞬に於て大騨にては之が規模大事 〈且 そ

の種類 も多く なる 。車寄は殺到する自動車の1誌に蹟い商積 を要し待合室も一二等、婦人及

三等の各待合室、特別待合室に巨分し 、出札の窓口にも 二十乃至三十個を要するし切符田保

管も常に五百高校乃至千高校位に昇'- 1) ｊｬ￭Ｇ 離する震に可成 の 商積 の 切 符 五 ｕｾ 必 要 とする。 手

荷物は之を迅速に列車に積み込む‘ 翁に「 トラクタ ー」や「エレベ{ グーJ i コンペーヤー」

等の機械設備を設け叉答: の交 災をせない様地下道等の運搬路を設げなげればならな し、。大

騨では 五百人以上の人k が作業に従事するからそ の廊務掛室 、集合室 . 叉之等の従業員は

主に一重夜交代で夜間終列車より初列車迄の間約三時間は休養するが震にそ の休強室を置

かなげれ l工ならぬ。

小荷物の扱所は手荷物扱所 とは全然分離して設げなげればならない 。小荷物は手車自特

車等にて来 るも の多〈一般懐客との混雑を来すからである。 小荷物扱所には一般荷主 より

直接小荷物 を引受ける 他 に市内の荷扱所で扱つ 1: 小荷物及中糟の小荷物を倣ふ。中織と云

ふのは例へば東北線より東海道棋に行 〈も のは上野騨で取却し東京騨で東海道の列車に 積

み込むもので是等は総て「 トラック」を用ひ てゐる 内

逆に騨に到着し1: 小荷物は之 を蓮詮庖に引き渡し之が仕分げを して運詮底力; 配達を する

此の他 東京大阪の女nき新聞紙の張主主の多い騨ではその扱所に特種な設置を要 する。新聞紙

は一刻を争ふもので騨の列車に積み込む新聞はその十五分前迄倫轄機を蓮縛して之を十五

分で星んで荷迭をして「トラック」で騨迄運迭 し列車 に積込なのであるから之が矯に成い

扱所と特種の 「エレ ベーター」 や 「コン ベーヤー」を法らなりればならぬ。
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仏 ｉ 始葎列車の 出る綾 な騨には車掌が乗込む震 に寧 ｾＺ所 を置かなければならない。之も百

人以上の車掌が常に笠夜共に 1- 1¥入する からその事務室詰所休疋! 所等は可成の商積: t ' r

1

i め

る. ｾ ， Ｂｉ，Ｚ 他 之等の人 ｫ の浴場便 所 湯存 所等各所に設げな η ればならぬ事は勿論費電室 や 暖房

室の要 ることも他と 鐙りはな い。

叉放客の「サ ーピス」と手荷物一時預り食堂や貰庖. 浴場理髪室、「ホテル」 郵便局 . 諸

積の案内所等も放客に便利なる位置に設げなりればな らぬ事も営然な事である。

C  3  ) 大 停 車 場 設 計 の 原 則

以上の如〈大騨の機構は復雑多岐であって是等を一つの建築物の中に越めることは常に

大に苦心を要する所である 。特に鍛造に於ては安全 、迅速快適を「モッ トー」として居り

騨内でも放客は安全迅速快適に目的の列車に主主せしめることを原則とすべきである。

迅速である鴛には車掌から列車迄の歩 〈べき距離 を短か〈せなげればならなし 、。極度に

短か 〈して挟 〈し容の混雑なを来す様な事は避けねばならない、存は騨に於ては切ね: : t ' ｭｾ＠

入 し手荷物を預り所定の列車迄時間金持ち合せて改札を受けて列車に乗る 乙放にそ の存の

流れの順序に旗開出札手荷物、改札口を配置する様心掛げねばならな し、。

乗車客と降車 Ｚ客 Ｚは常に反 ｾｊ の方 向に流れるが尽に同 一の場所を 乗降に使用することは そ

こに放客の流れの濁を生す・るから極力之を避げねばならな し、。即ち乗車口と降車口とを分

離する事でその目的を達し得られる。至極簡寧な様であるが之は分離すると勢ひ乗車 口と

降車口との連絡が断? 二れ甚Tご不便なも の になる。之を分散する のに卒商的に分りるのと 立

関的に分けるのとあるが平岡的の場合には( 1 ) 乗車口と降車口を可成近〈隣り合せるも の

( 2 ) 中央を乗車 円その雨 Si { f 降車 円とするも の ( 3) 中央を乗車 口その雨側叉は片側IJ にl丘角

に降車口 を置 〈も の等考へ られる。 ( 1) は京都紳戸等 ( 2; は大阪がその例であり ( 3 ) は主に

地下式轄の場合に日産用せらる〉も ので我闘ではその例は怖である o 立閥的の場合は乗降を

上下に分離するも ので主として乗車 口を一階降車口雪地階に配置する物 で此の場合にも「

プラットホ ーム」か ら直に地下に導き降車客を強制的に乗車各 と分離する場合と 改札後地

下に導き放客の自FI¥に任せて一部を分離するも の とある o 上野騨は後者の適例である 3

以上の成間待合的札 、手荷物受場所の諸室は常に同ーの卒商にあるこ とが必要であり走:

等に附随して騨長室 、手荷物一時預室、郵便局費出等ほ矢張同一卒簡にある事を得策とする

小荷物は放客の入口とは離れて之を設ける 事が大騨に於ては大切な事である 。向之! ま 本

照の手荷物引受所引渡所と地下道其他に依って結びつりなりればならない 。騨の事汚室や

集舎室などは高架叉は本屋の二階以上に「レス トラン J rホテル」 も入口を日 IJ にして地階

叉は二階以上に取る事は普通である ニ騨前の交通整酬や市街電車社線電車地下鍛造 などの

聯緒は寝棺 lこせ なりればならない ‘ 最近自動車は激射して今後も釜 k 増加すること はl明か

な事である。 この自動車の繋理は各向 の都市共頭を悩まして ゐる所 であるが騨に於ても 商

倒なも のである。我闘に於ては自動車の駐車を許してゐる附係上腐なる駐車場を要する 。

自JVJ車は多少廻り道になって常に一定方向のみに限ってその混雑を緩和する方針を取る べ

きである。 他の電車地下鍛道とのJ[鈴絡は主に地下道を撃つにのであるが之もあま り四通八
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主主複雑にすると 地下に 於ては方向の概念を誤りやすいので終に迷路になってしまう憂カ" ち

る故に之は翠純にして簡明且便利なる犠計聾する事が肝要である 。

執れの都市に於ても停車場は都市の玄闘であり向らその古11 市を代表すべきものである。

門構へ と云ふ釘1 < 騨構へと云ふ言2廷があってもよい筈である。騨はそ の都市を象徴す る枝

なもの である こ とが皇室まし し、。

(  4  ) 大 阪 韓 の 計 童

大阪騨は我闘第一の商都大阪市の玄闘で ある事は勿論大阪を 中心とする閥商の玄闘であ

り我聞に於て東京に次ぐ大瞬である。東京の稼に東京新橋品J II と分れ る事なく大l阪に於て

は大阪韓一つなるが矯にその乗車人員も汽車のみにては東京騨上野騨を凌駕するものでめ

る。即大阪騨の一 口の乗車 人員を東京及上野等と比較する時は次の如〈なる 。

名 稿 一日 卒均乗車人員 t 昭和八年度) 大| 仮 6o.4  6人

東 京 35. 160人 上 野 39. 529人

是に依る時は東京に失ぎ第二位に位するも電車開通以来激榊し今年の四月には 一 日平均 6

6.091 人となり東京牒のそれに近づいて来てゐる。東京瞬は既に飽和の紋態にあるも大阪

は電車蓮轄の延長により東京を凌駕することも近いことであらう。

大阪は貨物は梅岡瞬に採草は宮原に置いてゐる政容専門騨で ある 。型式は高架式通過騨

で一部繭知山線 の終端騨城東線西成総の接続 騨 を殺ねてゐる 。本 屋は側厄 ￭ｾ 及線路 下 型の

併用しfこ物である。「プラットホ ーム」は巾 10 米長 260 米五本で向車ホーム二本電車ホ

戸 ム二本西成綿城東紘 一 本である。放容騨 の 原則として乗降車 ｮｾ 分り中央を乗車口とし

て宏大なる本屋を建てそ の中央を成閉その雨日1lJ に附札 n 35 11Mと手荷物引受室待合室含置

き高架下に大なる 客刑J W謂「 コンコ ースJ e 改..J=L 11 ｾ設げて居る。降車口は東及商に配し

中 2 階通路によって集札口に導いてゐる。

降車口 の附近には手荷物引i肢や一時預所自動車の来拐を設げる 。別に東の方阪急: 寄及北

側に 近 ｗｉ 二 ー離 列車 の族答Ｚのｾに別に乗降 口 を設 ｶｈ 道行 列車 の旅Ｇ容を附害 することを越りてゐ

る小荷物扱所 新開放所は離れて西寄の高架下に配置し てゐる 。

高架下は建坪約 30. 000平方米の成大なるものなるがま主に前記「コン コー ス」乗降車口及

小荷物扱所にて出むる残りの部分に車掌所、鐙電所、電車五I i 分室. 騨事務室 、広署員詰所 、

倉庫等を充営に向成る部分は食堂貸目安m等に充てる 7象定である。本屋も 二階以上に鍛道

局の事務室を置き之を利用する事につとめてゐる。向貴筑室は本屋の西寄に 別机にて建て

ることにな っ てゐる 。而してその而積は建坪 4500平米高架下をカ11へて約 35. 000 平米即約

10. 000 に及ぶ物である 。

騨前は都市計撃によって民家が約 24 間後退する事になってゐる篤完成の上は庚場 lま約

10. 000 坪となる。此下には高速度地下銭道が南北に貰寺阪急電車が丙より来り此嵯に終貯i

が出来る筈で、之等を? 賞ねて騨と地下鎖及阪神電車を結び. 殺ねて既場を横断安全道とす

る地下道が南北に二本東西に 一本騨と地下餓を結ぶ地下道一本カ ifi -t白書されてゐる。真にそ

の完成の院は郎通八達し所謂大阪騨前の交通地獄も一時に解消する事fごらう。

2 9 淵



X 1 3 0  

騨 問。
虞 場 )jr. 就 い て

遠 藤 金 之 助

鍛造の騨の前には大きかれ小さかれ其騨前の交通主騨へ出入する人の量 iこ随って旗揚が

必要である 。騨は其市の交通の中心でー道路が四方八方から認に集中してゐるので勢ひ前商

は交通の輯鞍を来し 、 まに騨の出入口附近に自動車の護着場 、之に相劃してタキシーの駐

車場 、 パスの藷着場を必要ーとし 、 ｾ主上路面電車や地下鎖と騨畑互閣の連絡も考へなければ

ならぬのでよ〈整却されにる遡首な大いきの廃場が必要である。無整理λ こして徐りに大き

いと反って交通地 Ｑ 訟を現 ｉＫｾ しに例は Ｑ Ｒ ， Ｓ 年前の東京騨である ｣ 之は約 ＳＶＮＰＰ Ｐ 卒米の既

さがあ b 世界中でも最大なもの〉一つであらうと思はれるが昔時は歩道. 車道の整理無〈

梢込みも ＱＡＡｾ かっ ＱＺ ので交通が無秩序に陥り非常に困難し＿このであっ＿こが研究の結果幾度か

整王mの方式を改められた :後現在の欣態に落付いにのである。然し整理はされても矢張り 既

過ぎて横切るのに悶慨を感す・る! { } ¥態である。京都騨前も米fごめま b 自動車が多〈ないから

現在では左穏困難は感せ' られないりれどもやがては l吃度交通地械を現出しさうな院さでめ

る。

牒前の庚いのは都市美から言って叢要なことである。幸ひ我園の都市の騨に於ては大間

相営 な大いきの殿場があって 、騨の建築が其都市の代表的な建築のーとして異形を欽つて

ゐるのと柘伐って此腕場は都市の交通の中心であると同時にまた美観の中心を形成してゐ

るのである。此傾向はヨ ーロ ツパ大開株にド イツ に於て優れてゐるやうに見える o n荷揚{ t >

全〈公闘風とし芝生や栴込としにもの さへよく あるのである。 其の最も幸子しいものはライ

プチツヒの騨であらう。此牒は附洲最大の酵の一つであるが其前面には宏大なる成場があ

りこの庚場へは 11 の筒路が沌ぎ込み電車線は 9 方面から集ってゐる 此の庚場の前l師に

細いて芝生と梢込 の遊間 地 があり 、 ｾめに騨前蹟場の美観から 言 へば申し分無しであるげ

れども之が窮め一般の建築物が直媛殿場に顔を出して居 らぬの で、市の中央に在る牒とし

てのlUJ の前費電力: 失はれてゐるやうに思はれるのは遺憾である 。此黙我が東京轄のやうに成

場の周聞は高居建築で i欧各かれて中央街路を遥かに宮破前成場と相劃してゐるのは遊L' 効

果的である。庚場周囲の高居建築も米 ＱｾＧ 未完成の所があり Ｎ 今の ところオフィスピルヂン

グのみであ るけれども之がホテ 11 - 有り百貨庖有りと云つに具合に 、町の活策其ものを展開

させにならば雷に政行者にとって便利であるばかりではな〈ま 1: 活集める庚場の美観上百

パーセント の効果がある ＱｾＧ らう と思ふ。

IJ 、者11舎の騨は騨前を遊園地風に扱ふ事も面白いと思ふ。殊に遊覧地 、温泉地、避暑地な
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アイテテ' ノ， 7 イ ア ベ/ ' : : / ノι パ エ ア 際 三方選絡に して大きな氏場を有せず最新

どの騨前は騨を 11' . て直ちに 武 燥 の 椋本

共土地の策分を l米はしむる

意味に於て遊園地風にする

ことは遊ピ効民的であらう

之は我関に於ては共例に之

しいのであるが奈良 日光

とか雌合と云ったやうな所

は牒を rhl るや否や直ちに遊

覧気分に後せしなる意味に

於て騨前計撃の樹て也しが

めりと すれば必十考へ なけ

ればならない事でめると思

ふ。

ドイツあ? こりでは此効果

を狙つ? こも のが 可 f，J_b 諮問

に在る。例へば相嘗な i liで

は ダノL ムシタツト騨とか/ l j

令のIl IJ でオノL デンブノL グと

がJ t 著しいも ので .){他:JtI iふ

五つ仁抜ひ の ものが随分め

るのである。アメ リカで昔日

市の中央の騨で公園風のR管

場金持ってゐる唯一のもの

は ワ シン トンユニオ ンで、

ミ ラ ノ セ ン ト ラノL 際 紀念i l l ' 匙物的な建築に封 L Il 賢場 も 亦 宏 大 。 自 動 車 11 南似IJ

官'I 大 入 口か ら 入 りj f 而 より 出る

省画雌畠

シ Y シ ナ テ ー ユ = オ ン 隊 司f の 紛 l亡在り 、前回は芝生、噴水、植込ありて金〈

公 劇化す

3l 則
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テ イプ チ ツ ヒ際

之は瞬 前の宏

大な公|荷風 な

腕 場 か ら がJ

800 米附って

議事堂 に相射

してゐ るが.

此謹一併に公

闘風で恰も公

園の中の騨と

云ふやうな感

じがあっ てア

メリカ では寧

ろ異例に属す

るのであ る。アメ リカでは然 し乍ら中都市 に於 て111] 端 れの家屋問符ならさ'る 所 に牒が新設

きる 〉場合が相嘗あって斯ふ云」、場合には思ふ存分騨前の公園化を 行ってゐる のであ る。

共例にして シンシナテーユ ニオン騨或は リッ チモ ンドユ ニオン騨など其好例でめる 。

然し之 は小都市の場合或は市の端れに建つ躍に限らる〉のでゐって一般には市の中央に



ある騨庚壌の公国化は交通の中心?こること叉市の活祭の中心? こるこ主 主雨立 しないから考

へも のである 。

瞬前の康場は四方八方から主主に集中し来る交通機関と騨との連絡の矯めに使はる〉もの

であるが夫れは路面電車、自動車、乗合自動車の三つである o

路面電車は勝本屋前間近〈走らせるのは歩行者及び自動車の邪魔になるので一般に騨本

屋から自動車の護活壌と駐車場 とを隔 て電車線が敷か れて あ ト 本 屋 への出入に多少遠 〈

て不便はあっ ても 致し方無 しとしてゐる。 そして歩道を東京酵のやうに騨の出入口から電

車停留場近〈まで突出せ しめて共聞の蓮絡を闘ってゐるのである 3

アメリカの中都市の騨で電車線を騨本屋前面に接近させにもの或は本屋前面地下室にま

で導いて此虞に停留場を設りにものも二三あ り叉大騨でもワシン トンユニオンのやう iこ電

車線を本屋前歩道に沿ふて設け? こ例もあるげれども路面電車が今日のやうに勢カを失って

ゐる 時代に於て は之を徐 りに重要視する必要は無い。 自動車の邪魔をしないやうに本屋前

から少し離す方が得策である。

次に乗合パスであるが近来我閣では大都市ばかりではな〈都市附近の騨. 遊覧地、 温泉

地、等至る所の騨に於て各方面行のパス が 集 れ 叉 騨 相 互 間の連絡の矯め のパスもあり 、

近来非常な勢で時前庚場を占領するやうになってきに のであ るが其大さから云つでも蓮轄

の自由さから云つ でも電車と乗用 自動車 との中聞をゆ 〈も のであるが電車が既に過去のも

のであり乗用自動車を未 ｲ ｾＧ 我 閣ではアメ リカ の 如〈大衆化しない今日では此のパスが急Ｚ激

に強達しにのも無理のない ことで、之れが矯めに庚場の蝋張を? 官余儀な 〈 せ ら れ に も の が

2，3 に留まらぬのである。

此パスの抜ひかにも近来アメリカ 、イギ リスあたりではパス fごりの停車場としてパスタ

ーミナ; L - 1:云 ふものが出来てゐるが斯様なものは無論屋内に乗降携があるげれども 、銭道

瞬前のパスの連絡としては一般都市に於ては矢張り電車並みに扱ふほか仕方が無いやう tこ

考ーへられる。即ち本屋の出入口附近に徐 b接近せしめす・東京騨に於りる如〈本屋とは離れ

た庚場の一角に駐車場粂乗降場を設げるほかないのである。東京騨では乗車口と丸ピル主

の中間に在るパスの駐車場は東京市営自動車 11 系統のもの 200蓋が集散し約 2 分間隔に

謹輔されてゐる現在一般の騨ではパスが今日のやうに激増する以、前に出来7こも のが多いの

でパスとの連絡に就いて根本的に考へて計聾され? こも のは無いりれども理想的にパス連絡

を考慮し て騨を 建てるとしたならば轄の側面に一つの蹟昔話ｾ設Ｈｲｪ此所をパス専用の蔚場 と

し騨の出入口を此方商にも聞いてゐるならば理想的ではないかと思ふ o アメリカで近来出

来 fこ騨でパスを本屋前地下室に導い て乗降場を設げに例もあるげれど も一般に は東京騨で

やっ てゐるやうに扱ってゐる r.: けである 。

数多の パス の占める ?ごりの大 いき の地下室若 〈は連絡上家を建てるといふことは甚fごし

3 3  X I  



X I  34  

〈大袈裟になって夫程までの必要もないで あ らう。

然し乍ら我闘の騨で交通 の重要 な役割をな して ゐる パスに劃 しで もう少 し根本的に本屋

への出入に劃しパス の抜方に ついて考へて み る必要があるやうに 思はれ る。

中都市以下の騨で騨前交通が険 り激し 〈ない所で タキシ { の扱の少い所で H' ，入のJji (千干の

大部分が此のパスを利用する や うな所 ではパス の舟めに本屋前而に於 て連絡の上家を設げ

此鹿でパス の 乗降 を する の が理想的で ある 。 例 へ ば 小川 原 騨 の ｾ ［ 行線行 ノ く ス 、 出 ｩ 川 瞬 の 伊呑

保共他温泉行パス等此虞で降 りる人の大部分はパス を利用する 人であるから斯様な所で乗

降の矯めに本屋の前面若〈は側面に上家主? 設げてゐるのは営を得? こ抜方である 己

我閣ではパスがこれか ら終来主主々 殖へて行〈と思はれるから パス乗降場の位置を牒 前成

場の交通に劃して狛よ〈研究する の官余地があらうと考へ られる。

次に都市の躍に於て最も問題になる のは乗用自動車の扱で ある。 今現在 あ る協の大多数

は共開設蛍時は自動車の扱を考慮しての旗揚では な 〈騨前には蹟場あるべしとい ふ概念の

下に庚場を設げたも の と推察される のであるが今日自動車が捕え て此成携は有効になi) JJ を

護揮してゐるのである。

自動車の到著、出費は一般に騨出入口前面に 於て扱ってゐるのが普通で ある。アメリカ

では騨の側面の自動車の乗車専用 の成場 を設け た所も あるげれど も一般の 出口 のほか に自

動車乗車の矯めの 出口を設げるといふこと は放客の意に無理を生じて有効ではな いやうで

ある。必一般の 出入口附近で自動車も 扱ふべきで ある 。 そして出口即ち自動車来場附近に

蹟携の交遁を妨げない部分に 駐車場 を設け ること が必要である 。

東京躍本年 8 月 9 日の乗車口諸車乗入調の統計をみ ると 一 日の韮1肢は

乗用自動車 6，172 自 縛 草 1，234  

ト ラ ッ ク 166 人 力 車 13 

オ{ トパイ 98 合 計 7，698  

荷 車
15 

とい ふ大き い敢字を示してゐる。

東京騨前の駐車場に駐車するグク シ Ｍ ｾ 数は 普通 刊誌 程で之の 乗 用 回数 は一 日平均

1500 回最大 2500 回に達してゐる 3 自家用 自動車の駐車は東京l路では乗車 口の前面腕場 を

嘗ててゐるが大都市になると之も 相営な問題 となってゐるやうである。

以上の や うに庚場の必要は要す るに電車 、パス、 自動車の乗降 . 駐車の矯め と云ふ こと

が出来る のである が共の乗降fごりの矯めなら ばさ して場所 も要らな い。主 として駐車の馬

めに療し、場所が要る のであるロ然 らば斯等を地下に入れる 工夫は無し、か とい ふ事 になるが

電車とパスとは其大いさと 謹樽の 不 自 ｆ ｲｾ な る 閥係 上地下 に入れる こと は困 純 であ る 。パ ス

は蓮時時分を コントロ ールして騨前に一時に多数駐車せ しめないや うにすることも可能で

あらう 。自動等Tごりはどうしても駐車場が無〈て はな らな し、。



自動車の護著場を? 牒の地下に設り、道路から坂路で降ってゐ るも ので最 もよ〈工夫 を麗

らされてゐるのはア メリカ のニ ユ{ ヨ ークペ ンシルパ= ア騨、シカゴユニオ ン騨であって

斯等は市の中央に在ト全〈牒前肢場といふものが無し道路から坂路で降り 込み、待合

室叉は騨庚聞の側面に接してゐるところに張幸子場が設げられてゐる。前者は駐車場が無い

矯めに此の 地下 坂路は恰も道路と等し 〈 始終流しタクシ ー が列をｾ して 坂 路 を昇降 して ゐ

るAA態で 、之が歩道 と交叉する所は非常に危険で困っ てゐるやうであるが之よ b後れて出

来? こシ カゴユ ニオンの方は地下に駐車場があって此献陥を救ってゐ る。

まにも う一つのエユ ーヨークの大騨グランドセン トラルは 2 階に嘗 る高 さに 本屋周囲に

道路があり 1 階 と2 階とで自動率の乗降を矯し、之 も居管場 といふものが 少しも 無 〈市中 の

ー ピル デングに異らす四周は ｩ 捺り幅威からぬ道路がまわってゐる ｴ ｾ け で ある 。 此 外 ニュ ー

ヨーク市中及ぴシカゴ市中の五つ六つの中韓は執れも全〈庚場 といふものを猷い てゐて、

我 k が大きな蹟場のある暁のみを見て騨に旗揚は附事物の如〈 考へて ゐる目からみる と甚

ｴｾ 奇異に感せずらる〉のであるロけれどもアメ リ カの大都市のやう に タ キ シ ｻ が始格 岡 市に

動いてゐる場合はこれで不便は感ぜられないのである。

斯様な庚場の無い騨では不便どころか牒に出入するのは全〈ピルデング若〈はデパ ート

ｬ こ Ｑ ＱＧＮ入するの感じに等し〈甚 ｴｾ 気安〈思はれて躍の康場の立祇さなど とい ふものが恰も昔

の遺物の 釘1( . 思はれてならないのである 。

であるから大都市の中に隣を設げるならば自動車の護著場 と 駐車場 さへ地下に 設げる ｴ ｾ

げの建築費 さへ許されるならば慌場の無いに越 しに こと はな いのである。

例へば東京際から ｾｈ て直ちに銀座通位の道路を一つへ ｔ ご てて 直ち に丸ピル なりデ パート

なり八飛び込めるならば想像する ｴｾＧ けでも愉快である 。

公園風の康場は交通の中 心? こる騨前に求むべきではな い。等ろ交通の 中心をはづれに他

の所に求むべきではないか。迎想としては自動車の放を全〈地下に 入れて騨前庚場智無〈

することである 。然し乍ら之には相堂大きな建築費を伴ふことであるから我閣では仲々急:

に質現しさうもない。

上野騨前庚場は地形の腕j係もあるけれども自動車の乗降場を本屋E 面上下に重ねたのは

騨の出入 lこは大いに便利であるげれども既場を上下二段に 2 分するとし 、ふ こ とは騨と共向

側との総を切ること〉なり腕場は淋れる結果となって庚場の繁華といふ こと から云へば有

難〈ない こと である。

東京騨前の交通が約四年位前から問題になってからといふものは地下道が騨1:11入円と

共封岸との聞に幾度か計霊され、腕場横断の人を此鹿を通すことによって幾分でも交通酬

を救はふといふのであるが . 之が地下街でもあれば相営通行人もあるであらうりれども nj主

の地下道fごりとすればどれ? ごりの人が階段を上 b下りして地下道を使っ て 〈れるかは 、全

〈疑問と言はぎるを得なし、。騨前の交通摘を救ム上に於ても庚場が無〈街路丈げならば交

通の経理 とい ふものが甚だ簡単になるのである。

35 剖



欧 米 に 於 け る 停 車 場 本 屋 の魂 況

刀t 田
三ミ・

J l ! J 、 ｾ ￟＠

民主米主 とし て米岡及び濁逸のイタ車場本屋の紋況を主u くるに先ち米間及び欧訓'1に於りる交

通殻遠の歴史を考ふるに甚し 〈相異の駄があると思はれる。米園は建国以来未亡日 浅く 1，¥次

沙Hの諸固に比 し歴 史の若い園であるが非常に天然の富孤に: . r a : まれて居る事は肱百十| 諸園の比

でないが此の富源は成大なる T百校He有す る米閣の全土 に及んで居るのでな 〈日本に泣 い西

部 沿岸地方 . 東部五大淵の附ー近及び東部海岸地方に のみ限 られ雨地方 中間の大部分は砂淡

叉は此れに 類する 不毛の地が多 いのである 3 建圏直後に於ては 、此の遠隔の雨地方の交通

は宗教のプJ により主として宣教r : i 1iの指導によって作られ1=道路を乗馬に依り除商をなして

往復して居つにが . 後世銀むの敷設さるの以前迄は馬車を使用 して居つに事は周知の事賓

である。営時に於て! t J i様な遺脱 却iの砂漠の中の旅行は決して容易な事でなかっ? こであろう

陥洲に於て は何れの闘 も相営に下; い脱皮を有 し. 加1之此等の 図 k の面積は何れも 比較的/J、

であるので共の交通距離も 米聞の例に 比 し叉極めてノl、でーあり数 日間を人跡t，{[ i なる砂漠中を

校行 するなど と云ふ事は峨洲では見られない所である。

狛叉1旅行者も概 して共の素質i : ' 異にし融洲に於げる旅行者の中には或程度迄観光寄託分が

めつ に事であろう ο 従って米関に於ては餓むを敷設するに首つでも可及的呆長匡聞 に此れ

を敷設 し最短時間に之れを放行し件る事に最善を量産し居るに針しは i1Hlこ於ては此等のみ に

ては満足 し難 〈共の附- 併設備をも 先備せしなる様努めて居つに のである。米園では良い餓

道線路を可及的 長 ｾ Ｎ ｊＺｩ離に及んで敷設しスビ ート の大なる ｘ 数 日 の汽 ｊ ｉｉｊｪ ｩￇ 行を愉快に箆し得

る様な列車を運博する事に のみ努力し J，!}る のに到しl吹かHl こ於ては更に 停車場本屋の女nき建

築及ぴ其他の附帯設備迄完備することを努めて居つに桟で ある。餓芭の 使命は侠答: 貨物の

轍迭にあるのであるから此の目 的に直接嗣係のない件・車場本屋の tn きものが米固に於て最

近迄重大視 されなかっ fこ事は理山のない事ではない. . ) 1. 05  A  ngel e5 や Ne w Y ork の市中

を電車線路と 同一卒! 日に敷設さ れに線路を歩行者や 自動車の智枝 する 中を貨助列車が踏を

鳴 らしな が ら走って居 る様は賢 lこ意外な感を起 させる のであ る。

米固 に於ける大都市の停車: 坂本屋にして見るべきものは何れ も最近約20年間の建築に依

るも のであ る。紐育市のペンシルパ ニア ‘ ステ{ シヨン ( Pennsylvani り は 大 正 10 年 (

西暦 1!121 年) 。グラン ドセントラル . ステ ー シヨン ( Grand cent r叫 ) は大i E 5 年( 1916 _

年〉。ク リー プラン ド ( Cl eavcland) の ニユオン . ター ミナル 、 ステ{ シヨン ( U nion  

T er mi naり は 昭如 5 年( 1930 年) 。シンシナチ - ( Ci ncinnati ) のユエオ ン. グーE ナル
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ステ ーツヨン ( Uni on T ermi nal ) は昭和 8 年 ( 1933 年〉の完成である。機調車並 に客貨

車の主f1きも の〉組合修繕工場の如き主なる大工場は何れも大正 7 8 年以後即世界大戦に

よる好況時代に建築 されにも のが多い。然るに欧洲に於ては主要なる大停車場本屋の多 〈

は何れも世界大戦以前の建築に係るものにして 、最近に於て建築されしものが極めて少い

のである 。然れども欧洲に於ては此の程の建築物に射しては既に銭道創始の頃 より相営の

往意が挑はれて居り 停車場本屋の建築に劃して既に 優越者なるの感があっ?こ 。特に澗逸の

鍛道は我が園に於けるが如〈図有にして潤逸鍛道者は各建物の大さ各室の大 き配置等を統

一、規裕化 し時代の趨勢要求に相隠しきも の として居った。伊太利 . 塊太利 . 亦同様であ

る。俳園の鍛道は私設三犬舎祉の経営によるものであるが 、将来園有となるべき約束 の下

に経管さる〉も ので図有鍛道と大義がな し、。従って欧洲各地の停車場本屋は何れも相闘聯

しに統一性を見出し件る のである。米閣の舗道に於ては約16の大合祉により 経営 さる〉も

ので此等の含祉によっ て建築さる 〉停車場本屋の如き全然統ーな〈此の黙に於ては見る べ

きものがなし、。世界大戦前後以降に於て現出し? こる大停車場本屋は此等の 多数の含祉が各

自適営 と考ふる一般建築家に依頼し建築されにものである。猶叉= ユオ ング 戸 ミナル舎枇

( Uni on  T er mi nal  Company)  なるものがクリ ーブラ ンド、 ( Cl ea vland)  ワシントン

( Washi ngt on) シシナチー ( Ci nci nnat i ) 等 lこ設立されユニオング { ミナル、 ステ { シヨ

ン、 を建築し此虎には数 合祉の鋪道線路: f t 導き共の列車の瑳着回数放客数貨物量等に 臆じ

て各鎖直舎前士より 料金を取って居るものがゐるが斯る齢社が停車場本塁を透る 時 も前者同

様に 一般建築家に依親し建築されて居る 。従って肱洲に於て見るが如 き統一し? こる賠を見

出 し得な いのであるが . 何れも市内の相営に 地聞の高き所に建築さ る〉関係上、狭l湿な る

敷地を巧に 利用し. 肱自例抑洲{十刊-/にl

でで-ある。

停車場本屋は共の 前商政ー場と共に其の計霊は共の都市の者11市計霊 と最も密接なる闘係を

有し大都市に於げるもの程其の闘係する 庭が大である。大停車場の建築は賓に共の都市の

性状を探究し現在及び将来に於ける主要降線道路の位置 、都市の交通機淵の欣況を究め共

の悶滑なる交通言十聾と相闘i院して計重しなりればならぬ。

叉大都市の中央に建築さる〉停車場 本屋は其の 必要なる各部分各室 をE互に卒面的に配置

する 事は其の敷地 を経済的 に使 用する上より考ふるも 、亦各部分相互事務の管掌を 簡車に

E 叉密綾ならしなる 上より 考ふるも不 利なる貼が多い。従っ て官臆並に曾祉が高居建築: f t

i量り立種的 、集図的に各部所 をー ケ所に集め共の事務の能率の向進を謀るが如 〈停車場本

屋に 於て も此れ を立鰭均に考慮し共の計量に従事する事は賦終殊に米園に於け る建築家の

努 力の焦誌である感がある。吹に調逃並に米閣に於ける賓例を掲げて見ゃう 。( 欧米に於ける

各娘道はスペイン、ポルトガル を除き 何れも 右側 jlIJ行で ある〉

狽逸に於げる停車場本屋のj診欣益に線路 との凋係は大韓次 ぎの 5 極 である。

3 7 加



第 1 種 停 車 場 本屋が線路に卒行 して共の 一方に あるも の

第 2 種 二つの線路群の中間 にあるも の

第 3 種 線路が地盤面 より 低所にある とき建物が此の線路上に橋梁を設り共の上部に配

置 され? こる の もの

第 4 種 融路が高架線なると き停車場本屋が此の線路下 に設げら れにるも の

第 5 種 終 端 躍 と し て 用 ゐら れ停車場本屋が蝕路の末端にあるも の

設計上特に注意 されて居 る事須は 1. 停車場本屋の正面康問に入つ に放容は直に 出札所

手荷物扱所、待合室、便所の女nきもの 〉位置を知り得る こと 2 . 出札所、手荷物J及川 、騨

員詰所の如きは右側 に待合室 、左側に配置すること 3 . 乗車客及び降車客がホーム tこ到る

には線路を横断せす・地下道又は袴線橋に依る こと、通路 には段数の少 き階段を避ける こと 、

4 . 放客通路 と貨助通路の平面交叉 を避〈ること 5 . 改築札口 の位置を考慮 し使用 人員の

敢を少〈 すること 等 である 。

制 38

第 1 種 停車場本屋の床面 と総路面 との闘係は同一卒商な るとき、 紘路が高架線なると

き、 及ぴ線路が本屋床面 b遥かに低 き主きと がある 。本屋より ホームに達する には第

1 の場合に於ては放客 、荷物共地下道に依 るのであるが地下道の床商より天井迄の高

さは 2.3 米乃至 2.5 米と 定めら れて居る 肱客は本屋より階段にて地下道に下 り再び

階段でホ ームに達 す るが荷物 が昇降機による 事は我が闘の例 と金〈同様である 。

第 Ｓ の場 合に於て は本屋 床面と同 一 水平床 面を 有する 袴ｴｊ ｾ 橋を設り階段 と 昇降機に

より放客及 び荷物をホ ームに至 らしむ。

乗車 客 と降 車客 と の 通路 ｾ 分 つ こと は混難を防 ぐ 事が 出 来る。第 フ 凶は 此 の目的の

矯め の配置 されたも のであるホ { ムより 降車客用地下道を経て本屋川口 に達する距離

を短からしめ此の通路は降車客にのみ使用せしむる目 的であっ?こ が、質際上には然ら

す乗車 口を利用する人も あるので此の目的は主主せら れない。狛叉此の配置にて は手小

荷取扱所は乗車客用 の改札 口 と降車客用の集札口と の中間 にある矯め、臥'洲に於て 行

はれつ〉ある特急:小荷物及び郵便物は直接外部より 受付げ る事が出来な い。 以上の女n

き理 由の矯めに今 日に於 ては此のプランが用ゐ られない。

第 6 圃はハンノーパー韓 ( Empf angsgebaude H 江nnover) の最初のプランである

放客用地下道 の数多 〈従っ て改築札 口を 3 ケ所も 必要 とし使用上不便 不経桝の黙が多

いので今 日では斯る 質例を見な い。 今 日に於て適用 されて居 るも のは第 8 闘及第 9 闘

に示すも のである。 敷地及び前面庚場の形j伏に感じ共の何れか Y 適用 されて居る 。放

客用地 下 道 の け Ｑｾ 大にし Ｑ ク 所 とし て 居 り 手 小 荷 物 故 所 は 右 端 に 配置 さ れた の で 直接

外部からの連絡も よいと 云ふことである 。

第 8 圃叉は第 9 圃の何れを適用す るとしても 線路 より 6. 00 米後退せ しめて居る

6.00 米 と云ふ数字は汽車の振動を建物に直接及ぼさ ない矯めにも 本屋の一部が線路方



面から光線を採るにも最も経済的な距離 ｲｾ と云ふ こと であ る 。

乗車客は 中央成問より 右側に あ る出札口にて切符を買ひ 、手荷物扱所に て手荷物を

渡して後改札口 を経てホ ームへ直接出るか或は待合室 に入る のである 。放客が右側よ

り左ブJ にある待合室や便所へ行〈とき 到着して集札 口を通って来る降車客の流れと 庚

聞の中央で交叉する のであ るが集札口より来る降車答: の流れは 、既にこの 口を出るや

分散する ので、此の交叉は忍び得るものであり叉降車客が集札口を 出て手荷物渡所へ

行〈とき共の一部は乗車客と交叉する事があるが . 普通の場合に於て彼地では乗車客

は群を矯して改札口へ行かすから此の心配は無用fごと云ふ事である。特に注意すべき

事は小荷物の 出入 口は必子手小荷物扱所の前商の通路に限り使用し此の附近に乗用 自

動車の停滞する事を般禁して居る。

第 2 種 此の形式の ものに は標準型がない。第 1種に準践して計聾されて居る。

第 3 種 及 び 第 4 穂 、多 〈の場 合市街地の停車場本屋に用ゐ られる形式である。第 3 種の

室の配置は第 l 種に準擁するがハンプル ク停車場 ( Ha mburg Bahnhof) 第 1 6闘、

第 1 7 闘が共の槙準型である。乗車側には庚聞の外に切符賀場. 手小荷物扱所、降 車

側には粛聞 の外に手荷物一時預所及び手小荷物渡所がある 。改築札口 の位置は乗換の

場合に便なる棋に配置されて居る 。

第 4 種は高架線下に設りられて居る。降車客は可及的短い通路で . 外へ出られる様

にして居 る。第 1 8 闘第 1 9 闘に 示す ベル リン、フリードリ ツヒ街停車場は 、共の一

例である。

第 5 種此の型による ものは線路の終端に配置さる〉矯め に列車の運時 . 操作上よ り

考ふれば不便なれども 都市繁華の 中心地近〈に設〈る事が 出来 るので都市としては望

ましき形式で ある。線路面は 1 階床面と同一なることも あ り或は高架式なる事或は地

下 なる事等あれども調逸に於ては地下なる 例がない。地桜面よ り高い場合が多い犠で

ある。第 2 0 闘は共の標準型を示す 。主要入口は l 階の右側大なる奥行を有する E疑問

の正面にある。此の蹟聞の片側叉は雨側 に出札口 がある。主要出口は左端に あっ て 2

階の集札口より建物外に簡単に 出る 事が出来る。以上出入口 の中間に手小荷物扱所が

ある。入 口の庚聞 に近い庭に手荷物受付所があり 手荷物渡所及一時預り携は出口に近

い鹿にある . 乎小荷物は直に後方線路下に運搬され昇降機でホームに出るのである 。

放客E 面入口を入り H'，札口にて切符そ買ひ手荷物扱所 にて荷物を托し正面階段に上れ

ば正面は改札 口でめる。此の改札口 の正面即本屋前側の 2 階の部分は待合室である 。

伊太利ミラノ の騨、及び東京の上野騨は此の型を努髭fこらしめる のであ る。

米閣に於ける最近の大停車場本屋は前記の通 り必要なる各部分を立樟的に配置するの外

混雑の原因のーとなる本屋の歩行族客の出入口 、自動車による放客の出入 口の小荷物運搬

自動車出入 口を夫 々分離して配置する事に努めて居る 。
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X I  4 0  

グラン下セントラ) ! - ・ステーシヨン ( Gr and C entr al  S tati on)  

紐育市の中央最 も繁華雑杯の場所にあり ニユ{ ヨ{ クセ ン トラ) ¥. 鎖道合世に依 って建築せ

られ? こるも の此の合祉経営の鎖道線路の外に他の二三舎祉の鎖道を 此に導 いて居 る。各線

路は紐育の 中心地 迄地下級に て来り此の停車場本屋下にて 2 厨のル ープを描いて居る 。上

方の線路は急; 行列車用、 下方の総路は郊外列車mのものであ る。放客は下方線路商にある

コン コース よ り直に {i : i ' i 剣道で市内 の地下線道を用 ゐる事が 出来る。此の 2 厨 の線路のあ る

よカの床には手小荷物室あり 、此の} i J f に来る手小荷物は此の雨 ftli Jの 口より集散する 。上 ) j

帝京路の床と略床 ｉ 色 ｩ ｾ 同じうする防間あり 、 歩行 ｊａｾ 容は此の正商の ＱＭＱＧ，入 口 即 前面の橋梁下及

び下方地 下鍛道 口より tl'，入する自動車による放客は此の成間雨側の出入 11 より1- 1 '，入す上IU=L

口は此の蹟聞の周回に散布して知る。( 第 21園乃至第 24 園参照〉

ペンシ) ! - パ二ア ・ステー シヨン ( Pcnnsyl vani a)

此の建物 は又前者と 同 じ〈納育の 中央にあり 、ハド ソン何¥. Hu dson) の水中地下 をT ubc

lこて越 えて来?ニ ペ ンシルパニア矧迫 の終端瞬である 。ペンシ ルパェア餓道合枇 iこよって建

築されたものであるが他の二舎祉経後の鎖道 も此虎を終端暁として尻ーる。鎮道総路は第 2

土也階。にあり 、主要成11¥1及び手小荷物扱Niは第 i 地階 ③ にあるが主要庚聞に集る歩行放

容は三方の道路より階段を下って此彪に集り 地下鎖道を利用 して来つに ものは 前面五ぴ背

商にある固示の遁路によって集る。自動車を利用す る ものは雨側の自動車専用通路により

傾倒商を下って蹟聞の雨側即両側道路より来る般客の矯め に設りられに階段下の入 口より

入り氷るのである。 此の府間の周囲には切ね: 買; 場待合室 、手荷物以所があ る。前面第 1 :地

階 ⑤にある 小荷物室の荷物は建物正商雨端の何l剥[ 函を利 用 して入っ て来fニトラッ クに依

って集散されるのである。( 第25 国乃至第27 闘参照〉

クリーブランド ・ニユオン ・ターミナ) ! - .ステーシヨン ( C ! eaveland U nion  T er mi naり

クリー プランド市の中央ー繁華なる地に建築されて尻る 。ク リ{ プランド ・ユエオン・タ ーミ

ナ ) L 合計t によって建築されたもので鍛造替わ祉の線路に よる旅客貨物を牧容するものである

歩行旅客は前面入口よ Iり傾剣道により第 l 地階に相首する民間に来 るのであるが自動車 に

よる1jJ.¥客は左方の道路より 、傾斜遣により庚聞の左側に入り来り此庭の入 口より康聞に入

るのであ る小荷物 は布側の迫路より傾斜道で地下IJ、荷物室に歪り荷物を集散する鎖道線路

は第 地階 に相営する而を描走するので来車客は 中央府間よ り階段で 此のホ ームに下る の

であ る。( 第 28 圏乃至第 30 圏著書照〉

シンシナチー・ユニオン ・ターミナ) ! - ・ステージョン ( C inci nnati U nion  T er mi naり

ミンシ ナチーの中 心地に近〈 ユエオン ター ミナル合祉によって建築されに もので 7 舎祉の

鍛道を牧容 して照る 。 オハ イオ河 ( OhioIミiver) 及びミル クリ ーク河 ( Mi l l Creek Ri ver)  

の流域に近 く供7kの民 ある場所なるを 以 て線路面は最高洪水面を考慮、し 12 吹乃至 16 択

の 地 盛 ｾ 矯 しに 上 に 敷設 し建 物主要階の床面を秘 路 上 ＲＰ 吠 の位 置に 定め て 居 る 。停車 場



本屋として必要なる各室各部分は何れも此の階に設げられて居るが此の下階は自動車道並

に小荷物敏所 となって居 る。即波客用自動車 . パス 、及び小荷物運搬車は混雑を避〈る目的

で前記主要階の下J j の傾斜道にて入 らしめ此の部分に来1: 放客は階段叉は昇降機でJ 二部主

要階に運ばれ 、小荷物は此の後方にある 小荷物室 に蓮泌 され更に線路に直変 し其の下部に

設けられ此の部分に 及んで居る 地下道でホ ームに運似 される 。第31 !Il は此の本屋の{立世 、

第32 圃 は共の主要階の卒 l商を 第 33 国 は其の正面を示すも のであ る。

ミラノ ( 伊太利) ステーシヨン ( Mailand Bahnhof )  

伊太利政府により 1930 年に建築されたも ので欧洲に於げる最近に於げる唯一の大停車

場である。禍逸の出 5 種型に酷似し1: 形式によるも ので線路は高架式である。 IF. 面及ひず第

2 階庚聞 の雨析は主として放容の ilf 路で 疋面玄闘の繭側は手小荷物及び自動車にて来? こ放

客の出入 口である 。( 第34 園乃至第 38 圏参照〉

以上は欧米に於げ る停車場本屋の蹴況で あるが 、最近に於ける停車場本屋は興味ある計

聾が津 山 に行 はれて居る様である が 費 用 の 鮎で賓現され な いものが 多 い。」て 詑の 主ｦｉｾ大規

模の本屋は 此れ を直に我が聞に適用する事は費用 の貼で不可能であ らうと考へ られる ので

ある 。
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第 1 1 圃
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第 1 4 圃
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第 1 6 圃 ( 1) ・濁謹ハンブルグ鐸 3 等待合室断面園

第 1 7 園 ・濁逸ハンブ) 1，. グ躍の外視

二Ｍ通説 ｬｊ ｉｾ
第 1 6 園 ( 2 ) ・濁逸ハンブ) 1，. グ韓の平面圃
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第 18 圃・濁逸ベルリン ・フリードリツヒ街屡の卒面園

1 階 平 面 園

中 2 階 平 面 園

地 下 室
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遺( 1922年完成〉

第 1 9 圃 ( 2 )

濁逸ベルリン

フリードリツ

包荷揮の外観

( 1922年完成〉
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④ ⑤ 琢 平 吾 誌 ⑨ の な 手 骨 量h

⑨ 誌 平否b きも

第 21 園( 1  ) ・米国組育グランドセントラ) 1 - 襲の平面図
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第 2 3 園・米国組育グランドセントラ) ( . . 轄の縦断面圃 N  
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第 2 4 園 同グランドセントラ) 1 ，. 韓背面

去

の

凶

グランドセントラ) 1 ，. 韓正面



|

|

J

 

7

4

 

第 2 5 園 ・米国組育市内ペンシ) 1 ，. パ= ア韓の地階平面園
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② 一 ②

第 3 5 園 ・伊 太 利 ミ ラ ノ 韓 断 面 圃
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第 3 7 圃
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X I  6 6  

名 古

1 緒

屋

ー=-
<='  

停 車 場

坂

に 就 て

本 委員 ま住

名古屋市は中部日本に於り るini 業の中心地にして逐年般盛を極め、殊に峨tHI大戦後各相

工業は急: 激に勃興し . 放客の乗降 . 貨物の集散俄然激士舎 を来し 、爾来年 k 精力nの趨勢を辿

ってゐる。叉開東大長 災以来 東西都市と の各種取引も活出を呈し 、近時市勢の種展は益 k

顕著とな っ?こ。然るに名古屋騨は、明治 19年東海道線開通常時の創立に係る木造建築の ま

ま、 各 級開通毎に横 ［長せら れたるが、何れも 一時 的感急Ｚ 設 備 に 過ぎ争 、 之がｾ め に運総量

の激上位に伴ひ諸般設備の不完全は大i F . 時代 より改築の機運 を門誕生し、棋本的改良工事の施

行を必要とするに至った のである 。

一方 に於て名古屋餓道局臨合は餓道局創立以前より蓮輪 、保紘雨事務所臆合として永〈

使用しにものを 、地築に増築を重ね、 今 日に及び、腐何. 5!央隠 その極に達し . 一朝災事に

際して 、 その危険言十り知る べか らざろものあっ? こ っ此鹿に於て、臆合改築の議起 ト 衣の

三祭主? 得たのである。 即 ち

( A) 現位置に改築する 集。 ( B ) 新騨裏口附近地償低廉なる箇所に新築するの案。 ¥C )

騨本屋の階ょに合築するの集。などであって 、之が経済調布の結果 ( C) 笑 を採用する事と

なり 、騨本屋は即ち名鍛局合其他事務所を包含する一大総合建築として全 〈面白を一新す

る事になったのである。

2. 接 客 襲 の 型 式

従来の名古屋騨は放答貨物及び之れに仲ふ操車作業をな す普通一般の混合騨に過ぎなか

っ? このであるが 、今回の大改良工事に於て 、之れを放客騨 . 貨物騨、客車操車場 、貨物操

車場に分離設置せんとするもので 、此鹿には其中の放客騨のみに就いて の記事に留む。

枚客騨は現在の位置 より 少しく西北方即ち都市計重2- 1 0 間腕路の正面に隈本屋を移し . 騨

前R管場は約 1 禽 5 千平方米を擁する事となる。向西側に基本屋 を設りて表裏連絡に至便と

した z 騨の形式から云へば、東海道線、臨港繰に劃しては直通騨であ り、 閥西線. 中央線

に劃してF は、頭端騨である 。

メーンコンコ ース、待合室、乗車用改札所等は全 〈高架線下に仲ぴ . 高架線外の建築フ。

ロパーの部分と合せ考ふる時騨卒而型式とし ては所謂丁字型 といふを得ぺし米園カンサ

ス騨の丁字型に相似たる遇然の一致であって只 、待合室と乗降毎 との位置が上下輔倒しに



るに過ぎない。

3  乗 降 場

本屋側よ b見ると( 口 i檎第 3 闘参) ! ( o

東 海 道 線

延 長 250米

阪員 11米

3本

下り 3面

央

延 長 250米 上 P

中 線 1; 本

阪員 9. 8米 下り l 商

延 長 250米 上り 2面 }

関 西 線 i  2本

町員 9.8米 下り 2面)

但し堂分は東淘道線 2 本、 闘回線 1 ;本とす。

乗降場の長さ。東海道総急; 直行列車は概ね l 4酬編成を標準とし . 閥西線. 中央掠は 8 ifqq.j編

成な るも 、季節 による 長大 の臨時列車及東京鳥羽聞の直通列車等を 考癒して 、何れ も 2，'>0

米とした

幅員。東海道綿はホ ームの雨側に列車のあ る場合を考へて 、降車客に針しでは 8 米 、乗

車各: に射して 3 米とし 、計11米とした。闘西 、中央雨棋は終端騨なる と且手小荷物ホ ーム

を特設せぎる矯め 8 米 とし、手小荷物運搬の矯め l 米 8 を加lへて日米 8 とした 。

4.  t也 下 遁

( イ) 乗降地下道( 口給第 4 闘参mo

乗車容と降車客とは完全に分離して 、混雑を避 〈るを要するを 以って 、スラブ式高架の

両端に、 采 I.!f 客用 、降車客用の地下道を設置した。その幅員各 7 米 3 、 高 さ2 米 7 { e有す

る 然して此の最大通行人員 は乗車通路に f. j し1 日平均 25. 7! J l 人 、 繁忙期には 36.UOO 人

と推定し て設計ーした 。現在混雑時には一時間の通行客は一日中 の 2 0 % に首るを 以 て、混

雑時一時間 の通行人員 7. 200 人となる 。

( ロ) 特別地下道( 口 i倫第 4 闘参照)

貴賓の乗降せらること多きを以って乗車地下道の南寄に幅員 5 米 5、 高 さ2 米 7 の特別

通路を設〈る事にしに。倫此地下道は l週間客の特別扱ひ用にも使用出来 るものである。

( ハ) 手小荷物及郵便地下道口紬第 4 闘参院り

手ノl、荷物地下道は各乗降場の北寄に表基本屋手小荷物故所に通 じ、郵 便地下道は共外 flW

に騨前中央郵便局に通す' る筈で 、蓬搬車の行蓮を考慮し幅員 4 米 6、 高 さ2 米 4 の通 路 と

なる。

5. 騒 本 屋 工 事 概 要

騨本屋は地階付 6 階建、織骨餓筋コンク リ{ ト 遣であっ て、 1 階及地階の一部を騨務閥
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係諸室に充営し， 2 階以上は織道局 、運搬、 保I協事務所などに充賞するものである 口

敷地面積 約 8. 300 卒方 米

建築面積

本 屋 建商積 7.672 卒方米

延 面 積 35. 832 平方米

内課 地階 8. 042 卒方米

l 階 7. 672 平方米

/ 中 2 階1
2 階( .;: ［｟ ｾＢＧＭ )5.182 平方米

¥を合む/

3 階 4.546 卒方米

4 階 4. 546 卒方米

米

米

方

方

卒

卒

L

u

o

υ

 

d

守

口

ヲ

民

以

内
乙

d

サ

'
A

¥

l

g

/

 

を階

む

同

四

合

〆

'
z
，
、

、

階

階

只

u

r

o

高架線下 7.923 卒 方 米

附層家 2. 828 平方米

衆院海上家 12. 248 平方米

軒高 地般上中央正面 6 階建部分のパラペット上端迄 27. 8 米

5 階建部分のパラペッ ト上端迄 21.3 米

建物用途

飽 階 印刷所、 電気室、緩房汽纏室 、日目l倶i室、後翁: 食堂調理室、浴室 、倉庫 、省用品扱室 、疎手

荷物保管室、 自動車庫鋒

1 階 出札室、手小荷物故室、主長谷食堂、隊長室、総合議室、其他線側係諸A 室、j ' 4: j 霊祭 、総会玄

閥、ツ - y ストピユ ーロー 毒事

2 階 際会事務室、認信所

3 階 ー局長室、隣会事務室 、第一合議室

4  ｾ皆総 会事 務 室

5 階 聡合事務案、職員食堂、聞書室、衛生試験所、篤長室

6 階 大合議室、無冠室

高架線下 各等待合皇室、. . 庄、苦駆使局 、 メー y コ y コー ス
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地 下 銭 道 車 場停

伊
夫藤 来日

脱近者 ｾｉ 市の念激な護主主につれ、人口の増 加、市 城の横張 、 郊外住宅地 の設展等は 必然的

に都市の高速度交通機関を必要とするに至つ に。此の事 に就 ては「建築 とi社合」第 l 6輯第

9 蹴に「都市の交通施設J として述べ? こ事があるので此所には重ねて述べる事は省111告する

が、l E6il 年始め て倫教に於て 4. 8 粁 飴の地下鍛道が出現 して以来各都市に於て続 々建設さ

れ今 日では人 口 200 蔦以上の都市中高速錨道を有せざるも のは 上海のみ と云ふ有機である

向人口 200 ｾＶＧｊ［以下の都市に於 て もフヰラデルフイヤ 、 ポス ト ン 、 ハンプルグ 、 マド リ ツド 、

バル セロナ 主 宰は夫 ｫ 純梓な高速 餓道を 有し、 又郊 外 電鍛が地 下 鉄道 と して都市中ｾ と まで 入

って居るものは十指を屈する有様である。我が閣に於 て も東京. 大阪の雨市は夫 k 純粋な

都市高速度交通機闘としての地下鍛道を有し . 叉京都 、紳戸等も郊外電錨が地下級で市中

心部に乗り入れて居る。

以下少し〈地下餓迫停車場に就いて述べて見度い。

乗 降 場 の 配 置

先づ第ーに乗降場の配置に就いて考へて見る。平面的に見て乗降場は J島式 と劉向式と の

2 開に分類出来る。 劃 向式は最も簡単な形であっ て普通の復線軌道の雨側に夫 k t t 廊を有

するも のであり 、島式は復線軌道を停車場巨間に於て鏑げその 中間に歩廊を挟んにもので

ある。今雨者の利害を比較して見るに、劃向 のものは島式のものよりも少ないスペ ース

第 l  表 で済む利黙がある 。即ち島式の ものは停車場雨端に 於

て漏斗部を有し其れ丈在余分の構築をしなければな らぬ

叉蓮輔の黙から見ても 島式の ものは雨端に S カー ブ

が入る矯めに封向式の もの よりも多少の困難を供ふも

の と云へやう 。併 し一方に於て島式のものは 出札改札

等の設備が劃向式の場合の字分で慎み叉騨長の如きも

同一歩廊上で凡ての操業が出来、従って従業員経費乃

至諸設備費の黙で島式の方が優って居る。叉感じの上

から見て島式の方が優美であり E つ庚 k e 感せ' られる

事は勿論である 。向停車場に待避棋を要する場合の釘l

きものは島式の方が配棋の具合が良好である 。今建設

市 名 人 口

ユ ユ ー ヨ ー ク 6，930，0∞ 

東 京 5，486，000 

ロ γ  ド y  
4，397，OYJ  

へ- ノι y  
4，202，0∞ 

シ カ ゴ 3，376，α)() 

，、.  
p  

2，891，0∞ 

モ ｾ＠ : J  
ー 2，750，α)() I  

上 海 2，674，α)() 

大 阪 2，654，∞o  

プ エ ノ ス ア イ レ ス 2，153，∞o  
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費の黙を別とすれば都市の高速畿道停車場 としては島式の 方が趨営ではな からうか と思は

れる 。若し凡てを島式にしないまでも少な〈も主要な停車場又は 少な〈も三ツ目乃歪凶 ツ

. - ｾ＠ 目位には島式停車場を配置する

コ仁

島 王足

七 十 閉 式 ;

W; 1 凶

l  

必要がありはしないかと考へら

れる。

次に乗楼停車4場の場合を考ふ

るに、歩廊の卒凶{ 式配置 、2 重

式及び交叉式の三 ツの場合が考

へ られる。 Z手商式 とは前述の島

式歩 廊 を二 ツ 並 べて其側に凹 ｲＺｪ ｾ

を配置し?こも ので最 も普通に用ひらる〉も のであ るo 11住此の場合特に注意 される事は各歩

廊別に劃する配 線方法である。 唯 ｾＭｉ こ乗替丈を＿考慮するならば ｉ 続税 の 雨械を ー ツの歩 Ａ 郎

の南側に配し 11 古}乙棋の雨線を他の歩廊の雨側に配しでも足り るのであるが 、之では乗答

する乗客の凡てが - k地下道及び階段によって歩廊を持へなりればならぬ o 今第21創 の如

〈一方の歩廊の両側に は I 枕線

及び 11 披棋の上り線を? 集め一

方の歩I廊tこは雨綿の下り秘主? 集

めるやうな配械にすれば、ヲ終答

容の大部分は地下道階段 にょっ

亡玉三:コ

菅生一 .. 1・温

平曲ｾ Ｎ ，笥t . ; ' t

第 2 凶

て歩廊を? 替へ る 事 な し 同 一歩足li 上で簡寧に乗替をする事が出来 るのである o 勿論か 〈の

如き 配線をする矯めには、 高速蹴道に於ては軌道の卒商交又は絶帽に避げなければなら ず主

闘係上停車場の前後に於て一方の軌道を勾配によって下げ他の軌道の下を潜って反劉側に

出さなげればならぬ事になる。之は建設費は非常に嵩むが都市の高速鉄道としては是非考

慮しなければならぬ o 分l町長停車場に 於ても同様の考慮が挑はれ閉 じやうな配綿が工夫 され

なげればならぬ口

然るに之等卒 商式配置は幅員が庚 〈なる闘係 からＡ神に蹟 い 道路或ひは厳場等ｾ有 する場

合でな いと施行上に困難を伴ふ場合が多い。共の矯めに道路幅員の狭い場合には二重式の

歩廊配置を用ふる事がある M 第

3 闘はか〈 の場合の配線を示す

ものである。此場合にも前述の

場合同横に 、同一方向に向ふ二

棋が夫 k 同一卒面の歩廊雨側に

配置されて采替に便ならしめ る

やうに設計されて居るのである

X' 70 
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更に 二つの路線が互 に直角 に

交叉するやうな来替停車場に於

ては十字式叉は丁字式の配置が

考へ られなければならぬ。第 4

闘は丁字式配置を示すもので 、

此の配置は従来普通に 用ひられ

て居る 形でーある。 而 して此の配
ぐ「 宮 王正

置によれば一方の歩廊から 他 の

歩廊へ移る には相等距離の地下

道階段をさ歩かなりればならぬ扶

ID 
4  ｬ ｩ［ ｾ＠

思!i がある。第5 闘 は 十字式配置

を示すもので 、之によれば一方

の歩廊から直筏階段又はエス カ

レーグーによって他の歩廊へ移

る事になり乗替に要する時聞を

非常に短かくする事が出来る 。

勿論停車場部分に於て 十文字に 第 5  闘

6rvndrls  mi l  dt.開 &l msl ei gen

霊 哩E ・2・dO ｾ＠ . . . .  

霊 唖Eト

U- B A HNHOF  A L E X A NDE RI' L A T Z  L えNGS SCHNI T T 1J N D  GR UN D R IS S E  

第 6 闘I 11白 林 ア レ キ サ シ ダ ー プラ ツツ 停 車 場

/  
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交叉する事であるから構造も複雑になり歩廊巾も 庚〈要す るので建設費は構tr が主要な乗

替停車場に於ては最近しばしば試みられて居る。

更に路線が二つ丈でな 〈三つ乃至四つ集まると云ふやうな場合には以上述べ? こ各種の配

置の組合せとなり非常に複雑なもの となるのである。第6 聞 はイ白林アレ キサンダ ー- プラ

ツツの最近に完成し? こ停車場で 、 此の庚場には従来伯林地下織の A 路線 D 路線の 2 本

が夫 k 並行して停車場を持って居札更に之等に直角に E 路線が設計されにものである。

而かも E 路線の停車場は将来更 にもう l 路線を牧察し得るやうに複 k 棋の配線を有する

から結局 4 路棋が集まつ? こ事となる。

乗 降 場 断 面 の 決 定

乗降場の断面の決定は地下停車場の形を決定する主要な一つの要素である。勿論之は停

車場の規模の大小によっても左右されるものであるが 、之 によって共の停車場の美醜が分

れる場合が多い。

最も多〈用ひられる形は単位式のも のである。即ち島式歩廊に於ては歩廊中央に . 針向

式に於ては線路の中聞に桂が設りら れ比較的低い天井を支へ? こ形のものである。此の形は

構築の各部材がIJ、さ〈て済み最 も経済的な形と云へやう。更に歩廊巾 の非常に庚いものに

於ては歩廊上に 2 本の粧を並べ? こも の もしばしば肘ひられる。紐育等の古い停車場に於て

は躍に経済的の意味から狭い歩廊の場合にも二本の佐を用ひられにものがあるが 、之は美

観上から見ても感心しにも のではな い。

然し乍 ら主要な停車場 、特に美観{ f 要する停車場等に於てはなるべ〈ならば飢柱式の構

造が望ましいものである。即ちアーチ型叉はラーメン式構造になるものである 。之は有柾

の ものに 比して各部の構造が大き 〈なり. 天井高 さも高〈工費は非常に高〈なるが見通し

の利〈融 、スケ ー} 1 . - の雄大な貼に於ては有桂式に優る事数段である。巴阜の地下錦、マ ド

リツド、パルセロナ の地下鍛等に於ては多〈ア ーチ型が用ひられ、伯林の新しい停車場に

於てはラ ーメン式のものがしばしば用ひられて居る 。

乗降歩廊の幅員は各停車場の乗降客: の多少によって定めらる可きものであるが 、普通少

な〈も封向式の歩廊に於ては けl 員 3 米以上 . 島式に於ては 6 *以上を要する。第 2 表は外

園に於げる諸例及ぴ東京. 大阪の場合{ f 示 しにも のである 。劉向式歩廊の場合には出入口

叉は階段附近に於て幅員を綴げて乗降客の混雑を緩和する方法もしばしば用ひ られ、島式

歩廊に於ても軌道を曲線にして中央で瞭〈雨端で狭い歩廊も度 k 見られる。向島式歩廊で

中央に階段が降りて来る場合には階段外側に歩廊縁で少な〈も i 米半の距離を置かなりれ

ばならぬ 。

X ' 7 2  

予定降携の天井高 さは中央桂の有 る場合には歩廊面上 3 米内外有れば用は 足 りる のであ る

が 、之で は唯でき へ地下停車場 として 陰管な ものを頭を押へられる やうな感 じを興へて盆



k 重苦しいも のにする恐れが ある 。少

な〈 も Ｔ 米以 上の天井高さカ［ｾまし い

無桂式の場合 には構法上自然高い天井

高 きが得られ 6 米乃至 7 米位 に主主する

が、之によって得 られる批大な感じは

地乍鍛停車場にして初めて見らる〉 も

のである。伯4本のへ) J . "マン ・プラツ ツ

瞬は十字交叉を有する停車場で構浩上

一方の線は充分な天井高さを得られ .

他方の棋は天井高さに極端な制限を受

けなげればならぬ。従って一方は天井

高き 7 米 20 となり 他方は 2 米80 しかな

い。かくの如〈極端に天井の低い場合

には天井 I師に梁形金現はきする、卒l ' 目な

天井市とする事によって多少車庫感そ

誠子る事を考慮する必要がある。

出札麗問の配置

芸大に出札積聞の配置に就いて考へて

見 1こい。最も附車 な形 として は、乗降

歩廊 と同一卒市{ に 附4・LJ 夜間を有するも

のであって之等は能地 下構造の地下織

に多〈用ひ られ 、叉中間の乗降客の比

較的少ない停車場に用 ひられる。 内有

するス ペースも少 な し 叉構築の掛盤

も禽〈最も建設費が廉い。併し此の型

は出札蹟聞に充分な成 きそ取る事が困

難であり、 叉烏式の場合には道路面上

で緑樹帯叉は アイラン ドが有る場合で

ないと困難である。 紛育地下鍛の普通

伯 林 タ ロ イ ツ ベ ノL グ停J f ' 場

ノ、 y プノL グ ili ク ロ ス F ーシユテル y 停: rp: 易

倫敦マノ ー ルハウ ス停 車 場

車騨には多〈前者が用ひら れ、伯林の南北棋の奮い部分には後者が用ひられて居る。

併し主要な停車 場 で出札庚聞に相嘗な庚さを要する場合には之ｾ中階に設りる場合が多

い。即ち乗降場歩廊から 階段によって中階に達し、此庭 に改札口及び出札室が設りられ、

更に此の中階から階段によって路面に出るものである。か〉る中階に於ては乗降場歩廊及
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ぴ軌道の全幅員に亘って中階を取り得るので出札室もゆっ〈り取られ、叉改札口も充分な

敏. : e設けられる便がある。最近の伯林の地下織では主に此の型が用ひられて居る。

一列車 の編成が Ｔ ｾＵ 輔迄 の場合には之等出札庚聞はーケ所でも足りるのであるが 、

Ｗｾ Ｘ 楠乃至 ＱＰ 輔編 成の列車が致想される場合には歩廊長さも ＱＸＰ 米乃至 ＲＰＰ 米に 濯し Ｎ ー

ヶ所の出札号疑問では一部 に偏する嫌がある。か〉る場合には中階は歩廊の雨端に夫 k ーケ

所叉は歩廊の中間に二ケ所、場合によって雨端及び中央とに三ケ所設げらる〉場合もある。

更に特に乗降客の筏集する停車場に於ては歩廊の全長に亙っ て中階が設げられる場合が

ある。此の場合には中階の随所に乗降歩廊へ降りる階段を設り得るので乗降客の混雑を防

ぎうる便利がある。

出 入 口 の 配 置

州入口 の配置に就いて考へて見るに、地下停車場が龍〈 且つ島式采降場配置を持つ場合

には必然的に道路中央に 安全地併を設りて之に け1なりればなら ぬ。イ11林地下鍛南北線の琶

い停事壌に於 ては多〈此の型が用ひちれて居る。然し之に よれば乗降客は道路面で激しい

自動車の流れを横切って出入口に主主しなげればならぬ不便がある o 之に劃して劃向式停車

場叉は中階庚聞を有する場合には出入口は直接又は地下道 lこ依って歩道に該げられる。現

在殆んど大部分の停車場に於ては此の型が用ひられて居る。肱抗の各都市に於ては歩道幅

が比較的廃し叉道路の各所に庚場が設けられであるので、此の歩道上に出入口を設〈る

場合も充分な幅員が得られ且つ歩道の効用を阻害する事が少ないのであるが . 米閣の諸都

市又は我閣の都市の如〈歩道巾の比較的淡い場合には充分な幅員がとれない場合が多い。

か〉る場合には出入口を二股にして幅員を字減するとか、或は道路の一部を嫌張して歩道

rl -， t ' 取撰げ此虚に出入口を設げる等の方法を講じなげればならぬ。向叉道路の交叉黙に於

て街角隅現が大き〈取られて居るやうな場合には此慢に中階蹟聞を設り隅努部令の歩足幅

を繍げて之に出入口を設ける事も考へられる。

f命数地下織に於ては従来出入円は調立の建築物を建て其の一部から地下八入るやうにし

にも のが多 いが、調立の建築物 を建てな 〈とも他の建築物の一部を借 りて地下織の /1"，入口

に宛てる場合もしばしば見受げられる。紐育のタ イムスースクエア の如きも出入口はグイ

ムス・ピルヂングの一部にあり 、新しいも のでは伯林の ネア ンダー 街の地 下銀出入口 の如

きがそれである。特に大百貨底とか大きな貸事務所建築 とか或ひは他の郊外電車の停車場

等の如きものがある場合には之等主タイアップして共の建物の一部に出入口を設りる事は

面白い試みであらうと思はれる。大阪に於ても心粛橋停車場南中階に 於て十合百貨庖の新

築に際し共の建物の一部に地下織の出入口を附属して設計し て貰つに例がある。

出 入 口 上 屋
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，-jI，入 1l _1: 屋には翠に 目安廻りに勾品目肢を廻らしに もの、屋根丈 を持 ち周囲は吹抜 さの もの

屋根及び側墜 を有する もの並び に樹立 し1: 一つの建築として建てられ?こも の 〉同種がある

雨の少ない地方 に於 ては勾椴'J ;t の出入 口でだ分であ るが . 間の多 い地方特に我が固 にj冷り

る釦I < 吹 き降りの激 しい所で は1+' ，来 る限り 屋根と壁とによって 完全 に風雨から保設 され

なりればならぬ 唯出入I l が狭い歩道上にIII る場合 に、 僚があ ると 街路の 見通 しを遮 りE

つ前京商応等の疋商を か 〈す怒れがあ るので、か〉る場合には屋根丈にして吹抜き に し1:

方が誼首である。倫敦に 於 ては従来から 地下餓出入 Il は直接歩道か ら出入するも のは少な

〈特別の建築物 を持って間入円 . Hf札艇場 . i臭気機械室等に宛て られて ゐる場合が多い o

m入口の形態 、意 匠は地下鍛の設計中最も霊要なも の 〉一つで あ る。即ち輩も夜 も遠 〈

か らよく 見え 、且つ附 近の建物其の他とはっきり匿別される や うなも のでなげればならぬ。

そして成る可 〈全線を通じて 同ーの形態意慌の もので統 一 しにいものであ る。凡てを同 一

形態に 1-1"，来な い まで も全開 の感じ意匠を統ーしてー11民で地下蹴出入 口と 感じ させ るや うな

ものでなり ればならぬ。

出入口に は叉各地地下餓 央k の桜識 がつりられて居 る。即ち 笠聞は上屋建物 によって認

めら れ、 夜間は標識燈によって遠 〈から 認めら れる や うにしなげればならぬ。出入口 廻り

に勾欄を 廻ら し1: 丈の ものに於 てはポスト又はポ ータ ルを設り 此の上 に標識を載せ ?こもの

が多い。 桜識は 成可〈簡単で・鮮明 な ものを意匠し且つj!_i:聞と 夜間とで感じ の異なるやうな

ものは好まし〈な し、。イ( 1林地下織 に於 ては主主青色の大 きな繭子I面に大 きく白< u 字を抜

き'-1' ，し1: ものを 怯識 として居るが各担の楳識 9' 最も迎怨的な ものと 云へやう 。

照 明 設 備

地下織迫' 停車場のHH明が 一般建築物の照明と特に 異 なる場1・は、地下鍛道に 於 ては笠 夜の

別な〈 常に電燈J ! 夜明によ らなげればならぬ里占で あ る。即 ち夜間に於 ては大差 ないが聾閣は

太陽光棋 によって直射 されて居る路面

から直接地下に入るに めに乗客が完全

に地下鎮の明るさになれる や うに特殊

の考慮が挑はれなければ なら ぬ。此の

矯めには路面か ら直接入 る階段地下道

地下道に続く 中階際問 、中階廃聞か ら

乗降毎 と云ふ風に三段位に分げて照度

を段々に減じて行〈必要があ るつ今各

園地下鎮の例を見るに次表の如〈であ

る。

照明の方式としては楳灯、直附グロ

自主 2  表

照度〈ル ック ス〉

都 市 名 廓 名

中 階 歩 廊

H a m!. mr g Stephan P I. 94 31  

Berlin N oller】dorf. 23 

L ondnll Pi ccc: di l l y Cir 54  14 

Ne w Y ork 2 1. 6  

Phi l adel phi a 23.8  

東 京 地 下 織 上 野 ー41. 4 49.4 

同 曾 門 24. 2 25.1 

大 阪 模 準 60 30 

各 閣 地 下 織 の 照 度

7 5 削



小梁式の場合( イ白林ウヰツテ y ベルグ際〉

ープ. ペンダ

ン ト式或は間

接照明等各原

が用ひられて

居るが . 楳 灯

は眼に 11剖軍全

感じやすいの

で成る可〈避

り? こいもので

ある。天井の

低い乗降場や

中階康問等に

於 ては天井に

直附 げのグロ

ープ、叉 は 直

附け の箱 型l照

明日器具が ll Jひ

られる場合が

多い。此の場

令に天井榊遣

が小梁式にな

って居ると電

灯の無い梁聞

に於て天井に

大梁式の揚合( i白林ベノレグ街際〉 陰を生十るが

之はH普い感じを輿へる。成る可 t 天井を 平版にするか. 梁があっても梁聞を大きく取り各

梁聞に電灯を置いて陰の出ないやうに注意する必要が ある。 更 に天井高 さが特に低い場合

には間後J ! ¥¥[ J 月法を用ひて之を 補ふ事も考慮きれなり ればな らぬ。ベ ルリン地下織のノレン

ドルフ地下騨及びヘ ルマンプラツツ の GN 線乗降場の如きは此の式を用ひて居 る。 ノレ

ンドルフ lこ於ては天井の中央部に取附けられに樋型金物が目立って徐り成功しにものとは

云へないが、 ヘルマンプラツツに於ては二列桂の梁型 に添ふ て設け られて居る篤めに非常

に感じ が良いd 倫敦 ピカデリ{ 紛lの最近 の延長線停車場に於 ては出札康問エスカレータ {

階段等 に霊祭んに間媛l照明を用ひ効果を拳げて居るが、経情的問題を別にすれば地下停車場

>C1 7 6.  



の)IH明方式とし て

は之が最も遁感し

?こも の と云へや う

アーチ型のや う

場に於てはベング

を明るい色に仕上

げて之から の

反射光線を合

せ利用する場

令がしば しば

ある 此の場

合床面への光

力分布叉は天

井か らの反射

を考慮して卒

1= い総具 を月l

ひ勝であるが

之は竣功間際

叉は硝子掃除

を した時 には

非常に明るい

が直き慶挨が

出札炭 Il日のlii 接照明 〈術教サウス ・ゲート廊〕

上面 に積って

天井からの反射を殆んど無〈してしまう 場合が多い。本ろ控長の務具を用ひて塵撲の積も

るのを 避り壁面からの反射を利用する方が良い やう に思はれる 大阪地下畿に於ても心粛

橋停車場には卒型を 用ひ たが梅田停車場 には竪型を用ひて見? こ。

換 気 設 備

地下車畿道に於ては自然換気による場令と機減的換気に頼る場合とがある。自然換祭の場

合には停車場前後の陸且部に排気孔を設り路面のア イラ ンド又は歩道 lこ鎮格子を絞め列車

のピス トンアクシヨン金利用して之から換気せしむるものであ る。紐育地下鍛道では主と

7 7  X I  



制 7 8

して此の方法にイ衣つにものが多い。ヨ ー ロツパ方面では気候の? 牲にもよる事であらうが換

気に就いては特別の設備はされて居。らない 唯倫敦地下織は非常に深い矯めに各停車場に

排気設備が設げら れシャフト を泊じて機械的に排気されるように設計されて居る。

我が閣に 於ては欧米の各都市とは 気候 !U、態が異なり非常に多1昇、高温な時期が多 い1=めに

自然換気のみに委せる事は不禿分であってどうしても機械的換気を併用する必要がある 。

大阪の地下鍛道に於ては各停車場に於て路面より空気を取入れ之を送風機にて乗降歩廊下

に吹込みダンパーを調節して歩廊全長 に均 一に空気を主主るやうに計査さ れ、一方排気の方

は各停車場中間隠道部に排気用途風機を設り之によって 一時間約 8 回の空気交換をなし得

る設備になって居る。

以上地下践活停車場の概略に就 いて述べ? こ向車IB部に亙って詳しく述べて見度いとは思ふ

もの 〉紙数にも制限めり且つ和1 I 部の紘では一般停車場建築と共通の鈷多〈重複する恐れも

あるので此所には省略する。

徳島市公 合堂建築設計図案懸賞募集規程要項

審 査 員

エｩｽｾ抑づ て i t  国 五

名古 ｾｮ 誌とヨ ｴ ま '  

工 業 梨 校
士. 屋 純

徳 μ T! i・長 jh主 岡 直 兵 衛

2、 賞
ノ墨¥ 

l 等 700凶 1 名 2 等 3' 川隆.1 1 名

3 等 200闘 l 名

前項の外等jj 佳作若干名を選ぴ賞金を授興することあるべし

這而 l 等に該賞するものなき場合は 2 等 2 名となす こと あるべし

3、 締 切 期 日

昭和 11年 1 月日目

4、 慮 募 f保件

徳島市公舎堂建築設計 μ 築懸賞募集脱税に撮る

際募せなとする者は位所、職業 、氏名を明記し

郵 務10銭封入の上昭和10年 11 月初 日迄に 徳島市

役所土木課長宛懸賞募集規程の認附方郵便 を以

て申込まるべ し

徳 島 市 役 所



大 阪 騨 前 都 市 計 量 事 業

に 就 き 技 術 的 一 考 察

本 団 長 衣

大 阪 韓 前 附 近

空 中 測 量 寓 質 圃
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イlデむには 一般に子、闘 11 力: 千{り :少、附症がある o ￯Ｋｩｽｾ の 総 Ｑ 隔を ｪｴｬｪ ＿ ［ ｾ［ Ｚ 似 伶 ｕＺ 云」 、 のでゐ り ま す

同織に者:1¥"rI i の: 交開口は騨であり騨F付近は件. 宅の玄附室 に相首する 。我/1 ｾ問 Ｈ［ｉｉ Ｍ ｉＡ ｩ の ｹ ，、ｼ持 ＱＱＱ

大中小都市共一般 に出会家式叉は農家に無理に近代的玄闘を地盤し7二税度で都市のぶ聞と

して何の計費設備共に誇り得るものは残念乍ら求め得ない のであります。

一口 に山師の玄闘主云ふ俗語がありますが斯うし1: 玄闘を目 ずーっ て立i反にすることを嫌

悪する民族的慣習から来 1: もの とも思はれないので t わりまして 、者1¥117' こは長 年の歴史がゐ

り各々特異性を持って近代の t n 事交通機関其他の者1¥市設備の程遠する以前叫に築閤的に稜

展 し都市 の形式を備へ ＱＺ ものであ る闘 係上換言すＧれば回令家式で充分 Ｑ ｾＧ つにものが近代都

市の玄関の必要を後から認め都市の中心は既に除土也が無いから 近郊で中 心に近い所を 1R除l

として其の設備をしにと云ふ場令が多い民力、とも考へられないでもない ので あります 。

理由 の詮議は 兎も角事前に計費Ｚｾ立て ｦ ｾ ｲＮ 置、設備等近 代 的考 祭を なし Ｑ こも のは皆 無 の ｪ 状

態であり同様の際史を終にであらう諸外聞に比し司ｾｻ然として居り共 の 設備に世 ｦ ご し く快〈

る慰が多い事は事賓であ っ て我が閤古 ｾｉ 市吉ｼ牽 Ｑ Ｚ 遺憾なる ｬｩ ｜ｪ 題として都市計 一 繋法理イ Ｏｩ 首ｼ侍よ

り之れが改普設備の改良方法につき研究せ られて居つ7このでありま す。

我が大大阪市の玄闘も御承知の女n¥残念乍ら御多 聞に もれす' の現I t ' ¥なのであ ります。

此庭で その恐由の説明 に代へて . 大阪の玄闘即ち騨前の経移を訟明しますれば 、営核地

附近は明治初年概ね問ｾｮｉであったものを明治 Ｗ 年 Ｕ 月大阪神戸聞 の 餓道建設と同時に梅田

騨が開設せられ、明治 10年 2 月 5 日京都大阪紳戸聞の鍛道全通 するに及び騨前地設として

運送f占簡易なる飲食庄等漸〈新設せられたるも の〉虫fI ¥明治36年第 5 団内園糊' t 博賢舎を

本市に開設せられ栴旧新道の開通を 見るに及び、次第に繁栄に赴草間後線路の延長増設に

作ひ奈々稜燥して大阪 の 咽喉を矯し、放合 Ｎ運送応は 軒ｾ連ね料理屈を初め飲食底其他凡

百の Ａ ｾ ｉｾ 庖は開設せられ 、と 大阪府志 に散見せ ら る〉より推定するも現在の騨前附近は ｬ 設近

新設機築せられに騨前及阪市中 阪急前街路並に前訳梅田新道以外は首時の回 1: 111の陛畔が改

修されにものであり其の宅地筈 ｉ ｊ は剖 ｾｦｬｩ 釦 の 己主 的に過ぎないｊＺ ｉ こ明治 ｾＲ 年 Ｘ 月初日 の北区

の大火にも焼失を菟がれ7こ矯め潟員の如〈雑然?こる 献態も営然の事と思考し得るのであり

ます。

此の現燃は 一日も 早〈なんとかせねばならぬ。騨合の改築諸設備の新設改良は勿論騨附

近地即ち玄閥室の改善は数年以前より力説せられまして営事者間の賓施研究となり漸〈去

る昭和 3 年 5 月22 日に第一言十聾と して街路の新設並旗築計蓑 と騨舎に卒行 なる新設街路の

爾側を建築敷地造成の篤地帯牧用すると云ふ言十聾が都市計霊事業として内閣の認可を得て

賓施せ らる〉事となったのであ b ますが. 其の後術研究の結果昭和 9 年 3 月30 日に更に進

んで前記街路計撃を一部費更すると共に地帯牧用案に替ふるに附近一帯そ都市計聾として

土地匡劃墜習をすること lこ鑓更計聾され一ヶ年を経過するも臨係者聞に於て組合設立の意

志表示が無かっ? こので事業は緊急: 事業でもあり一 ヶ年後の昭和10年 4 月22 r3 に内務大臣よ

81 X I  



( 1 ) 阪念 8 階より 其 の l 昭和 10. 6.  II ( 1) 阪忽: 8 階 よ り 其 の 2 ｉｉ ｦｾ 平 ｦｬ 10. 6.  II 

( 1 ) 阪念 8 階より :J主の 3 Ui'l和I 10. 6. 11 ( 1) 阪念 8 階より 其 の 4 IIs 平日 10. 6.  11 

X ' 8 2  

り本市に射し都市計聾事業として前記 :1: 地区制移引事業地行方を依命され1=ので本市役所| 人] に臨

時騨前整理事務所が新7こに設けられ去る 6 月29 日の市舎で事業珠算が決定し爾後一意専心附係法

規上の諸手績を進行すると共に他商現紙調査を? 開始し取散す第一施行部分である騨前街路繊築部

分 の移縛料及土地買牧債格 を稜表し目下折角闘係者と移騨並貰牧の協議中で あります。

大阪都市計聾事業大阪騨前土地底剖繋理施行規程及同設計警につき- . k 御設明致し? こ し、のであ

りますが限られに誌上で到底識し得ませんし事業の現況が右の次第で あ ります から今同は事業内

容殊に本事業の特異性即 ち一般都市計要望 と相違する紘等を 簡保的にあ げて説明するに. 11: : めて事業

の相営進行し 1=時期叉 は完了の時に再度の機舎を得まして 詳説す る考へであります。

先づ第一に本事業は既設主要市街地の 災害に起閃しない集間的整理改善を短期間に施行する

事で あ りま仁 、之れは我が園者I1市計聾叉は都市計撃事業 始まって以来の特異事業であり本事業の

成果如何は都市計書闘係者の夜間の的となっ て居るの であ ります。

第二には普通都市計撃として の 土地区制移限の持つ使命 叉は効県 j 、けトに特 に内務六回の依命 中

には都市計聾営時の設計方針を共催色合する 事になり ますので嘗時の設計 )J 針が阪域内の街路は

都市計霊事業 として決定し7こるも のに操る事及剖地は高居建築物の建築に遡悠せしむる様決定を



( 4) 大 1; 以際的百l 益上よリ狭間地悩を 望 む 共 1 UIl 利 10. 4. 22 ( 4) 大 阪 限時 計 益 1'. よ り整 王型地 l話を望む 共 2 PrJ 干fI 10. 4. 22 

品 陰口 J ｾ ｾ Ｎ ［，ＮＮ Ｎ＠ ｾ＠ ｾ ｖ＠

ＨＴ Ｉ 大阪 ｪ 照 時 ｾ［ｉＧｾ 1 : より整 flll 地 l長を" f f J . む其 3 II i'H'11  10. 4. 22 (  4) 大 阪 限時計袈ヒよ り整 理地 l長を望む 其 4 昭和 10. 4. 22 '  

要する事等の特異な黙が在るのでめります。

前記の鍋係上技術的に見て東京 の復興事業父は函館復興土地区制強迎の場合と相速する鮎は建

物其他工作物等の地上物件が建設後三十年前後の年齢に あること= 区域内建物及工作物は特殊の

もの以外は全部故地外に移築する事でありまして此の補償の嗣係が一般土地匡割整理が換地に修

轄をする場合に比し甚し〈相違するのでありまして各物件に就いても災害後建築 され? こも のに比

して現在償値が低下してゐるが移築費は割高となり向共の家屋内に最近に占有者の造作しに附加

工作二物があ るといふ椋な il k態で非常に被雑化して居 るのであります 、こ の欣態は 一般街路の鎖 築

。〉場令色 同様な のでありますが現在迄部分的で築l到的でなかっTこ閥係から ? 参;考と なるべ き段iN

上の法本的調術研究をされにも のが見営らない ので本事業の重大性を考慮し相営技術的考察υ) ム

とに 一定の基準を立てる必要を感じまして帝都復興計霊営時の調査其他の資料に基事相官研究考

慮しに衣第でゐりま すがそ の説明は後日遁営の時期に譲る事としまして更も角災害後の整理に比

し補償闘係が複雑とな る事は事貰であります。

次に高居建築敷地 としての主lJ 地の決定でありますが 、か〉る換地の設計方針の指示は今 回が初

め て ｶ あ りまして共の決定についてはｾ域内 各 動 ｬ 地 につき共 の 地慣 に劃する ー 宅地 ［Ａｾｊ 地 Ｉの 最大
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( 6) 阪示i J I 尾上より :Jtの 1 昭 和 10. 5. 24 ( 6) 阪市l' 鼠 上 よ P 共 の 2 ｉｉｾ 手 ｦｬ 10. 5. 24 

( 6) 以前l' 屋上より 共の 3 IIfl ;f u  10. 5.  Ｒｾ＠ ( 6) 阪市l' 片f 七よ リ 其 の 4 1Ii'4利 10. 5. 24

利用慣1直f 可及的 主樟 j l;_jにも ) に在る形欣 及び大さ とを研究する必要が め るのであ ります o J!1l ち共

の ｾｾｊ 地に建つ建物 の 大きさ高さ等により市街地 Ａ 建築防法民他 乃 法 ｬ 苑ヒ の 制 ＧｬｩｻもありＨ但し・ 法規 ｫ

の 市 ｉｈｊｻ Ｈ ま多〈最低 ［ ｬｩｩＡＺｾでも ゐって 肢も有幼 な る利用状態とは倒産する の で ありま すカリ他 ｬ 面同法に

掠り阪域内全般につき近〈主主築均の昆ー低限変営者E市計童 拘方高から決定されるとの事であり ます

が 、( こω場合は其の上l也J ) 弘憾に 闘する 制限 を? なし其の 市IJ恨の 如何により其の土地は勿論附近

帯 のf向長 にJ制する事になります以上前記制地に潤する例究事f民は建築防肢低限度決定の 全面 的主1'.

11¥ とはならすーとも前氾事 l頚を無制する事は出来ない凋 !系に あ り ・部 η 脱 出となるで あら うと思考

政 します ので) 共の決 定 )i日毎及理由等を参 考と して地方劫漂掌各地の形燃大きさ等を決定し街区

峻内整理'. i:麦其の位置 . 形状により 地 1貨に相嘗大なる高{ 誌を生十る事をも考慮 し. 之れがJ巣地位置

を決定 されねばならぬと思考 する次第で め ります 3

X )  84 

<j，;事業は 我が園長初の主要 市開地に1討する外科手術で現住の法規下に於ては伺賞困維なる献も

ゐ b事業の成巣立n(i可は斯 J草花開 の的となって居る事でありますから技術的 :こも i慎重に研究すべき

も のは 研究し此の難事業を ｦｧｾ 定通り完成し得ば幸必と思考ーする次第であります 。
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く7) 北消防署 展 t よ りま主将i也j泌を望 む J毛乃 l 昭 和 10. 5. 3 ( 7 ) 北消防終段上より』是正III 丸! ! 岐を望む ｊｴｾＩ＠ 2  lI fj 平日 10. 5. 3

ＨＷＩ 北消防省。巌 一 仁より整理地 域を ｾ む 共 1) 3  日付利110. 5. 3

寓 贋 説 明

( ー) 此 乃軍事長 は撚縄訪と 3産地後述i訴の時期と に問所 よ り問方向 の潟貨を 比較 したν ・矯めに |函!日II 1) 如

〈音「設 をlt て " ｴｊ官 ｾ ｉ Ｍ た もの ｌ 一部 を ｦ 買載 し たも 力 で 大阪都 市 計鐙 事業大 阪関前線 影ｻ立泣北 方

向凶々 苛ミノJ 内 ( 1) ( 4 )  ( 6)  ( 7 ) の筒 j抗( 二重九印〕から各 々"q:方向 ni 悩1示矢印方 1") u:: 俄彩 した

ものである 。一見し て之れが大大阪の玄倒であ り鑓湾都市大阪の最も高{ 賓Zよる土地の利羽欽況

であると云ひ得ょう ?

〈二〉 航空白篤反 11 凶域内令部 に亘 り 2，0コ0 分 の l に直 1: 撮影を しえも のに| 吋縮尺 にて計喰街路 を記 入

したものでmから見た雑然たゐ現歎と整理後の将 *を併 察 L 併せて 附 近 幣の倣態を務知 L ｪｾｬ Ｎ＠

るであ らうと奈 考する のであ ります 。

昭和 10. 5. 3

8s  I X  



停 車 場 百 貨 底

I.i? 
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五

口

l タ ー ミ 十 ル デ バ ー ト の 特 徴

大都市にタ ーミナ ルを持つ電鍛が百貨庖を向ら殺管するか . 込i < は之ぞ他に貸貸ずるこ

とは電鍛経営を合Jli[ 化する一方法であるかの如〈考へら るるに至 i 最近其賓例も鮫指 を

屈するに至つ? こ 。

イ可が故である かと云へば . 肖動車の進/ +¥に侠て電餓が待 て有 したりし調占的交通機酬 fこ

る地域主? 年 k 侵蝕せ られ 、最早今日に於ては電車の運締fごけでは経営漸芸大困難となり. 電

燈電力とか其他f"l等かの副業を 求 め、之 を牧入の怖ひ となす必要を痛切に感せ' らるるに矛.

つ1: からである。

百貨底の経営と雌も決して紫でな し、。否此頃の様に各百貨 l占の競争激甚となり. 中小 'J、

資底の保誰と百貨l古統制の傾向著し〈なり つ 、ある際に 、電餓が之を経替して巣し て漁期1

の利益 を』枚むるこ主 主? 得る や疑なきに非す・と雌も . ターミナルデノミ ート なるが故に 他の百

貨庇の追従を許さ Y る二三の4主将止めるを j :J，て . 今 日迄の ター ミナルデパ { ト は大開に於て

良好なる成績 を耳障げ 、 電鍋経営 の 補強工 作＿二る 効果 ｻｦｾＺｩＱ むることが ｈｩ 来る 。

然らぱタ ー ミナル デ. パ ー トの特徴とは (1刊〉

( 第 1 )  電鍛沿線の居11=者が 日々 i虚弱j の序を以て百貨l苫を利用し得ること 即 ち之に依て

態 k J; k の 百貨 l主{ f ｴ ｦＮｾ ＧＮ り姐 る時間と 交通 費とを節約し得ること換 言 すれ ばタ ー ミナルデ パ

ート は市総住民と云ふ悶定の恒久的常得意を持 つ ことこれで ある。

( 第 2 ) 斯の如〈ターミナ; L - デノミ ー トは日々何寓と云ふ電織の乗客の刷所であるから少

〈ともこれ? ごけ の人は毎 日帰かな〈ても必す来て貰へる御諸: である 。今 日百貨! きが一帯背

心 する の は何んであるか色云へば如何にして多数の人を其l占に H乎ぶかと 云 ふことに あ るら

しい . 来でさえ貰へば自然に何か買物 をして一%れる そ うでめる、- * ない人に貨はせること

は 同 来ない相談である 。 であるから賀 ｩ 、貨はぬは第 二の 問題であ っ て先 づ ｽれ ｾｩ に Ｇ会 Ｚ込の十 ｪ

〈厳にすることが商貨の?必訣であ るらしい. 各自力 t競ふ て宣体 . 新聞康告、催物. 特質等

に多額の経費を投す・るの! ま皆此迎由からである 。

日k f li J禽 かの人が風雨を論せ十招か するして来て央れる ター ミナ ノL デパ ート が他の百貨底

に比し て 著し 〈 宣健康告の費用を節約し得て、夫 Ｑ ｾ け経俸が楽になるか叉はそれ＿ ご り商品

の Ｑ 仇段を安〈すること が ｾ ｉ｜ Ｊ るのは営然であ る Ｎ 最近 壁 ケ年間 に於 て各百 貨 ｪ 主力 Ｒ 新 聞 に ｲｾｉ

x・8 6
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背 し1: 統計 を見るに大丸百貨 底は大阪毎 日と大阪朝日 に各 15寓行宛を成告 しに に拘 らす阪

急:は僅かに其 5 分の l 以下の 3 高行宛に過 ぎない事賓はタ ー ミナ ルデパ ー トの特徴 .ft' !m富

に物語 るも のである。

タ{ ミ ナ乍併ターミナルデパート は電織の乗客? ごりを問答と するものでな し「第 3 )

)L 附近一帯の消費階級並に市内 一般 大家は l' 干へ電車の来持:でな 〈と も百 貨庄の華客 として

大に赦迎すべきである 。故に此貼に於てターミナルデパ { トも亦普通の百貨底と 何等異る

鹿なき性質を有 するも のであ るか らこれと同様の施設経営を矯 すべ きで ある。

ターミナ ル デパート は 沿 線住 民と緩 め て 符Ｍ緩の ｾ ｪ 係 あ り延て電銭自悼 の 経替と( 第 4 )

も不可分の闘係あるも のな れば百貨 l占は沿線の産 物 を紹介取次販資することに依て相互の

利主主主? 確保する のみ ならす更 に進んで養豚、養鶏. 養魚. 競菜、花升栽土言、果樹閤等の副

業 . f t ' 主主けこれを商品化するこ t に依て沿線の開殺と住民の繭利を培進せしむることを得ベ

し其結果は沿線に新なる移住者と電鍛の乗客を増加l し沿線の土地及住民と百貨庖と電鍛

とは百貨底経営の方法官. しきを得れば相互に固となり果となりて 、共存共栄の賓を皐ぐる

こと が出来ょう。これ亦ターミナルデパ ート の持つ特 徴 と云ふべきで あ る。

百貨底の狙 ふ客足予叉は商品 の品種はタ ー ミナルデパ ートなるが故 に普通の百貨( 第 5 )

これは阪急:百貨底の 如〈己に堂 ，> d 二る第一流百貨庇の場合と異るも のがあるで あら うが、

1去となり切っ Tこも の とこれより燃に生れむとする大織百貨府などは問よ h 同日に論す・ベ き

ものでない. 若し新にターミナルデノご ート を経営せ むとする場合 には顧客唐は中流階級を

目標とし商品は食料品 、生前必需品 . 普通雑貨などに 重を置き高級呉服其他高慣品などは

6 7  X I  

可成之を避け1: 方が関連なきことと思はれる 、叉食堂経営は確かに有利にて必すも成功すベ
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〈、兵li ( て年 と共に高級品に進州すべきであ らう。

( 第 6 ) 御買上品の配達( j _ 1'1 貸出として相首多額の負婚を討来するサ ーヒスであるがタ

{ ミナルデノミ ートは電織の使舎利月 j して沿線L1配達する E を得るこ とに依 りて少からすハ

ンヂ ーを持つものと思ょ、。従て経費抑減の恥に於て特徴のーと数へて差支なからうと思ふ。

2. タ ー ミ ナ ル デ パ ー ト の 規 模

ターミナ ) 1 デパ ート は電鍛の制強事業であって乗客と云ふ常得意先を持つもこれにけで

は禿分なる効れを期待し得ないから . タ{ ミナ )l 附近一帯並に廃〈市内一般の大衆に向っ

て11千び掛げねばならぬことは前に申し? 二通りである 、従て百貨底として他に遜色なき AN.JI[

の宍 さの寅場と商品と設備 k のj魅力を必要とするのである 。

然れば先づ共 規模はどれ Ｑ 立にすべきか 、 数年前まではま ＱｾＧ ぞれ科でもなか っ ＱＺ が今 Ｂ で

は l 瓜坪合営然と考へる椋に なっ 仁、阪急、 、大丸、そごう、南浴高島F室、必坂原特 I ＱＱｾ［ 坪

- 一 ーーーーー一一ーー ーーー、

ーーーーー-ーーーー一ー一一一一一ー _ J  

ー一一一ーー一ーー 「

ーーーーーー ー_ _ _ j

「一一

大 銭 百 貨 底 平 面 圏

内外で ある ‘ 東京には 反

て ＴｾＵ 千坪で Ｍ ，ｽＺＩ ＩＮ正な Ｑ 茨

績をき罪げて居る様である

が 、 大 阪 では 7，600 坪の

三越支庄は何んにか見す;

りがするヰ素で あるし 、長

J)i J¥高島1予も 10  ｾｉ 一前Ｈｪ｟・ Ｇ，Ｇ Ｎ 々

? 二るも のであっ? こが今で

は如何にも淋し〈なつ7二

其 他 1，000 ｾｩ＠ 2，000 坪の

ものもあるにあるが後り

にも他が立 派に大規検ーと

なっ 1=矯め比較にな らぬ

次第である。

乍 去 、 阪急: も始めは

2，000 坪足らす' であった 、

大 丸 、そごう 、松 以屋inJ

れも皆然り 、決し t 忽 然

として I 蔦 坪の超琴級の

摩 天権力2出来1=謹でな い

か ら大 餓百貨底の如〈全

〈新境の計葺で緩牒 もな



〉得意先もなき無経験者が始めから 1 寓坪の大百貨j占を企てること は確かに無謀である 、

さりとて飴り貧弱では電鎖の常得意迄之を 喰ひJ I-. むること困難である 、張 に於てか程度を

定むることが重大問題とならさ' るを得ない . 私は此黙にイ.J" て大に頭を悩まし幾度か百貨庖

人即玄人の: 立見を敵き叉患者や商賢人や素人の批評も聞い亡 、共他朝夕 lこ於りる阿保野橋

の交通堂 、住吉匿の人口士拾が|並に開業の暁は大餓百貨! 苫の勢力範囲となるべき天王寺区其

他の泊費I V ¥態等を研究 し結局阿俗町' 橋附近は速から 5 る将来東京 に於ける新宿の如き繁柴

を見るに至る可能性めるを以て、大銀百貨底も 1 ［ｩ ｪｾ 昨を目標として計聾すべきものと信す・

るも 差営り少〈とも Ｔ ， ＰＰＰｾＵ ， ＰＰＰ 坪程度のものとな すべしと の紡論に到達せ りＮ尤も是に

劃し堅宜なる見方を矯す人は阪急: 等の例を引き 2，000 坪程度のものとなすべき E を主主意せ

られ? ごりと! i :11 も、 一昨年10月開 業したる紳戸に於ける |波利l電車のタ ーミ ナルデパ ート は

3，001) 土'1'-であ り叉昨年11 月開業したる東京齢谷に於げる東横電車のタ ー ミナルデパ ート は

3，500 坪であって 、何れも新規の開業なる lこ拘ら争責場面積の狭| 溢の苦情を聞〈な どより

考ふれば矢張時勢の蟹 化と 百貨底一般の強展したる以況 より少〈とも Ｔ ， ＰＰＰｾＵ ， ｏｏｏ 坪のも

のとなすに非ざれば百貨底としての機能を瑳障する E の閑難なる E を示すものと思ふ 。

叉タ ーミ ナルデパ ート であるからと云って高級品を置かなりれば安もの百貨庖の許判を

取って結局良き顧客を失ふこととなるであらう、なせ' かなれば良い御容も普通品の買手でー

あるからである 、要するに百貨庖は良品を廉似に資ると云ふ以外に品種が監富であって高

級品から並製品に至るまで選搾の徐地の多きことが客足を停める要件であるから賢場面積

の腐りれば庚き程繁昌する課である 、これ即 ち少 くとも Ｔ ， ＰＰＰ ｾＵ ， ｏｏｏ 坪を持つ 必要の生す・

る所以であ る。

大餓百貨庇は i 高坪を? 目標と し第 l 期から 4，500 坪とし第 2 期第 3 期と順を逐ふて損張

すペ〈必要なる用地を準備し? 二次第である。

3. 百 貨 底 併 用 の 停 車 場

電鍛の本屋をタ ーミナルデパートに併用しに場令に騨と行貨! 吉との調和を計 る筋に設計

上考慮を挑ふべき黙齢からす¥本加を依頼せられた編輯者の希望 も恐ら〈此紡に闘す る小

生の意見を求められにものと思ふから、私は雨有4 の経営者の立場から気の付いに二三の黙

を傘げて見? こいと思ふ。

先つ' 断って置〈ことは電鎮の タ{ ミ ナルが高架叉は地下の場合 と地卒上の場令に依て騨

本屋の設計に相異のあることは言ふ を待? こないが、百貨! 占併用の趣旨に於ては地卒の場合

と差 し? こる質化石? 認めな いから以下主として地卒上の場合に就て述ぶる のである 。

( イ〉 韓の玄関と百貨庖の玄関

玄関の住宅に取って大切なることは巾す迄もないが大衆相手の騨と 百貨府に取っ ては向

- I!-玄闘は重要性を有するも のである。即ち 百貨庖に於ては玄闘及第 1 階は全館の使命を

制するかと思はるる 程大切なる ものであって 、何れの百貨庖に付ても荘壁ヱレペ { グー前

より天井に至るまで装飾を撮らしこれに陳列する商品、商品 ケー スの選偉からイルミ ネー

シヨン等に至 るまで之を 2 階以上 に比 すれば貨に1';-壊の相異 を認める こと が出来る 。
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停車場の設計 に於て も玄関を宏妊にし待合所 、 大ホ ール 等 に 意匠ｾ疲ら し 乗降客の 出入

に便ならしむる矯め多〈の I百債を提供すべきことは百貨庖と異なる所がない。

ター ミナルデパ ート に於て此雨者を如何仁調和すべきか。阪急: 及南海に於ては重貼を電

餓に置き共i徐れる部分を百貨Ft の安苦言に提供したるものなることは日月かであって電鍛本位

の設計 と云ふべきである 。東京能革の東武の ターミナ ノL は高架にして 2 階にプラットホー

ムあるも南海と同じ< 1 階正面玄闘に大階段め! J 1 階賢場は百貨庖として後り重きを置か

れき' るものと認、むべきである。紳戸の阪紳タ ーミナ /1.- は騨の玄関は百貨j苫の玄闘と一部併

用の矯め 1 階は百貨庖としても相営の能率を拳ぐることと思はる 。

大鎮の グ{ ミナ) 1. - は之等各騨の設計を比較研究し且つ地下鍛及省線 との連絡並に将来の

計重であって未確定のものなるも南海上町線が阿供野橋上にタ ーミ ナルを持ち常時 2 鞠は

引返へし謹轄の矯め交通最も頻繁なる阿倍野橋交叉黙と省鯨天王寺騨前を閉塞し 、交通上

豆大の障害を興ふるを以て之を阿倍- 野橋南側迄後退せしめ . 東に折れて新設今7有平野線上

大鍛 グーミナ) 1 . - の北側にターミナ) 1 . - を移し . 市電は阿倍ー野橋を越えて右上[ 11]"線のグ ー ミナ

ル と併行 し、 乗換に便にすること となすべき計聾あれ傍ら 地上双地下と の連絡等を考慮

に加lへ正面西側上町棋に沼ふ部分は全部百貨底とし. 騨の玄闘は其後方東側に北口を玄闘

となすこととした。共結果正面西側よ b見れば騨は全〈百貨j吉に隠れ、玄闘及 1 階は全部

百貨F;1i として使用し酵の玄関及ホ { ルは百貨庖の通路を経て連絡する ことは勿論なるも 主

? こる出入口及待合所は北側及裏面にあり、故に此設計は百貨庖を主とし電畿を従としたる

ものと云ふことを得るふ前述の如〈電織の乗降客は共大部分が市電、省線叉は地下鍛に

依て市内に往復するを以て之等の各棋との蓮絡を使ならしむることが最も重要なる次第な

れば、此賭より云へば電識を主としたる設計となるべし。果して然れば此設計は雨者の長

所を最も良〈調和し各其最高の能容を瑳揮し得るものと考へらる。

尤も斯る設計lま幸に大鍛の北側に 22聞と云ふ庚き新設道路の出来ること 、市電上町錦地

下鍛及省棋との連絡が恰も百貨庖の背面北側を利用することに依て都合能〈達成せらるる

矯めで何れの場合にも適用し得る課ではない 。

( ロ〉 路面電車・乗合自動車及地下鎮との蓮絡

大衆相手の百貨庖は市内各種交通機闘 との蓮絡を便利な らしなる こと 極め て必要で あっ

て此臨電鱗自憶に於ても同践である。就中地下織との連絡が百貨庖の繁昌に大闘係あ りと

考へられることは各百貨庖が多大の連絡設備費を負婚してこれが達成に努力した事賓から

想像出来る。三越支庄は此連絡 を得 る矯め御堂筋に{多叫する とかの噂がある。 長堀高島屋

松坂屋支庖共に頭痛の種 と思はれる。

大識の ター ミナルは幸にして地下鍛 と媛近併行し僅かに肱聞の地下道に依て騨のホ ーム

から叉は百貨屈の賓壌から地下鎖の改札場に行けるから恰も同一構内の感がある位である

市 電 及び上町 線 と の連絡は 現在 は阿倍野 橋 ｾ￬ 渡 る必 要あ るも将来は 大鍛 北側の新道路に

市電も南海上町総も相並んで共同のプラッ トホ戸ムを設り階段を下って地下鎖中段と連絡

することとなるから 大銭及百貨庖と の連絡も極めて便利になる課である 。

( ハ〉 天王寺韓との連絡
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天王寺騨の将来は北の梅田騨に劣 らさ' る 植要なる 交通の中心 となるも の と思はる。即ち

現在は披東根の グーミナλ にJJ : :まる も数年後 には闘西線の ターミナ ル となれ 湊町瞬は主

として貨物放 を震 し、放客は天王寺 、湊町間電車を運轄とな るべ 〈叉臨港総は現在は貨物

線 なるも 電化計霊既に決定し . 必要なる珠算 も配付機な る由 なる を以て天王寺騨改良工事

の 完成と同 時 に 大 阪 港埠頭 筏 橋と利 ｬ 戸と の 問に 天王寺 騨 佐 介して 電車の 直通 ｩｬｩ｢ｾ 喝を見るに

至 るべ きで あ る。

交阿供橋橋は交通量の多 きは大阪第二に位し、交通地獄 と栴せ らるる 有様な るを以て鍛

道省は之 を綾和する矯め省線の上を カバーし橋梁の rl J を 2 供以上に鋪張 し、之 を天王寺牒

の成場ー とし其東方に 騨本屋を建築し阪和省線地下餓及犬餓を連絡せしむ るを以て地上 を横

断すること な 〈大鎖より阪和に 出づる ことを得ベし 、故に大鍛は天王寺騨 とのJ i l i 絡にイ・j" て

特 に考慮を挑つ? 二次第でーある。

( ユ) 騒前鹿場圏髄客出入口及自 動車置場

向動車でデ、パ{ トに シヨピ ングに 行〈 人はまに我闘では少 〈なL、かも知れぬが将来を J づー

はすれば普通の百貨応でも自動車世拐を持つ必要があろう。然るにタ ーミ ナルデノミ ート に

於ては牒前成場の必要は特に著しいものがある。叉 ｉｾｉ 開容としては藤井寺の野球叉は古野

の花見の時などは 1 時間に 1 詩人位の人が首車 11 がけて殺到するのであるからこれが若し

百貨庄の通路を通るものとせば本易ならさ Ｇ る混雑念う い すであら う 。 ＴＰｾＵＰ 人の国間容の拐

令でも存秋の季節には幾組かの往復があるから凶棺取似の別 1I を設げることは緩めて: 必要

である。

大餓 ター ミナルに於てはデパ ート の西側を 3 メ{ トル 、北側を 4 メ{ ト l L - 後退せしめ自

動車置場としに外に騨の南側に Ｑ Ｐ メ ｻト ル以上の困 偲 客取扱 ｾ ｉ を 別 に設げる こ とと し ＱＺ 。

騨前の贋場ー としては日下右の外に特に之を設けさ' るも将来華l何千の腕には幌 東側の構 内に

これを設置す ること の出来 る後地主? 持っ てをる。

( ホ〕 降乗客のホーム

乗降客 に封するプラ ッ トホームを区別す ること は大阪郊外電餓の不文の錨則でみ るカs の

如1< 思はる るも 大鍛に於ては用地の胸係上之を許 さぬが容の使否から 云へば同じホ ームに

して接交ない様で ある。然 し今後の設計ではホ ーム の交互に依 て乗降を匡別し . 降 '1ホー

ム は階段 に 依 て地 下道に導 主 百貨庖 の 地下 室 と 地 下 鎖 へ の 通路とし＿こか ら 乗降のｩｊ ｈ ｩ ｾ はた

に緩和 されることと思ふ。 然 しこれ を賓行す るには寧柄に ドアーヱ ンヂンを 設り自 動式|地

閉と せなげれば 乗 り降り を 間違 へ る人が 出来 て 反 て 不便かも ｾ［ ｉ ｉ れ ぬ。

以上は今回大館に於てタ ー ミナルデパ ー トを建築するに 営 り取調 べ仁二三の製Ii 剖| 仮字ち

立 てす' 申述べ?こに過ぎな いも のであっ て、7こい して御参考になる 資材 と思はな いが. 大成

百貨底の設計は東京久野節狩に額み工事は大林組にて施行することとなり 、去る l O月10 日

地銀祭主?行ひ地下及地上 l 階は昭和 l 2年 3 月開業 、共他全館完成は 昭和 12年 7 月中 の改定

にて今後向lま官会日 の多 きことなれば ターミ ナルデパ ー トの設計及営業方針等に付て御気付

きの貼は何卒御数示に頂り出来得る限り便利にして叉経済的の もの と致したい o *1市執筆

の目的も賓は大方各位の御高見を敵迎せん が矯めである 。
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明 治 初 年 に 於 げ る

の 園 銭 建 設 工 事 費

イ主

京 阪 神 間

に 就 い て

古 慶

南では千 日. 北では梅田 、 ともに昔は三味のあっ7こと ころである 。年に一度の 7 基巡 り

とて、陰暦 7 月15日の子蘭設に 7 ケ所の墓をば歴訪し . 夜もすがら念悌鉦を 叩 き回向する

ま安が押掛け る外は、人の嫌がって寄付かぬと ころであつに。そ こが時勢の推移する につれ

今では熱 閑の巷と 化 し. 道頓幼nの芝居町を凌ぐ千 日の徴集街にな れ 梅田は梅田で商都大

阪の表玄関となるに至つにのである 。

東京 ・横演間にわが邦最初の鍛道が開通 し( 明治 5 年 9 月) 、次 いで明治 7 年 5 月に 大阪 ・

紳 戸間の ＲＰ 哩 ＲＷｴｊｾ が開通し Ｎ 大阪瞬が こ の梅田の地に設りら れに 嘗 時 は Ｎ 北郊曾根崎 村 の
パ ，ガ，、ラ

悶闘の真ン中に 、ステンショの赤い煉瓦迭の建物fごりが 、 そばfごってゐ?このに過ぎな い。

ヲ1J ; ; ョウキ

きれば北之新地の裏側I よ し 地 上 を 走 る 陣蒸門 さへ容易に笠み見る こ とが出来? こと云はれ

てゐる。陸蒸汽とは門事を指してい ふ?こ言葉であっ て、ステンシ ヨはステ ー シヨンを質六

流に約 1) 1こ殻聾法で ある 。栂| 却のステンシヨと大l阪騨を時人が呼んでゐ? こ ことは 、梅田に

所在するからで はあるが . 貨物専用 の権問騨が別に開設されに今日でも向 、放客専用の大

阪騨に使ひ慣れにところ の栴凶を冠せて H千ぷ〈 らゐ愛附をもってゐるに拘らす 、その栴聞

が Ｑｾｬｬ め問」といふ咋搬な荒地主 ｲＺ ＧＮ､Ａ［ する ｲｬｴ 来ｻ･ば知 ｬ つてゐなし、。ま＿こ如何に物債の低〈か

つに! リj 治初年とはいへ. 牒JIJt也として の買上げ の値が反営 り凶十五民! といふ見世( 坪十五

銭替) 、これで高〈買取って rt つにとうれしがってゐ? こと聞かされたら、議きかぬ人は先づあ

るまいとおもよ、。

最近取段され＿こ石造の騨本屋は、明治 ＳＵ 年 Ｓ 月に改築されにものであって、最初のＺｴＡＱｾ瓦

i査の建物はす・っと西寄りに あっ 1: 。即ち 静観般の北五めにり に建ってゐて、東への通路を

とって漸 〈樫橋 、波主投係筋に出ることになってゐ? こので、凡その判断はつりられる答。騨

前 には半月形の庭闘を設け 、数十株の楠樹を添えてゐ 7こが 、何時しか失〈なってしまつに

ことは甚ピ銭念である 。鍛道亡閣論を 11昌ゆる茸も 同て、一時は建設工事の中J 卜. を請願する

な ど騒 いにも のである が、 きて 出来てみ れば流石 に文明の利器f二 重笠な こと カ4判かつて

しまへば. 京都 -大阪聞の開通を待ち こがれるやうになり 、明治 9 1下8 月に大阪 ・向日¥l lT間

の Ｒ Ｒ 日 壁 Ｕ Ｗ 鎖 、 翌 Ｙ 月に は 向日町 ・ 京都問の Ｔ 哩 Ｗ Ｑｊｾ￞［ 引績き 開通 レて Ｎ 京阪 神 ｻ･ 結 ぶ Ｔ Ｗ 哩

ｬｬ ｴｊｾ の 完 通をみ に 。そ こ で 梅 田 のス テン シ ヨ が愈 ｫ 繁昌 する 。 参考 ま でに明治 Ｙ 年 Ｑ Ｒ 月賞
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時の護車時刻なり賃銀表を下に奉げておく 。

西京行 大阪環

官官 6.40  大阪より片道

9.40  上等 1隠135鋭

後 0.40 中等 81 

3.40  下等 40 

6.40  

8.40  

紳戸行 大阪環

前 7. 00 大阪よ り片道

8.30 上等 1閲00鋭

10. 00 中等 60 

11. 30 下等 30 

後1 . 00 2. 30 

4.00 5. 30 

7.00 8. 30 

10. 00 

越えて明治 ＲＲｾ ｐＮ Ｗ 月には東海道線が見通して貨容ともに激士 ｴｾ を来＿こし Ｎ よって京医 ｩｊￌｬ� 間

，明治27年 l 月に三時手

の複線工事 に手を活げに 阿 32&1'- 2  )J に竣工ので、大阪騨は規模狭自主を告ぐるに歪り石遣の

新騨をぱ営むことになっ 1: 。建てる場所も者11心 との辿絡に省み東に移し . 騨前の股場も充

分ゆ とりを取ってゐ る。現布市電力: 通ってるとこ ろは即 ち鍛道省の畑地 ( 旗揚) 内であっ

て、市道は大下水の25石が敷か れて ゐる以南の 、僅か一間足るか足らすといふ貧弱 さにロ

スJ も施行中 のtll 市計誌で、か〉る市民として の不面目は近〈拭はれることになってはゐる

が、E 額の用地貨を支出せねばならなかっ? こことを忘れてはならないo 園段建設に際し先

づ車線を敷 〈に留めておいても 、早 iぬこれを複線に直さねばならぬ ことを洞察 して 、月jT也

の買牧にせ よ築堤、切取 、橋誕の ニi: 工にまで相営の準備を了してゐ Tここ とは、賢明 /詰mfJ

方と許すべきである 。 新騨の移建が容易にｾし得ＱＺ ［ 事前は Ｎ 騨陣内に充分 の絵 地が捜しで

あったからではないか。複線工事も亦さう であっ て、手許に離せる京都 ・大阪lill の餓道連

設費見積書宏一読しでも鋭はれる筈。

大阪京都の間餓道 、長さ 27 '"7イ ル 5 分の 1， rl1 3 フ ー ト 6 インチ車線之校正イ古算

地 所

内諜

但 し 核 の 然 め の il¥'g長の 石 工、 及際，宇井{ : ; 遮 1稔器 減 を 飽 む

369.5 エ ーク ル
洋銀 72.490j iじ

93 制



汁 南 州 謂 寄 尚 浦 筆 画 ( 温 芯 右 折 )

定



梅 田 ス テ シ ヨ ン ( 貞信重 )

梅 田 ス ア シ ヨ ン ( E: 泉華 )
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:H 2.5  180元 56 .250  

十 ｉｾ 川より京都まで 25. 0 240 6. 000 

、京音f¥騨亭
32.0 320 10.240 

土工( 内諜省略〉 1. 091. 750ヤ ル ド 立 方 87.073元

ヰ1111{内課省目的

鍛 の 橋 梁

(1 マイ ルに 付 40，138 ヤ ル ド 立 方 、 l ヤ ル ド 立 方 に付 B セ Y トの制 〉

9.910元

内謹

J 十三 川

l紳崎川

tt )11 

不i煉 瓦 . 石 桁の橋 梁( 内訳4省略〕

溢 Ｗｫ除ケ並ＪＭ門 〈 内認ｾ 1吉田在〉

路 下の渠( 内評・省略〉

鍛 の7k樋 並 木の7k 口( 内諜省略〉

2. 310 フ ー ト

560 

1. 330 

420 

20橋

2.442 フ ー ト

線路を? 渉る横路 102例 目。元

何 堤 修 繕( 内課省略) 35チ エ イ ン

下水道路付替 27. 2マ イ ル 100元

堤 披 に 竹 の 梢付 460チ ヱ イ ン 凡 G40元

里 程 並 高 低 椋 27.2マ イ ル 50元

鍬路〈内謬省略〕

238. 877元

57.910 

137. 535 

43.432 

135.550元

102.180元

Ｓ ｾ ・ ＵＲＲ Ｑｴ

7. 000元

6  120元

14. 000元

2. 720元

2.945元

1.360元

343.438元

総 長 27.2 マ イノL 、際 :予選路 俸の Jf1 1 マイル に付 二割 Jfj . 5.41  ... イノL 、

合 32. 64 マイ ノι 、 1 マ イルに 付 10. 522 元

特 車 奈. 合闘
20. 000元

騨 亭
90.000元

内 諜

/ 大阪騨 £ド高 25. 000 

5例 3.000 15.000 

京都 騨 1{閲 50.000 

11:: 宅 ( 内界! 省略〉
43. 000元

運，( 事総械
42・937砂

( 206. 097元)

内課



白押車

i 等客車

2 等客車

3 等客車

蔽ヒ 付荷車

船賃諸雑用. 主n立 費

外 に 定 費 並 臨 時 入 費 上 の 1 害IJ

10輔

5  

10 

2. 200傍

310 

22.0(1り

1. 550 

20 

270 

270 

2. 700 

15.400 

30 90 2.700 

R. 587 

142. 228元

1 マ イ ル

1. 564. 510元

( 57. 518元75)

建築師長 ボ イ ル

計

明治 7 年 7 月

有蓋貨車{ f 蔽ひtJ 荷車とするは米fごい〉。蒸気機関車をば自特車となすに至つては. ど

う名付りてよいか迷ってゐ＿こ様子が侭ばれるではないか 。 数字の羅列を甚 ＱｾＧ 恋縮するが向

大阪・榊戸間の武庫川鍛橋架設費f 精 算J 明細を序に認めてをかう。

円 鋪鹿毛

見積高
31，030.400U 

精算額
3::; ，401. 2918 

内課

織材共他材料代
21，298.0040 

鍛 冶 賃
4，63!l . 7564 

大 工 賃
3，867. 8361 

木 挽 賃
127.6360 

左官 賃
22. 0020 

ベン キ在住賃 180. 7070 

蓮 詮 賃
1. 835.4784 

ハウス其外小家建築
2，898. 5079 

出張所諸費
330. 3560 

小頭給料
宮1. 5080

怪我入手首
79. 5000 

訂 正 第 18斡第 1C披 吉 田 五 十 八 氏 本 文句P 近代数寄尾位宅と明朗性 ク中 第 2 岡

と第 4 聞 は反主すに付き訂正す.
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下 呂 高
山 紀 行

*  

秋 季 犬 舎 の 記 録

ｾ＠ 2 圏

10月19 日〈士〉晴

秋晴の絶好の肢行日和である。

行程が二日に渉り、建築協舎の大舎として異例

の遠距離放行 であ った が 、 時 は 秋 、 行先 は ｾに紅

葉して居る で あらう飛騨路である 。 山の冷気の中

に湯の』鹿が立ち昇って居ょ う湯 の町下呂であ るo

; 1 [ まれた天候とこうした期符ーと の下に参加の合員

総薮56名。 ζ れ亦稀に見る盛況であ ったo l¥l:長 は

在阪曾員 の大 阪線頭に於 け る現ｾｾたる姿である 。

抜、 午 後 O時35分 、門 事 は 疋 舷 i亡大阪腐を出霊童

而も最も静譲を知る普 jifl l ドである 。忘 ら れ 勝な東

海道の瞬々にいとも町ー暗 に 挨 拶 しては行 く。 車 窓

内は誇笑 の務 、燦 草 の 焼、窓 外 l立秋 の阪の光リ 、

柿 I) j 堂、食れる稲田 。

京 都、安 土 、岐 阜、鵜沼告FのE華々に大平日君の 協

合 旗 が $ 窓 に繰る毎に合 員 の重立は殖えて行 〈。

午 後 4 時32分 、岐阜腺に て高山線に乗換へ 、各

務原飛行場附近の: z p . 蕪を行くと と しばし 、秘 沼 附

近より目 は暮れ初めて 、念用 にて多方日 出来ない ζ

とをＡｩ｜ｾ 沼ま で断りに 来ら れた名 市屋の佐滋氏の書き

を涛暮の中 に主主 ると 、あと は夜。

刻 9 6

墜道を泊る気配と牒の灯とを感じつ L 、JjI中 は

談笑と俄騒のi l ! ' と。やがて行手の 山にー杯 η 灯 を

認 め 、 ネオンの光りが 山の主主を破って 眺 められる

と下呂である。下J ' f f 。

先設の清水氏湯の街 の番 頭 委 も よ ろ し い お の

旗を銀り銀り一同を迎へる。街より廻された自動

車に分乗して盆田 川 の昨 よ り 念4択を主ま るとと数丁

目的の宿湯乃烏官官に着 〈。

松井秋期大合委員長 、北 垣、阪口 、西谷の諸氏

先 着 準 備 を翻 へてー行 を 待つ。

山の湯に来て は何 は兎もあれー苦手びである 。一

浴 び の どてら の肌に冷え冷えと渋む山の主主を感ず

ると 扱、 下呂 へ ζ そ来つれと 恩 ふ 。

下呂温泉

録 者は下呂 に就 い て 「 見 接 地案 内J の 中 に次の

様に書いておい た。

村一卜. 天皇の頃より今の湯の奈の山中にあった温

泉の湧出が、重量山天皇の文永 2 年に俄に 11: んで 、

ｾ関 川 の上 流盆田川の積に噴出する様になり 、 野
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第 1 園

締 ｊ 在 識 に ｻ年効ありとして 、 ｾ［Ｚｾ・持法近 の ，， ［Ｇｪ 老＿ の 入湯

が非常に多かったが . 安政年t : tl ノコ大出 7)( で湯口市;

坦 淡 L 、爾来殆ん どI喪i戒ノJ 欣態 lくあったのを 、昭

和 3 年名古厳刀法図式七氏が行った数凶のポー リ

ングが的 中して久銀リ に湯乃悠が刃. った 。 ζ れが

今日の下川温泉である。以来土地 /) 五違反著しく 、

旅館ノＧ Ｉ ｾまも Ｚ ｣ 俄主 主主 へ 、 紋 ｉ 弘町に Ｑ 径れ 、 続旅館 に

満つる繁昌銀でみる 。

ｩｾｬ ょ Ｑｾ ＺＧＺＺ 温度難民 Ｑ ＲＮ Ｐ 皮ＩＧ［苓ト ＷＰ 皮 、 成 分 は 車草分

モ主成分と L 、JJ;1也ク ロー ノL カリ 、 クロール カノι

シψ ム、硫酸カ ノL ;;.，.-少 ム、硫 酸.. . . . グネシ〆少ム、霊

長; 倣カルシウム 、椛 陵 、酸 化 鎖 、当事土 、捌E賞、硫

化水索令を合んで居る o S警務効能は皮膚泌を第ー

とし 、 宵脇 1潟、 リウマ チス、市lt 忽 痛、 痔 疾 、婦 人

Il k J 等にも奇効ありと言ふ 。

以仁 IJ :任者 ，I) -('f' ) とで あるよ 習も、 より多 〈久保

大 ILl J 郎氏の来警の抜本であるが 、j易iの同T下自 の設

明としては 、 とれ 以上に 加 へる必要 はないであら

っ。

拐 、午後日 時 。一 同打究 いで別館の大成l Hl に集

って s!l袋 、 山の珍 l法 よ りも美女 の姿には るばる米

つる ｊｉｾ Ｉｬ，ｔ ￬Ｇ 路 を 似び つｾ 10時3: : 1分間、7jc 士、倍 して懇

親合を終る 。

恕務L合 後 、 F  :" 1 ) ) 湯 ノJ 源を訪ね つ 弘三二三 子'.i. H 山

を下った人々が多かっ たが 、 ζ の?，;世子t に就いて は

大命 。プ ログラム 以外であ るから 、m者 ノ') !ii!: り知l

らない j河である ο それより もこノ' ) f(.( 守中のはj成 五と

わ ｬ 川 し て 、 ｾｉ 号 ＡＧｬｩｩ 山中 ｄ 予 ｦ 殿と言 は れる診 ｊ ｾ コ ぬ ｩ 砲 に

就いて ; !H方 が こノJ 場合筆者ー の務であらう 。

湯の島館

君主と l放 ..;.i
C

品i協の烏の初夏の

風は いみじき呑を」、くむかな

時 (1:随 所氏の散であるが 、案 内舎の r M;f)( J は

Z別立である。だが秋の旅行 の案内舎と しては「又」

上 り「秋 J の方 が 適1古であった 。

下呂 30後 粁 I) "IJ.長官'r! 中唯一の内湯技館であり 、我

凶 温泉旅館中に於ても恐 らく自白 であらうと思は

れる のがこの 湯のぬＱ＿ｩ ｲ である 。建 物は油精下 ＺＧ Ｎ ｾｍ

- 1 : と呼ばれる雪需給 ノ') <1' 阪に: m: て られ、 総 延 料 約

1. 3∞上ド、工 'iU' ] 7∞ αわ制を裂したりと平i 1 f せ られ

る。段計は洋青山丹 M英二氏 、[ 1 本局戸田示必氏 、

H並区III 工五十位石松氏である。篤良はその令長であ

り、掃 悩lはその平面|呂lであるが 、丁度山 刀湯官官に

聯絡して そ作手・及女中手: を1! ; - も‘ 数ヨi ' 尉 J.!.¥の第二JJIJ 官官

のがf し〈竣工 したJ訴であった。

次に主tt 築各郊の概要説明書 を掲 げ 、 ζ のAit a均の

説 明 に代 へやう〈久保氏の著書より抜本〉。

湯 のぬ館建物府要説明

l 玄関 延 !: t 60主lζ

ￏｦｉ 等 、玄 閥 ｾＧￌｩ ｬ 旬 、 休憩家 、 ｴ ｨｾ 奇策 、 休後半々を

合み外 ｲｾＱ は入旬。屋造形子下見板張 、 上 Ｉ，［Ｑ￭ ｬｩｐ壁沿仕

ｴ とし 、 休百 ｾｴ ，ギ内部は 柱北山九太、長押 ＱＧＺＺ 竹 、 腹

紳j 代 組、法 i土砂 盤、天井は折上天井ーとし 、 PrJI 到は

杉皮竹小舞折 t げ中央部主主芯トii 紘面皮IIH。

1 . 本 館 延 上l' 591 士¥，

客 室、階段 室、答用湯殿ニケ所 、各階に化粧箪

便所 、 料現場 、 ｉＧｩｾ腕袋 、 女中袋 、 其他 Ｂ￟ｉＮ 応 、 夜 聖子

京 、 Ｑ 記話集 、 事豊 ｦ 包 ｊ 手Ｚ 、 地 ｆ 説 、 従業員裕吋 ｾＦＱ 地所

得あり 。

1 . 別 館 延 坪 120 坪

成 1m、谷 信、見s; 号し; 襲、各階化粧察、t近所、需主

99 ｾｉ＠



第 3 園

話集 、物1泣等。

本館、別館共外部仕とは玄闘と同様. 内部仕 (.

は客室 は柱雑作材共凡て1舎を用ひ 、天 井は杉村s線

天井、壁は何れも砂壁仕上、客室は総童生2a室 凡て

接関付者、 ;東又 は南面 して 盤政様側を仕 ffi. へ各室

ー戸構への 戸締りをなし、夫々洗面所1土保管庫を

甘i1.s、。

客用湯殿 は 浴槽腹 壁 洗揚床共金部磁器 ｦ ，Ａｬイノｾ J  

E臣、上首都壁及天井は檎材仕上とし、化粧きを: 似所は

床「モザイツタ・タイ ノι 」様、腰笠「 ピ トロテイト」、

其 他 は漆喰仕上とす 。

別 館大 民間 は柱長押等 檎材、 天井杉材縁天井、

壁 は砂壁 仕上、床の間地袋付 とす。

1 . 娯楽 館 延 坪 235 舟

化粧 隻l陀衣笠付客用浴槽四ケ所、子供運動家粂

舞踏室、昔策室、球戯場、階段室及促所等あり。

外 ＱｾＱ 仕 上は 切妻造、腹自主 主石張 、 其他面皮下見

十剖I I'i f リソイド 」仕上 、建 具は主として木製とし

--1: 11 r スチール ーサッシユ」を使片j す。内 m;11球 戯

気 は雑作材は f テワ ンJ な ぐ り仕 上「ワュス 」主主、天

引「 エテスコ J 壁紙 援、床寄木張。

子供 運 動場 稔舞踏主主は 2 階吹貰き とし天井 「カ

セイン 」主主仕上 、壁模様入「カセイ ン」仕上 、木古，11J  

ベン キJ 主主仕上とす。

小浴場 は 裕梢 ｦ 、腹壁 、 洗場 ｷ 共凡て砥ｾ器「タイ

ル」、天井檎材、化粧室、便所は床「モザイツク J 、

腹壁「ピトロライト 」そ の他漆喰塗仕上とす。

l  山之湯館 延坪 237 坪

化粧皇室付 男女大浴場各 l 、紅交室 、談番祭 、「サ

y ・J I . . ーム」 、食堂、「パ ー」、喫煙家、各階庚I旬、使

ｊｙｲ 、 債依現像室 、 料理場 、ｉｬｩ ｾ￟ 書室 、 裏玄関 空 ｦ Ｍ あり 。

制 100

外部仕上 は概して娘当号館と同様、内部仕 k は浴

:長 内は壁銭平石張、"-)<-升「 スト ンコー ト」仕上 、窓

「ステ y ドグラス J 入、浴鰐及床 lま磁 ?r:l17 イパ J 張。

肩上交奈は 雑イノド材陣「ラッ カー」仕上命泥被告 、ノ4

引「ヱラスコ ｊ ｉ 長 紙張 、 ｉ［ｬＢ 寄木張 、 絞雌 は 日 ｾｩｬｩ 石 仕上

湯 之 島 館 平 面 園

来

玄

関

ｾ＠ 4 圃



食 堂 、説書1 $ : は天升壁J七「 コ y ピネー シヨ y ・4

ン キ ｊ 拭 ｉ 辰 ｻｨ 仁 、 新 Ｈ Ｏｲ ［ｈ ｬ ｾ f ラワ :---J 又は 給付 「ワ エ

スJ {l: 十、同ζ 草野木張、「パー J ，j : 蛍 F イノL 張 、天井「

カセ イ:---.J 仕上 、f =- ツ チ J L / I . 噴水を設〈。

r  r!/ :z:.. ラ y ダ J 11 床「タ イル 」政 、錬倣又は 木製 手

持1イナ「イ y キ」塗。

日光 ｷ 千ｾは会ＧＺＢ Ｑｾ Ｚ有 「ア ポ ロ グテス」磁。

. "，の外術生設備としては加藤式f 7 オノι 7 リンJ

7じj折消毒機を保j へ、 l 容毎に翁: 家 内を f白・議 L . 又 第 1  箇 (  ｾＧＺｪ＠ 山〉

f >" l - J 式電焦洗背型 機 をJ I ] ひて夜具等の洗縦士行

』、 。

似日rr は令て 7j ( 洗式。

集内包話と して は共岱式「ア Y トワー 7 ・」型車上

旬話機を設け 、又各 階 に消火栓 を設置して 火 災 に

甘 ｩｩｾ ，。

温泉 ｉ ＺｬＺ 敷 地内 の鍛 ＩＺｍ コ ＺＭＭＭＷ リート」芯 ｦ ｾ ＺＭＭＭＷｊ

に下方の i原よ P 動力を以て揚7)< L 、 自働 的 に随時

各 浴家に給湯する 。

10月20日〈日〉快晴

第 1 JJ . f . 午 前 7 時 ::3分 慌 にて下品 軍基高山行

1h261'; 

負fi 2 lJ，正 午 前 11 時 自動 IfI にて中 山七里ド ライ

プ l 行29名

大舎の プ ログラム編成に放ってその鉱慨はあっ

たが、時間的に幾分無盟! があ っ た銭に 、数 定の中

，- 入ら なかったお山行が 、'iIl( め踏査済の阪 口委員

の糊誘よろしき を得 て ｩ￭ｾ 然災 現 、 本日 の 行程 の最

初j は次の 2 班 に分れて スター トを切るとになった

宮古 l 班 は朝 7 時出霊童だから遅くとも 6 時前には

起きなく て はならないから 、別t ; 早起t且と呼び、

第 2 園 ( 前j iJ l )  

自i 2 fj f: は 10時頃まで綴床に もぐって 居ら れ るから 第 3 園 ( 高 山〉

朝 焼飢と稀へられでも己むを Ｑｾ ｊ まい 。

だが 、l 班 2 班の j沢民 !: 1 必ずしも 昨 夜の勤静を

冶 lりl するものでな¥，' ｣ とを 、 ｾ Ｒ 班多加 ｬ の人 々 の

名容 のj毛に 正互にと とわ ってお かねばなら ない。

高 山

費ｾ 2 古圧が下呂温泉でゆっ くりし て居る 問 に 第 1

班 は高山行を途 〈・ベ 〈朝起き した 。 一風呂 浴 び て

温泉 の朝景色を貧しつ L 朝食を採り 7 時 十こ街を 出

た。との日は 、小森日和にめ <. まれ、際前 には コ

1 0.1削



官事 5 圃 〈 高 山〉

スモスが小山 の如く吹き 、 きはや かな羽風 に ゆれ

て居た。

7 時 33分 r {:. 'I 後 。沿線に は桑1: 111が 多 し そ の 閲

に鮎 1r : する民家 は飛断i持有のなど苧かなも の であ

る。第 1 岡 、fl1 2 聞 に見ら れ る 様 な 、 柿31:の石を

乗 せ た 綬 勾 悶 乃 ー枚崎娘、! l tl の也 、娘互理の肉 、共

に 五 六 尺 の 大 ま かな形で ある。

倉 Ｇｩ ｬｩ の Ｑ Ｍ Ｎ 主義根も車 ｦ 出が多い ｯ いづ れ ｉ ｪＺ ｾの ｦ 誌の

宇むを 1Uない形であらうが、耐 と 支 の 日 射 、↑おま

される我 々 は 、 との形に共 Ｇ ｜ｾｊ すると ζ ろが多い。

〈第 2 悶 第 3 悩l参照〉こ の民家を見たたーけでも高

山行の償値があると思った 。

高 山 に 近づくに従って今迄の秩 l晴れ の 山の上に

( 泌がかかって来た 、ア ルプス連山の泣望を当時しみ

に し て 庶 た が う ま く 行 かぬ らしν、。

9 時 高 山 町 着o jF. i  LUは飛E草食地の中央にあっ て

人口 2 7.耳 2 千、海 抜 573 米 である。天正年 1:tJ1i:;森

長近が〉 ｊｌ 都 ｬ Ｇ こなら って都市計 ［ｌｾｊ を干っ たので小京

都の名がある由である。

次の汽 ｷ 語、出る迄 ｬ 時 ＵＰ［ＩＭ のｉｬｾ l'こ見物 せ よとの

と とで 、 タクシー lて分 予定し問n回りをする 。

先 づ行 っ た のが密主 山闘分 寺、本金は ;$:IIIJ 時 代

の ra、 ことにある務r.i ti ｊ ｫ 型糊百 ・ のご 像 ム平岩 誌の ｊｲｾ

安 小 鳥 九 の 太刀は凶 t' l : である 。 三耳!J 1$ 11 江 戸 時 代

のもの で あるが ズ l P 'i: :ol1f l の礎石が史蹟 として保イIー

してあ った。それより八幡通上、jP. i LU別 院 $ を 見 て

城 山 に 登 る 。 命 森 氏 六 代 の 居 城 で あ っ た と と ろ 今

は妓は な く棋 と 松 の 樹 が 徒 に 参差するのみ である

ととに 炭 瀬 中 佐 の 銅 像 が あ る が 、 中佐は高山に生

れ た向 。

乙の減 山 より日本アルプスの泌望がよく 、ヲl星鞍

制 102

よ り繁飾迄の連山が i{1 1乃 もとに あるそうだーが生

憎 務 総 の 銭に眺 望のき かな かっ たの は遺 憾 で あ っ

た。城山を下り物産微で土売物を見て停車場，- 珂i

ＱＱＱＱ 時 ＵＶ 分布 山主主，ｾｾ Ｉ｜ｬＧ ｩ ｩ ｬＮ￭｜［ 山で 第 Ｒ ＱｽＩ ｦ に合流した。

沿線ゎ 民家 は {.':jl 勾より下川 j主1:1: 第 l 、21伯lの様

な もの ばかりであるが、 下 J:i; から命山 に近づくに

従って民放勾配方 ｾ ｾｉＺ になり 、花 王 ｩｩ も多くなり盆に

fE1 勾聞の漢民 般 が1I1 tJ，! してう!( たのは而 1'1 、J長リ: ! l I!

りであ ると思った 。

的 l 凶lは下品 よ り高山 迄の沿線に多〈 見る 絞 勾

配柿! . ; : 一枚 尾 根の民 家 、車f l l:l蛇初 出共に 5- 6 1- cみる

Ｚｉｦｾ＠ 2 闘 は や はリ 高山近 ( .1コ民 家で 倉li!U) 械 紋 も

軒出が多ぃ。

第 3 脳lは ''.:: J 山近 ( .1) 民 家 の 倉wで [ i Wの前 l凶が

部 総 になって居るのが而 (1 ぃ。

第 41i;i 1は高 山1
1
1] の一民 家 で あ る 冗31:で怖封: の形

を模し? と軒出 を持 って居・る。雨フ} 、が戻りはしな い

かと，思はれるが 、 それ よ りも容 の伐 に備え る0 が

第ーらし い。 棒 は出桁ひ受け 肘 木 で iEへ て軒ノ、井

が怒ってあるのが多 ャ。

第 51函lは高山町の招魂最1 : の7fI 1: 務所。建物でみる

:Idi :で地方 色 の 出た もの とし て掲 げる 。

山中七里

中山 のみ ち のななざと千さ とに も

ひき のはさな む見るにあかな くに

放 正 巨

紅茶に は幾分早 い 中山七恩であったが 、盆且l 川

の ＷＩＨは ＺＯｅ 尚石 の 脊 泌 を ｩｊｬＺ っ て秋 乃 ｾ Ｎｾ η 色と共 に 盆

々箭澄。川 に沿」、山] / . 11 ，松 の 紋 の 11司に鋲の早い紅

葉とと ろ と ζ ろ、u! rl- rのt}( を忍ばせ て却っ て 妙

「車は走せ景は 移 り」、泊つて は開 け るタ の色 、

山 の姿、川 の形。 逝 のななざ とを l 時 11¥j にて 7佐り

過ぎた文明の手 Ｇｊ Ｗ，ｩｾ を恨みつつ正午命山に着 〈 。

4(，> 111畿 のft l l I を作つ r: りこの山峡の阿] が珍 らしく

て、打 連 れ 立つ て歩〈人々 。 ウドンを食」、人々 。

土産物をまv 、人々等。

午 後 零 時50分合 山 賞 、車中に て第 1 J . 涯と合同す

る。古い高 山の諮建築、朝霧の問 に望み1!1' たア ノL

ＷＧ ス主 ｉｉ 除 の 雄 姿 、 さては 、 名席 ｦｾ ￯ｅの悦園 田 ｬ 妹 、 約

証t料: tmの話等、朝 起 組の舌 鋒 計 るベ ( もあらず。

「高山は 、 それ はもう i前回の 紅 葉で したよ J ￭Ｚｬｾ＠ 2  



第 5 鴎

班 止 し て 朝 の E垂 眠 を 委 に し た 筆 者 は よ 朝 寝 の 手 前

僚艇が探れちが」、毎に 、淑努ヵ:揚る 。 16 ミりの

身 ｹｾ 算。ライカの雨 。

夕陽が磐i ¥i { に映ずると一同のま耳も明るくま軍 〈。

岩 蔭 に 山 女 釣 る 男 、川主量に般を停めて河原の石

をま疋ぷ乙女。

そ し て 山 の 裳 をー 廻 り し て 、彼 方 に犬 山 城 を 望

む と船 ｬ ｩｾｋ 松沼に驚いて居た 。時に 午後 Ｔ 時 ＴＰ

分 、古井を 後 し て 約 2 時 間 の 行 程 で あった。

上 院 と 同 時 に 犬 山械 を 遠 望 に と ピ め て午後 5 時

解 散。

録 者 も 亦、犬 山城 に 就 い て は 、見 準 地 案 内 書 の

: PJ 鍛に と Y めて 、秋期大舎の 記録 を 閉 ぢ ゃ う と 恩

を以て しても 、 と れ に 封 抗 す べ き 言 葉 も な い 。 況 E  

や 未 知 の 町 高 l幻の 怨 讃 な る に 於て。

F 午 後 1 時 50分 、φUI よ り 1 時間に して 古 労 際 に

下 布 、徒 歩 5 分 K しγ 日本ラ イ y の岸に出る 。

5 般の加にう干策して 、* ，々本大舎の最後のコー

スであ る日本ライ y を下る。

日本ライ γ は 岐 阜 泡 銭 の 沿 線 の 遊 間 地 か ら 下 る

の が 最 も 普 通 の コ ー ス で あ るそうであるから 、ヲ

イ y 下り K 経 験 の あ る 人 淫 も 古 井 より の衆 絡 は 始

め て で あ り 、 沿 岸 の 眺 め 1' 1 寄厳怪石の多い下流に

止めを刺すととは言ふ迄もないが、自量流に縛をさ

す 面 白きに於て 、 R は 近 〈 主 で 山 の 泊 っ て 居 Tよい

瞭 大 な る 爾 岸 の 眺 め に於 て 寧 ろ 上 流 の 方 を 賞讃 す

る もの多〈 、秋 期 大 舎 の f 後 を 飾 る も の と し て 参

加 者 の会 て に 非 常に 有 意 義 な コースであ っ た。

酬 d 。

犬山城

犬 山 町 の北方木舎川の自!i 流 に 臨 むJ干. 陵卜. にあっ

て 、 ー 名 白 帝竣と務せられる。永享年司 1 斯 波 元 勲

初 めてと L に域を築者 、 次 で 織 田 氏一族 の 居妓と

な に 11、牧の役には勿柴秀吉 ι 採 る 所 と な る 。 其

後元手日 Ｓ 年、Ｈ西宮Ｇｾ 1，617) に成瀬i E 成、 徳 川 義 直

の 偲 と し て 此 地 を 成 っ て よ り代々 成 瀬 氏 が 尾州家

の家老ーとし て ζ L を居城 とした 。今 日 筒JII :湿 な 天

主 閣 が 残 っ て 居 る 。 隠 史 と 風 光 とを粂ね備へ た名

城 で あ る 。

( 新名種夫・岡悶孝男記)
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です即ち l告Aミ 25m

盤

お

地

の

血

八

そ

中

も

際

府

崎

町
止

、

の

す

分

ま

宇

し

の

決

別

リ

胞

割

引

施

高

氏

と

の

度

見

の

差

か

べ

に

で

上

残

ば

法

の

K

と

様

下

意

も

は

る

る

互

へ

以

し

れ

物

地

合

る

2

被

御

る

突

な

取

相

考

米

除

へ

築

敷

相場

せ

の

し

の

な

米

の

を

れ

お

l

扮

考

。

建

僚

の

遺

右

な

絞

殺

ー

も

突

A

A

o

き

が

を

と

す

地

一

上

相

間

明

2

E

ち

き

米

や

し

如

け

米

の

ま

街

十

以

見

候

設

o

き

が

叫

べ

l

候

如

の

丈

ー

も

り

市

第

突

窓

仕

御

倹

如

れ

、

る

て

に

る

同

教

は

い

あ

則

米

の

見

を

悲

の

何

苧

・
取

に

の

あ

尺

の

高

で

閃

制

1

氏

澄

解

願

闘

て

候

り

元

も

山

骨甘

く

も

り

へ

行

底

A

を

聞

懇

布

に

に

よ

足

き

却

な

の

よ

考

合

川

に

殻

月

寸

寸

」

l

一

合

調

使

合

、

ロ

一
比

一

一

一

場

料

を

翻

す

は

一
ト

一

一

一

の

。

材

ト

は

で

合

一

γ

一%

一%

一

周

す

ト

ン

に

様

相

窃

一
メ

一汚

一
泊

一

俊

ま

一

〆

用

い

の

一
セ

一

J

t

一

ト

p

リ

セ

使

な

料

一
水

一

一

一

y

居

ク

ロ

0

ト

居

方

一
1

一

一

一

メ

て

y

ペ

す

y

は

卒

一

一

一

一

セ

れ

コ

期

主

メ

て

毎

一
地

一
三

一
弘
一

ロ

き

て

各

し

セ

へ

庖

は

一
合

一

3
-
z
一

・
へ

絡

に

が

申

級

四

位

必

際

一
調

一
九

一

久

一

し

短

剤

師

た

ね

高

を

が

る

一
防

一
2

一
2

一

但

少

築

し

寄

る

ひ

皮

す

一
見

ττ

一

、

多

建

ま

御

け

扱

強

工

一
:

一

一

一

い

は

府

へ

を

於

取

容

施

一

一

一

一

さ

問

叉

替

合

に

に

許

に

一
斤

一

一

一

下

期

頃

に

調

期

特

る

迄

一
利

一
礎

石

一

用

去

近

別

の

冬

は

け

月

一
工

一

一

一

使

除

冬

時

て

於

3

一施

一五

共

一

御

枠

問

夏

た

答

い

に

p

一

一

一

一

を

仮

を

し

っ

計

よ

|

↓

|
ト

l

h

表

は

"  

ι J  

意f

J

J

R

Y

 

一

悼

F

S干

-

銅

ν

-

-

?

l

l

I

L

I

-

-

J

↑

 

1

a

o

l

i

-
-

1

7

0

1

1

4

1

'

o

'

主

-

t

ト

( 1) 施 行規 則 第二 十 九 佼 但 番地 方 長 管Jl ' l j念にイ火

事己 む を得 ず と 認め らる L もの大位の用途 ヒ使用

上範図に付て ( 勿論その もの よ り認定せ らるべき

もの な るも 先例又は 如

何 な る 程 度に活用 せら

る、や ) t  

(2) 令第五:(1荒木

鐙建物の軒 高 Ｙ 氷ｾＺＯ

サ ー ドノ ｪ 、 屋に ｾｊ する軒

高 の算 定に付 一般的 定

義 a 射 の 部 分 外 壁 と認、

めらる べき 構 造 の 限 度 7 会η ' T7l "H7' Ti "'f i コウ. 777/ 寸巧六π 市 押

答 Ｈ Ｑ Ｉ 特 に 計 可せ ら る ｾ f目途は1 ' r際 に直而せ

ねば 一 々 骨 ｩ ｬｊ をＺ高島 げ る ことは 困 ｾ Ａｴ で あるが 一 例すれ

ば大工 場 にてグレ ー ン得 。 取付に て防 火俊が 工 場

操 作 κ 影 響 あ る場 合叉 11 其 他 非 常 に能率を拐」、様

な場合 は計可せらる込でせう。

( 2)  ( b) の筒I f r が

施 行令 第五 僚 の規定の軒

に該営する事は勿論なる

も特種な 構造を す工 す時は

Ca) の箇所を粁〈軒' 桁 Ui首〉と認めねば tr. らぬ様な

場合が起る 事 も 激 惣 せ ら れ ます 。

a( ' ¥ 

抑 l Q4



外 観 の 一 部 (御堂筋側)

庇より上部柱型lま全部伊太矛l産ト弓バーチン張り ・下部は湯温産ト弓パーチン張りとす

株式曾社そごう 設計 ・村野藤吾氏 ・施工・大倉土木株式禽社

¥05 x  



外 観 の 一 部 大賓寺側外観の一部

株式曾社そごう 設計 ・村野蕗吾氏 ・施工 ・大倉土木株式禽社

X I  106 
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外 観 の 一 部

設計' ・村野藤吾氏・施工 ・大倉土木株式曾社

1 0 7 川

株式曾社そごう



外 観 の 一 部

株式曾社そ ζ 、う 設計 ・村野藤吾氏・施工・大倉土木株式曾社
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1 陪客用エレベー

ター前

笠 ー伊太; f : t J産大理 石

8 陪客用階段噴水

池 ・伊太利産大理 石

張 り - 壁卜号、/ - 7-

口、ソク検後lま大理石

怠眼

株 式 曾 社 そ こ、う 設計 ・村野蕗吾氏 ・施工・大倉土木株式曾社

109 山



'・E

心 粛 橋 筋 玄 関 天 井 1 階客用エレへーター出入口

株式曾社そこ‘ う 設計・村野藤吾氏 - 施工・大倉土木株式禽社

X I  1 1 0  



出入口廻り金物lまホワイトプロンズ製

ヱヴチンゲ横線入り扇の模様lま漆蒔絡

' 心粛橋筋入口吹抜の一部 2階パルコニーより喫茶室を望む、壁及柱は伊太利差

大理石 - 天井lま銀箔張り

株 式 曾 社 そ こ‘ う 設計・村野藤吾氏 ・施工 ・大倉土木株式曾社

I I I  X I  



6 陪 特 別 食 堂

床ゴムタイル張り

柱及壁絵ベニヤ張

り ・天弁ブ弓スタ

ーペンキ塗 り

『

ー

-闘
ー

株 式 曾 社 そ こ、う 設計 ・村野藤吾氏 ・施工 ・大倉土木株式曾社

X I  112 

1 陪賓壌の一部

床ト弓‘ 1 - . 柱 伊

太司aJ 産大理石 ・天

井プラスター石膏

模篠ペンキ塗

地下 1陪賓場の一部

柱及壁lま特製テ弓コ、ソ

タタイル張り 床lまモ

ザイ‘ ソクタイル張り



株 式 曾社 そ ご う

新築。工事慨要

位置 λ 阪市南以心情陥 IJIJ 1  r  11 38  

面積 C1i H寸平方米: )

験計l ! iit i絞 3849. 77 

. m築 制tJi 3278.55 

]11( 1、3 階 3528. 93  

地 ｆＲｾ 普 3528.93  

地下 l 隣 3286. 30  

中 2 ｾ符 408.67 

地 ¥.. 1階 3278. 55 

中 2 階 12.30  

2  P骨 2982.95 

3  階 2823. 67  

4  階 3094. 82 

5  階 2823. 86 

6  ド持 2798.41  

7  階 2798. 4 1  

8  階 241 1. 34 

格 対 1 ｾ骨 278.43  
: n z 下 = p昌 平 邑

塔 屋 2 階 271. 75 

雄主量 3 階 181. 82 

総E正面秘 34509.13  

i p?す こ がこ

主主 烹 及 昨

矯這 繊 ＧｾＱＧ ｷＮ ぷ 動 ｩ ＱｦＮ 凝土主主

儀 式 新 興建築相
ウ工 gr 

使 用 l匂業地 l払防火地| 高 • • 
建物の大きさ

日;L
IlI J 口( 御堂筋側〕 72米

同 ( 心待織筋側) 2o*33 

奥 行 63米80

l，oJ ( 地盤 よ り塔巌上端主主〉 • • 
4C米 00

植"i . L像

深 さ〈地悠 より j也 F 3 階床 」一→・一一 .  

主主〉 14米 19

同 ( 地盤 」 リ基従下端迄〉

15米 14

建物Ml. 尚 59米34

工 期 起 工 昭 和 6 年 10月

'"1 図 • • 七 三」 • • 
'  竣 工 H11和 10年 9 月3 ｾ 日 11....!I.. 'f， i  

今

z  

設計 及堕笹 村野建築事務 所 買 寛 iオ: f . tpr .st 
圃 膚 ，・

一噛一一L. ..

持員 「 大 倉土木株式曾枇

。:-< • -，.< I  -4 

主t乞下二階平百

株 式 曾 祉 そ ご う 設 計 ・村 野 藤 吾 氏 ， 施 工 ・大 倉 土 木 橡 式 曾 祉

113 X I  
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卜 以
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士也下一百平白

• • 

• • 
• t  • 

• • 

." • • • • 
軍 J" 

• • • • • 
• • 長工a • 

.... 

- n ; L手 (21

株 式 曾 祉 そ ご う 設計・村野蕗苔氏 ・施工 ・大倉土木株式曾社

X I  1 1 4  
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六 階 平 白

r ぞ竺土学14 J J宇J b. αI D ｾ＠

箇島一 一ー ， 

• 
'
F

-

、

• 
• • 
. ;' .  

• • 

• 
句久 ｾ＠ .<;， 

• 
Iff 均 主

七 階 卒 i白i

株 式 曾 祉 そ ご う 設計村野藤吾氏・施工 ・大倉土木株式倉祉

I  15 X I  



八 時 平 白

.l!: 1' . ・dl 国 11'::

生 11色斗< J

株式曾註ぞごう 設計・村野藤吾氏・緒ヱ・大倉土木株式禽社

X I  1 1 6  



園

古都エ ル サレムの城腕の北

側 l亡位 し 、建物1 1 : 中央部と

爾翼部とからなる 。 中央部

は長方形 の中庭 を悶み博 物

館 の本慢を なす もの であ り

北. Nは事務祭、n験主主、研

究 索、容郎 、百貨:;!} 祭等、南

裂 は パ レスチナ政府 の考古

局事務ｾ及罰 ｴ ｗｴ場 停 がある

建 物 主 位は石次石鑑、卒 天

井 は 銀筋 コ y クロ ート 、窓

は プ ロ :/ ＷｾＮ 製て‘ある 。

正面入口 外観

際

( バレスチナ) 考古車博物館

、

幸R 建 築

外 観

建築家 Austen St. B. Harri son 
117 X I  



園 際

北側大展覧ギャラリー

四1Ul ] のギャ ラ リーによってカーテ y ゃ慾: を

自由に開閉す る事が出来る 。

(  Archi t ec!  ural  Revi ew誌 よ り 本 多 正 道〉

新

X I  118 
( P¥レ ス チ ナ 〉 考 古 串 博 物 館

建 築

l 塔下ホ- ) 1 . 、2. 8 八 角形室、 3. 7. ギャ

ラリー 、4. 6. 方形室、5. 西ギャラリ ー、

9. 10. 県生室、 11 . 男子手洗室、 12 女 子手

洗索 、13. 14. 中庭、 15. 配給用中庭 、 16. 中

央中庇 、 ＱＷＮ 烈ｾｗｬ揚 、 ＱＸＮ 訟書室 、 ＱＹ Ｎ 記録

家 、20. ｾ主迎索 、 Ｒ ＱＮ態 接 京 、 Ｒ Ｒ 研究室 、

23 暗室、24 聞書係員室 、25. 登記案、26.

9 イ ピスト :卒、 27 目録 室、 28. 考古相官炎

所、2ヲ. 考古祭主席室、 ごO. 監督官案 、3 1.

主事予言、32. 光事燈室、33. 凶番 目録係袋 、

34 次席主事室、35. 博物館目銭安、26. 古

代建築物 、37. 樹木 、38. 43.  44.  45. 廻廊.

39. 41. 倉庫、 O. 車庫 、42. 前庭 、46. 47.

車道

建築家 Austah St. B. Harri son 



園 際 新 建 築

多数の展 覧合 ｾＳＧｦ主君 Ｑ 司 の中心、 に あっ て 、 事 ら

音響的 ｊｾｪ 也か ら 此様な ￬ｲｾ を決定し 、 又 材 料

と し て 大 部 分 アル ミュ ウ ム と ガ ラ ス をmひ

たも のであ る。

( Model ' l l e  Bauformen ;1ちよ り 本 多正道〉

( ドイヴ) ハ ン 7 ル ク 園 事 展 覧 曾 の 音 楽 堂 建 築 家 W a. lter PUl' i ty 
119 X I  



園

X I  120 

際 新 建 築

パ ス = ヤ 湖 畔 Oul n 近 くの 人 跡 稀 な 森の 中 に建 て

られた疏殴パルプ工場

( Archi tectural  For um誌よ り 新名種夫〉

( フイシランド) O. Y. Toppi l a の 硫 酸 バ ル ブ 工 場
建築家 Al var Aal tQ 



園 際

外 翻

古 い 建 築 的 停 統 を 持 た な いフ イ y ラ ン ド l土、建 築 の 外

線 の機 能 的 成 欽 ひ が 行はれ易 u、。この製粉 工 場 鈴 殺 物

f i Wは、 それ 乃成 功 したも の l.. I 例である。

簡 ｉ Ａｉｊな手法 、 大綱みなｾ翁刻 、 それから使用材料Ｈ主止

してモルタノι 組 面白: _U のIJl L色等 に 依 っ て 、充 分 勝 れ

た効果が得られて居る。

( Ar chit ectural F OI' U l U 誌より 新名節夫〉

Ｐ ・ ・ 。 ｾ

.  

。・.口・; 0 ｾ＠

目

新 建 築

地階の運搬系統を示す平面圏

1 階平面圏 、左方主要道路に 面 した

部分 より 全ての作業がスター卜する

("7 インランt : ) Vi i puri の製粉工場策穀物倉庫建築家 V al de A叫 anko 及 Erkki Hut t unen I  21 X !  



園 際 新

外 観

ζ 、然装 飾のな い、I可f?企まざ るffr 、 ζ の純 j'! の建物に

及寸さ と敬度 の 心持が ｾｮＱ［ｕ こ表 現 せ られ て 居 る 。 建築の

外淑に 表はさ れたと の素朴さ は、般市な死の 必然性 の

前 に何 ノコごま か しをも 試みない北方民族 の純 朴な信イII J

の表現で もある 。

( Ar chi tωtl l ral Rcvi ew 誌 よ り 新名郡: 夫〉

平 面 圏

X I  12 2  

内 部

( フインラン r ) Parai nen の 祭 場

建 築

建築家 Fri k Br yggman  



園 際 新 建

入口 との部分に玄倒 、勘定場 、海上の 椅 子Jえ

R オル 等の1: ( 揚 . タオノL 泣 袋 、?tl 話 集 、男女化

察 、 ドリ y キ y グ ・7 ア ウ y テ y のあ る小さ

工中 佐等がある。

本 館 第 Ｚ入口 、 成 ｮｵ Ｎ 外王 寺銭 、 ｦｇ 話集 、 刊ｾｾ

置 、 ｩ 海 水 衣ｊＡ 主島 、 同 ｾｮ 苦室及カ Ｗ エ ー 司ＺＩ到 Ａ 室 、

「ラ スの 草主席 、制 現 場入口 、制担R揚 'IJ峰 、石炭

ｬ 入口 、 ｦ￭Ｎｾへの階段等が ζ の 部分にある 。

婦 人 浴 場 ( 化粧 室 附〉

り室 、1Jl! JII 人家 、各{匹|浴室次同[ ; ' f i ff fJ . ペル ゴ

ラ、芝生への段階傍

日雀りよき芝 生 ピーチ ・アンプレラのあるテ

ラス 、 浴場ｬｊｉＮ ｍ 人イヒ Ｊｍｦｩ へ の 主ｾｾ階段 、 螺旋階

段々 : あり 。

上部芝生

本 館 2 階 rflf n目、耐子張 〈ラ Y ダ、バ ー ゴテの

つるテテス 、 倶 楽 ｲｾＱ 室 、 調 理主号 、 締人便所 、 男

仰 ｩ 所 、 事務ＪＭｾ ー を取 る。

本館地階媛房 設 備 室 ポ ム 7" ，調節機及モー

一、t変房機闘等 地、w. 附けらる。

( Ar chil cct ural  l { ccor d 誌よ り 新名和夫〉

F

M

，

E

B

、
ミ

E  

I  ; f  ..__冷ぐ

'I.._ " い， 下

(， ・礼 子4 、
、- yす F - 4' dア

¥r、~戸、九一 tl，

f ス

<  

2  

Ｂｾ＠

φ  
.、 I 、

ミ

L

4

4

f

h

、

い

-'"〆・

之、

一一つ仁l

]口

ド イ ツ ) ウ イ ー ス パ ー デ シ の 浴 湯

察築家 Ａｲｾｾｺ＠ Ｎｳ ｣ ｬＡＮ ｾｾｴ･ｲＢ＠ &  Edmund Fabry 

庭園家 W i l hel m Hi roch 

築

の全景

第 1111 卒 面 圏

123 X I  



園 際 新 建 築

教 室 外 観

ヘ
一
ト (什ll

卒 面 園

廊 下 内 部
ヲー

ー 』
開

X I  124 ( アメリ力 ) カ リ フ オ ル Z ヤ 陸 軍 幼 年 畢 校

J拒に ロスア ンゼノレ スの平野、サ

y ・パーナルデイ の 山の委を 望

み 、西 に 海 を 見渡 す ポ ールドウ

イ y の丘の上にあ る。

現 在 出 来て居るも のは 第 lWJ 工

事 で 、基 礎 教 育 程度 の生徒の寄

宿 舎、食堂 .&.Iiif 房 、Z士官室、事

務 案 、 教 案 、浴 宰 、 シャワー 、

洗面所 、f電所、厩、 馬場空宇が設

けられて居る 。 現 -fr:計ZLI 中の第

2 期 工 事 で は その上に年長者の

約 合、プール及鐙 育 揚 が加はる o

ｾｾ苦 Ａｬ な怨 ｗ ｊ は 屋外の際大な る 運
動 場 で 行はれ る。

建物の取h1祁 に は 主 と し て ロ パ

ート ;1 /' の 組 立 鋼材 が 最 近 の

:Ke llt..:< -i ml ) 行 方 で 使 用 せ ら

れて居る 。各 鋼 材 の 接 合 部 は ホ

- /' の 料i着剤を充換する。

外壁面は熱の反射 D 震 に アルミ

= ユーム・ペイ Y トをI ! k 荒け る

内部ｼ悶仕 切 ｾは メ ｆ ノ ル・ラス、

セ ロテ ックス ・ラスを心、と して

モルタノL を塗る。教* . & . 宿合の

廊 下 は連 綴 し た 長 い 天 窓 か ら 採

光せら れて居る 。

(  b M川 川cぬ出hi t旬ec“tl知附Mω11川m叫3汁m叫ra叫al Reωc∞0ωr 

言詮誌f志、 よp 新 名 種 夫 /

建寝家 Ri cha. rd 耳e乱悦，tr悶a  



園 際

外 観

新 建 築

1 階 は 3 個 の商 応 、2 階 は 住 宅 で 、 中 央 の 底 舗 が住 宅

居 住 者 の 応 であ る。 そ して此 の庖 は綴 家 及 パノレ コ = ー

を と り込んでカフ エ ー を 怒 管 す る 事が 出来 る や う に 出

来 てゐる 。

( Ar chi tect ueal  R evi ew 誌よ り 本 多正 道〕

.J  |Gl 一一
平 面 画

'5;. . . .  ' "一一三一=弓

( イギリス〉 チ エ シ ヤ イ ヤ ー の 商 庖 建築家 J .  S. Al l en 
125  X I  



園 際

IU! 景 圏

乙の競技場はオリム ピッ クの傑 準監 上 競技 の フィ

ールド令部を制Hへ、 ω 0，α 氾 乃 至 120，0こO の 籾 衆

を牧容する べく設計せられたものである。 ζ れだ

け の 人 鍛 を牧容する鴛に 、淑 T主席は丁度オ ρ イオ

の競技場の基 本計王監と同様に 、2 重 に す る こ と が

必要であった。

ζ の設計案の特徴として着陸 ぐべ きは 、 淑 衆 'つ頑 野

を妨げないj i . t l亡、 ζ の 2 111; の級資席 l'こ 1 ;本の柱も

ないとと であ る。柱 の 代 りに ダイヤゴナルの方杖

を用ひて上部の御 覧 席 を 支 へ て 居 る 。 下 郊 の 視 覚

席 へ は斜遣に依っておJ衆を運ぶ様になって居り 、

上 部 淑T主席への 遣 は その斜遣 の 途中よ P 閲形に分

れ 、更 に階段 にて 2 階分だげ登ったのち 、方 杖 を

利用して作られた 斜 遣を綾て級官席に 歪ろ o 競 技

場と して必要な各積の宮古屋は各家・構の聞の部分に

取 られ 、( 断面闘参! 照〕そ の 壁 は 梨傍 を 聯 絡 す る 横

の プレ ーシ ングとして 役立って居る 。 各 架 橋 は 約

70吹 毎 に 配 列 せ ら れ、最 小 の 材 料 を 以 て最大 の 湿

度ｾ Ｅ Ｇ ，るｪｩＮｴ ｬＧＺＺ ， l i 大な中空の断面に設計せら れて

居る。

腹 鋳 けの椅 子 .i 淑首 席 の 蹴 t の部分に カ y テイレ

パ ー として 取 附けられて居 るが 、 各ｾＭ構問 に淑衆

が非常に偏って居る場合に も手県憾に比れが主主じな

い 様に工夫せ られて居る。

( Archi t ect ural  Hecor . l 誌より 新名種夫〉

新

X I  1 2 6  

化粧室平面圃

( アメリ力 ) 競 技 場 試 案

建 築

ｾ Ｇ＠

背 立 面 圃

建 築 家 A rthur J. Barzaghi  



園 際 新

ｲｾ［ＭＭ］］ｩ＠

J  2 階 卒 苗 圃

、 5

( イギリス〉 バ ヴ ト フ ィ ー ル ド の 住 宅

建 築

西 北 側 外 翻

全部長投筋コ ンク リート造 、

外抗告はピ' / ? 色インキ塗

( A 凶 te山 "1 Re、iew)

誌 よ り 本 多 正 道/

1:階 卒 面 圃

建築家 F. R.  S. Yorke 
1 2 7  x. 



圏 際 新 建 築

2  ｾＺ皆平面園

④ 

前 裁 側 外 観

溢 路 側 外 叡

'
h

 

l

t

E
1
h

l

F

L

U

、ィ

J

L

L

X I  128 ( ドイツ ) F. Holz 敬 授 の 住 宅
IR計 F. Holz  



今 回 阪紳助空演習耳陸行せら れ し際下記長主議を ，[".局 J ＱＱ 華民の基礎 を ｾすとの見地 Ｑ Ｑ ＧＺＺ 立脚 し 前記 諸 税

に提 出した り ;  の 減 免 を断 行 す る の み な ら ず 選 ん で之 が補 助

助成 の訟 を講ずる の ｾありと認む

附和 10q; 10月10日 !  3  防 火 地 区 完 成 促 進 の銭 地 区 内 に 於 け る 木 浩 建

量土閥法人日本建築協合合 長

エ 製 博 士 片 岡 安

内閣総理大臣 岡田瞥介閣下

内 務 大 臣 後 藤 文夫 閣下 各 通

大蔵大臣高橋是清I % l ' l下

界平年 時 下 愈 々御情移君主賀侠

隙者昨秋本協舎 は 日頃 ｉ ｾ ｩｬ 理 事せ る 防火防ｧＩｩ建築物 の

普及促 進 に闘 し建議致し幸に し て御情盟主を 得候 ＱｾＱＺ

共未だ御 方策のｾ Ａ Ｚｦｴを 見 るの運びに歪ら ず此蕗に

Ｑｦｾ ねてＵｊ Ｑ ｝ 紙の湿り同様趣旨に依り建議仕リ候 依何

卒一月号の 御 室力を賜り 度 此段 米 航 上 候 敬 具

建 議 害

現 下 の 時 局 に 鑑 み 都 市 の 防 備 に 閥 し 防 火 防 怨 建 築

物 の普 及 促 進 方 に 就 き 慎 重 研 究 の 紡 果 左 記 具 位 的

項目 企'lir 施せらるる と と勉めて緊! t J . l なりと 恥 信ーす

るものに して主主 かに機 宜 の 方 策 を樹立せられん ζ

とを切望す

右m議 候 也

記

1  現 行 防 火 地 区 を 綴 大 す る と と

( 設明〉

大都市は我図耐: 合経済機構乃中枢にして保安

上 は 勿 論 趨 防 t の 重 要 性 に 鑑 み 防 火 防 空 的 見

地 よ り 最 も 適 切な る 防備l施設と して現行防火

地区を鍬張するのゴHj ちを we. む

2  防火地区に於ける耐火建築 Ｔ 足立ｾ の ｾ左記方法ー

を筑波するとと

〈イ〉耐火建築物に霊堂する補助命の交イ、t

〈ロ 〉耐 火 建 築 物 バ霊せする低・私費 金 の融 通

〈ノ、〉耐火建築物に霊すする家屋稔の減免

( : ) 耐火建築物に童話す る不動 産l肱得税の 減免

( 設明〉

耐 火 建 築 物 の 建 築 に 劃 し て は 徴税 上の見 地の

み に 依 ら ず 都 市の災害 の 防備 か都 市 の 経 済 的

築 物 を強制j 的 に除却するとと

〈設町l )

防 火 地磁 の 効果を速かに差益路せんが震には現

在の ｾｮ < 徒らに 木主主建 築 物の改 築 期 を 待 つ こ

とな く防 火 地 区 中 主 要 部 分 よ り 年 次 的 に 木 泣

建 築 物の 除却 を命 ず る と 共 に特・別布日比1)4訟を交

付 し 耐 火建築 物 の'J i 現を期する の 袈 あ P 而 し

て之 が i事法令の 改 正 又 は 規 定 を 設 くるの嬰 あ

ら ぽ ー 主 ｬ 亡立 案 Ｑｴｦ 施を Ｑｾ し 其のＱ￬ 現 に 努力 せ ら

れんと止を 望 む

理 由

都市計主m火 地 区 が 都市 の 火 災特 に 震火 災の防 備

とし て: i l l 嬰なる施設たるは言を侠たず而して今 日

の 非 常 時 局 に 常 り 防主主的 見 地 よ り す る も 閤 土 防 衛

上 其 完 成 を 促 進 せ し む る 必 要切貨な P とE! ?ふ べ し

然 る に 今 日 に 於 け る 防 火 地 阪 は 未 だ主主効 11] を期 す

る域に主主せず今何木治家母を 以 て 充 満せるの: I l 止 況

に在るは防火地図の 11{ 嬰 性 に 鑑 み 甚 だ 寒 心 に 耐 へ

ざるJ i f r にして速に之が完成に障告: ある! 反闘 を除去

し之を促逃せしむるｾにｦｊｩ極的方後］を建つ るを袈

す

即 ち 防 火 地 区 を 躍 に 土 地 の 経 済 的 負 強 に 堪 ゆ る 凶

域 ｬ Ｇ こ止めず都市の災ｾＫ［Ｚ防官ｉ￬上必要なる区域 ＱＱ 之を

防火地区とし諸税のi : L 携にして之が完成に障害あ

るも の は之を減免し更に納品1) 令 の 交付 並 に低・刺 ti_

4詮の融; i J J を講じ以て之を促進 す ること極めてb* ! t J . l

な り 識 に 帝 都 復 興 に 悦 り て Lt 防 火 地 凶 建 築hRJl}パ訟

の交付並に 低ーキ1] 省 令 の融ii I I に依 りて耐 火 建 築 の促

滋 に 資 す る 慮 あ り た る は 誠 に機 宜の蕗泣な りと云

』、ベ し終来大都市の防火 地 区 に 在 P て は 宜 し く時

期 を 定 め 木造 建 築 物 を 除去 改 築 せ しめ 之 に 到 して

は 充 分 な る 補助 を鑓 すを 以 て 策の得 たる ものと信

ず政府， Ｑ 之にｾＮｴする法令の告 ｩｪ 定をなし帝都復，ＰＰに

謝 す る 趣 旨 並に其 の1t *j'i に徴し防 火 地 匿 の完 成 促

溢 に 資 す る 様oiil 然 た る 方策 を樹 立 す る の 要あり

129 則



X I  130 

術 上 記 建 議 舎 の穏に下記添舎を以て各府県長知事其 i 2  第 2 恒l 倒西 4 建築合聯合大令 >l f!:忍i惣見祭政行

他各 方面 に援助方依車11 した り K 闘する ft

す ｈｾ 時下電〈々御 清穆Ｏ戸賀依ｾＪ者本 協舎 に ｪｪ き τ はＺ 3  今秋暴 行 の ｛ｬｬｪｾ 演 習 に Ｒ 暴 力日に闘 す る件

防火防ｾ建築物 の 普及促進に仰する ｦ ＧｪＺに付今ｼ旦 ｉ ｊｬ ｉ ｊＺ 4  ｾ霊費支 出に 闘し都市武装促進委 員合 より袈求

紙 のｾ ｊＱ Ｈ建議書を ｾＱｾＧ 路へ 提出 民的数 候 に就ては 本 Ｚ の1'[:

協nr の建議趣 旨!こ 付 御J夜祭の 上之が1 t 現 に闘 し何 i 5  大阪府 、 布 、 制限 ｊｾ に翻し市 ｾｉ 市 武装促進委 員

分 の御援助を 切 望数候此段御依! 版予:]1U'文意 侠 :  舎 より建議の j'[

敬 具 :  6 正t築年鑑紛糾委 員 依賜 乃件

ｕｾ 平日 ＱＰｾ ド Ｑ Ｐ 月 ＱＰ 日

市上問法人 U 本A t r 築協合令長

工芸科博士 片 岡 安

常 務 曾 ( 第 17回 〉

日寺 9 月3 日午 後5時 10分- ( 時

ffr 
建築似集部別手:

出 席 者 理事 片| 河合長
武田市IJ 合 長

松 11 則合長

監事 Ｑ ＯＨ，｝Ｉ鴇Ｉｪ ＡＺ ￬ Ｚ ｉ ｲｾ 総 谷 監Ili-

常 務 池 日l 主 犯 北 垣 主 氾

中海主記 伊) I [ 主計

清 水 主 計 ，(!; 111編 ijiif

議 事

l 姶 築 倶 祭 r; 11併合に闘し折衝委員選定の件

Ｒ 第 Ｒ 回関 西 Ｔ ￆ 主築合聯令大合 Ｒ 士ｾ湾博覧 舎 見母性

7  昭和 ＱＱ 年 ｬ 支「建築と利 Ｚ 合 ｊ 表紙悶 ｾＱＦｈｴ 募集の

イ午

B  新開最上事務官官へ雑誌寄附新刊昨日介依l i . f l の Il

9  ｡ｾＱｪｴ 然対［合￟Ａ Ｚｉ こ 附する折衝要 員合 合 の ＱＧＱ ‘

10 IThi . 1¥作製特別号U H' f 幹 事 l 名東京 へ Ll J援 の 1'[:

11 朝鮮総督府より依頼に係る賠; :11募 集 色合計j に

無 料 紹 介のf' 1・

12  背森際立工業主幹校往築展覧舎に闘表j : t 奥 の f'j:

13 久 間 服 部 tf 氏より総定照合 に目却する 1'1

14 合 員l f. .t臣f

!W 世?

1  Ｘ 月分合 計 ｡ｾ 告

2  9月{9U合 il' !{ ii i'l U告

3  懸1t 募 集 映ZJI 脚本合選者 1.. 審査概言f'lU告

参 加 希 望 者 募 集 の 件 。時

常 務 曾 ( 第 19 E1)

10月7 日午後51時- 6時30分

3  Mi攻4つ周年記念選湾jJ，¥i: n合 問 他 (10 月10 自 主 リ ffr 
ill 築 1n鋭 部5)IJ 祭

4) 日間〉に闘し幽谷の! 午

4 凶. r ; r 銀輿能率展覧合開催( 10月11 日より 15 日間〉

に付参考品出問l 依聖fi のf' I:

5 大 阪 都市協 合 よ り 懸 賞 論 文 募 集 に付 録 料/Bi 告 方

依 磁 の1' j :

6 合 口，; 世衡

?t: iA .LJr  

9 月例T I " K. 闘する i十¥!!{l ii ;f.j H! r

時

所

常 務 曾 ( 第 18回〉

9 月16 日午後5時30分 一7時30分

建築 倶 楽 部 別 室

出席 者 組 事 松 井 高1) 合 長

常 務 北垣 主 飽 Wf 7k主音|

間区l繍料 ｾ名縞糾

烏悶 紛 糾 三 浦編 i院

議 事

l  秋 季 大 合 側 催 に闘する件

出席者 砲 事 J十間合長

常 務 1也問主詑

tlti 事主記

清 水 主 計

議 事

:[t ti 1主記

伊 東 主 計

.Q; m*f，j 特

l  住宅委員合よりｾ・求 に 係る ｻ 土 宅ｪＧｴ ｩ 也 見事 法 波

! [ ! ( 支出の I'j:( 小 川幹 事出席設 1m

2  胸 国 4 建築 台 第 2 也l聯 合 大 合 法Z室内見事政 行

に仰する f'j:

3  ;jIjI 市武 装促 進 委員舎より要求に伴るま象t1のf ' 1

4  都 市武 装 促 進 委員合 より要求 に 係 る委 員噌員

の件

5  都 市武 装 促進委員令 よ り建議 に係 る大阪府ー、

市 より 補 助 命 要求 に 腕 す る 件

6  都 市武装促誕委員合より防空防火 ill 築 物普 及

に仰す る ｭ ｾ 誌の件

7  都 市計資委員合よ り要求 l亡係る阿倍ID} 橋 附 近



改造に闘する 考 案懸ＱｩＮ募集 の， ｾ !  1  俗芸E原 稿 の 務 査方法 下 の如1< 決定す

8  ｾ士化 委 員合 報 告 に 係る 貸業数育銀ＡｍＡに闘す るＺ ( 1) 第 1 : 汲選 a白井、新 名、雨幹事にてねー」、 乙と

所見の 件 !  ( 2) 第 2 ' I 8 1 選下記 3 氏 に依 iti すること

? 合 員名簿 新 調 に付 照合の件 :  P. C.L 松 崎 氏

10  昭 和 11年度雑誌表紙懸賞募 集 に闘 す る件 i  松 竹 下 加 茂 長 江氏

11  都市武装促進委員合 記録 11名寄 贈方 の件 ( 2件) :  大朝 計整部 前 回 氏

12 玖箭 作 製 特 別委 員舎幹事 .SIi J;( へ 出磁 の件

13 lf! i 主主演習 に闘す る図表 貸 奥の 件( 2件J

14 11月例 舎 照 明 に闘する講演の 件

15 大 朝 主 催防空講 演合講 師に闘する件

16  昭 和 11年度漁算編成 に腕ず る件

17  合 員 詮 衡

報 告

l  秋 季大合準備 ＿ｴＮｦ ｾ告

1  9月分 合 計 報 告

常 務 曾 ( t' 20回 )

時 l湖 21 日午後5時30分 - 6時

所 建築倶楽部 別 家

出 席 者 理 事 武 回 高1) 合長

監 事 阿部 監 事

常 務 池 任l主 記 伊 東主 計

谷 主計 阿回編料

新 名 編 斡 おII I紛糾

三浦編 ｾｩ￭ｆ

議 事

1  4 建築合 聯 合 大 舎 に於ける本協合提 出議事に腕

する件

1 昭 和 11年度務 算 に闘する件

l 評議員舎 並総合開催 日取決定 の件

l 第 2 回工業博覧合後援方の 件

1 防 火に闘する開表貸奥の件

l 合誌 に無料紹 介の 件

1 都市武 装 記録 l 部 寄贈方の 件

l 合 員 詮 衡

報 告

1 私 季大合 終 了報 告

峡書 作製 特 別 愛 員曾 斡事 曾 〈鎗7回〉

時 9月6 日午後7時- i! 時

所 協 合 事務室

出 席 者 委 員 長 池 図

副委 員 長 波 江

幹 事 亀 井 新 名 鳥 井

映 書脚 本審査 曾 ( 第9回 )

時 9月 12 日午後7時- 9時

所 みや け( 朝日ピノL Ｑ Ｐ ｾ 皆〕

出席者 務交員 合長 片 附宏 氏

都 市 武 装 促 進 池 田 1'1:氏

委 員 合 委 員 長

京 都 松竹下加茂 衣笠貞 之助 氏

撮 影 所 1泣 督

大阪朝日新聞批 大 道弘雄氏

出 版 部 長

要員 者ｾｾ市武装促進委 波 江f前夫氏

員 合 同1) 委 員 長

映組作製特別委 t亀井幸 次郎 氏

員 合 幹 事

京都松竹下加茂 長江道太郎氏

撮 影 所 職 員

l  牛 後7時審査舎 を聞 き古f選者 を決定す

時

所

建 築と 照明座 談 曾

9 月20日午 後2時一 7時

大 阪市電車主局5階普及館講堂

出席 者 '&i' 協合 よ りの 出fft; 者 石川 純一郎氏外25名

電気局側 出席 者25名

1  エ撃i W- 土伊族主二氏の 硯科拳に仰する都宮古あ

り

1*で建築と照 明 に仰する座談合を開催す

9 月 例 曾

時 9 月21日午後 時30分 4時

所 ! 次回繰JI 1接 見製

出席者 古I i 英之助氏外45名

l  本日は昨年近畿地方 大 風水害 の記念 日にして

朝来 の降雨 は止 む時なく 定刻午後 l 時30分迄に

秋 雨降りしき る中 を熱 心 なる 曾員諸彦は省線! 次

回廊に集 り操草場選縛掛小 宮 山亀吉氏 の懇切 な

る案内 によりま象て用意せる別仕 立列車 に 乗込 み

出援 を待 つ

1  1時40分次 回線を渡 し同50分操 車揚( 線、坪 毅22

5，αJO坪〉着 直 "こ 際長箆の 階上合議 室 に入る
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同家に陪 既 に机 上 に土産袋 を配 布 しあり一同着 i 同
委員 伊 東 恒 治

松井m之 助
席5分 許 り休憩 i  同

l  午 後 2 時吹田操車場騨長根井続大郎 氏の熱 心 1 午後 5時開王:¥' :

にし てE 諸君主を交へたる操車場一般に 付 て設 l珂 i 1  合長代型II 池間都市武技委員長 よ り受賞者に夫

を聞き 2時35分説明書きる i  々 涼該 ＺＱＧ Ｑ ・ Ｔ 詮 ｪ 引車並に Ｓ 主欣 をｬｉ｜ｾ 曇し ー 僚の挨拶を

1  武 岡本合則合長一同を 代 表 し本日 の見 製 に付 j なす

話J際を述べ一同拍手 を以て之に和し合言語焦 を込 i 1  次 で怒絞の 上午後6時間式す

揚 し 傘主主しにて採草1主犯 を見 撃 す

1  午 後 3 時20分其民主を引上げ再び別仕立列車に

乗込み賜路に活き問3時40分吹田隣諸解散す

そごう百貨庖新築見司臨

時 9 月28 日午後l 時 4時

所 そどう百貨応新鮮f

見 事 者 約 140名

l  午 後 l 時 より 4時 まで のIltJ に於 て 協 合 員 の随意

見与を穆行す

映書作成特別委員舎( 第 10回〉

時 10月1日午後6時 15分 - 8時

所 建築供集部別 ｾ

出席 者 理 事 片 岡

宅委員長 池 岡

幹 事 勉 弁 鳥 井

委 員 浦 小 笠 原 小川

中 海 内 勝 吉 岡

1  午 後6時 15分 池 田委員長 座 長 とな り刷令

l  亀井幹事より懸賞募集映笛脚本首選者決定 し

たる経過 を報告あり倫映w製 作 合 従 もP心 L に

決 定 し ?とる旨を迷 ぶ

1  本月暴行の防Z主演管 まで に B K より映wi 物語

と して 放迭ある旨 を報告

1  次 で 製 作 J 二に 闘し積 々協議を行」、

l  次 に 建 議 に倒 L '1' 湾総務部長 より 令長及委員

長に 百寄 る民主あり大位の方針 を定む

映書脚本懸賞金値呈式

時
10月8日午後5時 6時

所 建 築 倶 祭 部

出席者 第一等' i l i . 選者 野 原善 三 郎氏

第 二等 間 住 江 英二氏

第 三等 同 ｉＮｾ井 英 ｩ 也氏

都市武装促進委員合餐員長 j也悶 1ま
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防 空 講 演 曾

〈主催大阪朝日新聞駐〉

時 10月9 日午後 1時 4時

所 朝日合官官

出席者 無E色、50 0名

l 部削l 握 手 謀 本 部 附 小 倉 中 休

第 四阿周司 令部附松村少 将

日本u) ; 築 協 合

都市武装促進委員合副委員長波江悌 夫

氏

大阪の都市美座談曾

〈主他日本建築協舎後援大阪朝日新聞尉〉

時 10月15 日午後7時 一 10時 10分

所 朝日倶楽部別ｾ

出席者 大阪府建築課 長 中潔誠一郎氏

間 保 安 課 主 任 稲 葉 竹 治 氏

大 阪市 公 劉 課 長 株 原 兵 市 氏

大阪市' i ' u: 焦局電 木 津谷築三郎 氏

俊市長

大 阪朝 日新聞枇

拳毒事部長

小倉 敬二氏

同 記 者 窓 、 回 和 子 女 史

同 航t.i 部 次 長 新 野 百三郎 氏

踏 家 生 国 花 朝 女 史

民 告 協 合 理 事 八 木 常三郎 氏

当t. ぬ ピノι 聖子業部 藤原伊勢松氏

主 任

大 阪 中 央 放 迭 局 長 民 江 恭 治r'i:

大 阪朝日新聞鮎 原 清 氏

ｾ ｴｬ＠ ;白

日本 位 築 協合 合 長 片 岡 安

同 国1) 令 長 武 悶 五-

jn)  合 員 池 田 食

岡 松 家 主 光

問 :b);野持1:一郎

問者 ｾｮｬ￯ 創設 委員鳥井 信

合委員長



同 問 幹 事 加 藤 義 吉

向 吉田 信武

問 問委 員 亀 井 幸次 郎

同 繭 知 秀 夫

Ｈ Ｚ［ｧ￫ 項 ｉ ｴ ｾ 旦て 令 誌 に 掲載〉

映書作製特別委員曾幹事 曾( 第 111!.!l)

時 ‘ 10月26 日午 後 l 時30- 2時 30分

所 建 築 倶 集部

出 席 者 幹 事 新名 亀 井

P. C.L. 松 崎氏

1  松崎氏より下記の件に つき蕗理lJZ. 報 告 を聞 き

たり

( 1) 玖禽作製欣況 の中間報告

( 2) 大阪へ ロケ ー シ ヨ ンに来る 時期

( 3)  A K の放 迭 に 付 て

静
一

一

者

動
一

一

曾

同
貝
一

一

入

曾
一

曾 員

池 悶 正二 君 此 花 匹 玉 川 町3 ノ34( 都市計宣大阪

地方委員合〉

大久保梅太郎君 天王寺底生玉 前町一乗 寺 内 ( 合

名合i I : 竹中工務庖〉

草 野 正 男 君 前Ir 戸 市 灘区徳井中郷355 ノ2 ( 合名

合量土竹中工務! 苫〉

志保弁疋夫君 兵庫 l係武庫 郡 住 吉村字懲野 1347

( 長谷 官官竹腰往築事務所〉

川瀬3喜久雄君 府 下 受能 郡 岡田T幸 iiIi 1ノヲ06 ( 合名

舎最上竹中工務庖〕

西山! J IJ 三君 京都市左京匹北白 /11小 倉町33中山

方〈京都帝大大県民〉

橋 阿 昇 君 市Ir 戸市 須隣区戎 mJ 1丁目 86 ノ4 ( 大

阪 府 管繕 諜〉

匂 坂 弘美君イ主吉匿住吉町 1294 北島アバ ー ト

〈 大 阪府昔 ｾ ｾ芸部建築課〕

fm 末 義 君 京都市伏見広深草寺内町864( 市外

守口 町 役場〉

西 村政 一郎 君 前Ir 戸市灘 区 篠井池尻20 ( 合主主合i J :

清水 組 大阪支底〉

山 口 松 次 君 住 吉匹滋口町393番 地 14銚〈合主主合

長t 清水組〕

山 本 勝 信 語rll 戸市 灘匹前Ir 前町 27 ( 合 資曾紅白号

ホ組大阪支)5)

古村 孝 義 宏 住吉区佐古mr 1375交鎖 症 ( 大阪 四

天王寺 伽 錠 復 興工事々務所〉

普 遁 賛 助 員

堂開 Ｎｾ rPt 二君 此 花区上席¥，; ，占北4 ノ28出木場方( 和

田建築司i 務所〉

大久保喜彦君 東成区勝山泊9 ノ114( 自営〉

大 内 m : 夫 君 草11I戸市31: 合 l認宮 本iiIi 5 ノ62( 大 塚 工

務I苫〕

中烏 敏夫君 兵 庫県果、 武 ｐｉ ｾ 郡精滋村 打出 宮 川入

〈日本 ポノι トラン ドセメ y ト同業

舎〉

退 曾 者

曾 員

i詰問 秋義 者、 JJJ 之 内符 七君

地 方 曾 員

岸田林太郎君

特 別 賛 助 員

鹿島彦 三郎 君、深川 重 義 君

普 通 貨 助 員

安 藤 ｾ吾君 、 佐 々木俊 一郎君 、 清水六郎太君 、

高 瀬 吾 郎 君、大橋主まゆj 君

韓 居 轄 勤

曾 員

伊 藤 和 夫 君 西 宮 市 川 西 町7呑 池

板越末吉君 兵ｊｩｉｬｾ 孫伊 丹 ｐｊ｝ 襖 ケ丘 Ｓ 丁目

松 本 英 雄 君 兵 庫 県草 川 溢君 ＱＱ 小 岡村東洋紡 獄事 ｉ ｲ ｾ 昏

工場祉宅

元 吉 勇 太 郎 君 住 吉応住吉PIT 12ヲ4北 畠 ア パ ート

柿 阪府太郎君 府下 三 烏君s三 ); ! ; 村中城2

飯 間 策 一 君 lt.r F 岡田] 幸通3丁目

角田 政 一君 ( 事務 所〕東 底京 橋2 ノ48 京阪ピノι

今言者 息苦字君 京都市東山区本間Ti m2 0 ノ433

柿 本 清 治 君 府 下 八 尾 町 字 山 本 因 週 中3 ノ630

中 井 新 一郎君 住吉区住吉町 1294北畠アパート

牧 毅 君 京 都 市左 京 区北 白川西町 18

地 方 曾 員

坂 本 義 信 宏 大 連市若楽町95

高 橋 君三君 那 覇 市 査 尾 町 君E是 製 糸質事所那務i

支Ef r
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森
茂樹君 和歌山 l際有田 郡 民 村 内海tjj 織株式 普通賛助員

合 枇 成分工場建築部
i海ZE 郁 夫 君 前1I戸市 灘 区t'i!.¥')j: 大 和町 173

市11同 室次沼 姫路市 iLq中島92; t [ 洋紡績株 式命枇 山話量 政 吉君 ｦ 前洲 図凶 ｍｩ Ａ 民 総務総ｾ 'r，応用品足幸子繰科

姫 路工 場
佐 藤 光 雄 君 新ht 特 5) IJ 市興 安 大 路532 石橋 ピノL

永 野 房吉宗， 東京市大森 区馬込 町東3 ノ695 第206披室

柳原 義2 f 君 東淀川 区 元今 泉南 iiI13 ノ18
節回 A憲君 市1I戸市須勝区大谷町 l ノ39

吉原筒 三郎君 臨児島市東千石 ｾｻｊ 千代 田 放す ｲｦ 内
古 賀 繁主f 君 Ｑ 目ｲｵ［今前 ｾ Ｑ ｔＱ ＳＸ

井戸 悶図松沼 名古慮市西I蛮天前11山町 i ノ17 西日巳一良I¥if: ¥ 此; j E&; 古里].I IIT2 ノ36 西野方

山岡 芳 雄11. 西成区粉 笥東ノ町 l ノ42 笠谷 山 Ｗ ｊ ，君前 Ｑ ｉ 戸市灘区背谷 ｾ ｉ ｊ Ｒ ノ ＲＰ

終身賛助員 安 家 正明 君 兵w県果、武庫君主本山村 字小路91

湯浅 乙吉者 市11奈 川l際川 崎 市 幸11り2 ノ698 ( 日本 津田善治虫1¥若 天王寺匹勝 山iiIJ 2ノ57

製綱株式合最t ) 松 本 秀 雄 知 j品11I戸市中 山手iiI171 43 深瀬方

a・・・・・・E

イ者 藤 辛口 夫 京 都帝鴎大懇話: 築祭1斗Z巨 大阪市技師 高速銭道官{I

遠 藤 金 之 助
東京帝 関大器 建築撃 科卒 鍛 道技師 鍛 道省 主 ｾ築 ｾｊｊｬ

fだ 古 鹿

一

希 有 文 庫 主 前大阪凶I 科 大 祭滞 日ili n}i 業史家

{左 竹

一

2EE 3  法 卒 博 士 大阪鎌滋株式合従量士長

酒 見 fた 市
東 京 帝国大事建 築 撃科 卒 鍬お技r . ni 大阪改良事務所

坂 本 銀 対t
東 京帝国大挙建築祭科卒 鍬道 技 師 銭滋省建築課長

柴 国 同 良11
東 京帝関大学建築号待科卒 鍛 滋技師 大阪鍛冶局工務課

氷 田 愈 良11 東京帝国大挙 建 築 事 科 卒 鍛 芯 技師 鍛滋省建築課

本 回 長 女 東 京 工業専修司監校卒 大阪市技 師

|I I月百
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え

なる 考慮が最 も必要である。

編 輯
4砂就中 . 都 市の停車場は 、 その本来の使命

?こる 交通 上の機能よりは勿論 、常に凡ゆ

る階級の男女老若が 出入 し、叉放行者にと

. 近世都市の特性とも云ふべき 、都市 中心 つてはその都市の第一印象を受〈る所なる

• f麦 言E

部特仁商業中心地の立惜的生長 . 並 に郊 を以て 、意匠的にも 、世に範を垂れるに足

外住居地の蛮展 、更に地域制によ る住居 .

る建築物で あらねばな らぬ。

商業・工業各地域への分離は、都市内外の 4・斯かる見地より 、本特輯続を刊行する計

交通をして錠 k 煩雑ならしむるに歪れる を

重{ e 樹立し にのであるが、鍛道省関係の

以 て、それに伴って穫生する所の混筒Lと騒

方 k を? 始め斯界の椛戚者が . 幸 これ を諒 と

青 と事故との防止 に↑ 慎重なる針策を講ぜね

せられ御多忙中にも拘らす . 或は有主主な記

ばならぬ こと〉な つにのである 。

. 都市交近のJ畏ヰ的統制 を? 困るには 、先づ 事を? 、或は精密な岡商を 、或は貴重な潟県

都市の主棺 fこる 各種建築物と の闘係を 明 を御裏目宮下さ つ?こ矯め . 既に 読者諸兄の御

かに しなげればならぬが 、特に都市内外の 寛の通りの堂 .k: 1こる内容が構成 されにので

交通を取 り扱ふ建築物 . 例へば停車場 ・航 ある。 j享〈御11噂申し上ぐる次第である。

空港・築地・自動車牧容庫等に劃する深甚 ( 吉田信武〕

建 築 と 社 禽

第 18 特第 11 !波

毎月 l 回 l 日渡行

l加 .50闘( 野積 2 銭〉

定債 12燭 6.∞闘( 同 24 銭〉

昭和 10年 10月25日 印 刷 昭 和 10年 11月 1 日 渡 行

E連行・鏑斡 小 板 常 男

印 刷 人

大 阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東冨内淡路町 1丁目 7番 地

強 行 所 E翌 日 本 建 築 協 舎

大 阪 市北 区中之烏3 ノ3朝日 ピル

室主務長: J t潟、 23) 4501脊 (9)

ｦ 音 替 口座ｾ 阪 ＳＹＹＷＵ 脊

特が;1IOC1fr.青 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区 京 町 湘 羽 子 板 橋 西

電 話 土 佐 宛 2440替

S音容 口 座ワミ阪 笈) 84替

禁 輔 載

本貌に掲被せるもの は、一 切とれを無断陀て

車事裁し又 は草行 本 に 上 梓 その他 の復製行震を

なす ととを祭ず 。

慶 告 掲 載 料 金

宅華 通 1 頁 l 回 15∞ 

普 通庁 子片 ;-1- 8. 瓦一!

一 一 一

ー ー I一 一
表 紙 3 1  1 頁 1 1 回 1 45∞ 

一 一一
表 紙 4 1  1 頁 1 1 回 1 80∞ 

一 一 一
m: 築事務所録 1 1 欄 1  1 凶 1.' ，0  

一 一一
(11築 E 掛業者軍内 1 I  1 欄 1  1  凹 1  5∞ 

rsl 告掲載御申込は本合直接願ひます 。

本誌 購務 御 注 文 はすべて前金で本曾直接又 は

特約底へ銀替貯金又 は ｾ替で御椀込を煩ひま

す。郵券代I t l は一割省、代 金引換 は お 断 り致

します。

ｾＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＢＮＮＢ、＾ｃ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ｣ 、両，、， ct: ... ............ : : : ; ; ; ; ; ; ; <写電写ヨ吾、
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段構造強弱堕主

定 慣 6 圃 5 0 錆

送 料 2 2 銭

四六倍*1] 500 頁

挿 固 4 2 5 園

工墜博士 大 藤 高 彦

工撃 士 近 藤 泰 夫

共 著

構造強弱準は基礎工撃の一分科に麗し、土木建築工阜の根本的原理を数ふ

る最も 重要なる謬科であるが 、その理論は深奥に して主主に 迎W( し得ない憾

が ある 。本書l立主lj' !;手権威 によ りて苦 ，t: 't:度設せら れに懇切なる教導書7こる も

のにし て、前後 の脈絡に注意 して 、粗より 制 に入 ド 願 より微に 入 る秩序整

然 ｦ こる叙述は Ｎ 多数 の 臨月 ｪ 例及問題等 の 附 ｩ 肢ご ｾＱＱＱ 失 っ て基本 的 理論も平易

に迎併せしめて 、質 地の蓮よHにも示唆多き ものである 。

好評噴々ざして奮版は四l涯を? 重ね?こが今回改版せ らる〉 に営つては 、昭和

八年日本工率合用語統一調査委員合よ り殻去の鹿川力感の決定用語、及昭和

六年土木製曾鎖筋コン クリート 調布委員舎費表の銀筋コン クリート 標準示方

書に依って 、月j 諸共他 念訂正 し、 全編悉 ¥i吊字を改めラモ壁会 期してゐる.

〔下港コ 四六俗判593頁 持悶337固 定慣 8圃5 0 ，銭詮 n

w

Z

 

刀簡単也l

菊 判 3 3  II 頁

挿 困 2 5 3 園
平 野 正 雄 著

本書は土木建築等 の設計に必要依 〈可から ぎる 応用 力撃の一般を、

鶴何態的作聞 に依って設げるもの。ま づ共原埋より 設き起 し、順攻梁.

トラス . 石工. アーチ、 構 造物等に及ぼ し、更にそ の庭、月 J : ' f 論蓋 して

ゐる 。大正五年闘式力感の名 でおj 版が上梓 され . 以来好評を 以 て十版

を重ね?こが、時宜に i歯磨せしむべく 、今 や全的 に改訂かつ増怖を行ひ

図鮮力学の表題で新版が刊 行さ れに。

奮版の文話慢を讃ム易し，. I f-f院1': 書き 口語文 に改め 、1ft.語 は総 て昭和

八年三n日本工早合選定の ものに 準 磁 い 草位は メート J レ法を採用し.

義 に省略した 不静i E トラス及銅ア ーチ. 釧筋 コンクリ ート ア{ チ の臆

力決定法を加!へ、荷重! 響力等に闘しては規定の改唆に感 じて適宜に之

を襲更し 、巻尾 に単位換算表を附して全然崩目 を一新 してゐる .

工事博士

増

補

改

訂

版

く安 行 所〉 東 京 ・ 日 本 橋 遁

;lfl;1i 丸 善 株 式 曾 社説 明

〈担置替東京第五番〉

東京= 椀閃・芝三回・早和国・丸ピル
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